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-8599）までお問い合わせください。

編集代表 谷口信和
編集担当 安藤光義

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

コメ危機の深層

国民生活に大きな影響を及ぼした「令和のコメ騒動」。2024年

夏以降、米価は上昇を続け、翌年春には前年比2倍の高値を付

けた。量販店の棚からコメが消えた。政府備蓄米の放出など、

異例の決定にもかかわらず、米価は高値を維持している。コメ

はなぜ不足したのか？ 流通に問題はあるのか？ 生産性はな

ぜ低いのか？ 輸入や輸出はどうなる？ 何より「適正価格」

はいくらなのか？ 気鋭の専門家が「令和のコメ騒動」の背景

と構造的な問題を解き明かし、日本の主食の将来を考える。

労働者が農業を支える仕組みが広がっている。経営者、家族

だけでなく、従業員が重要な担い手になっているのである。

① 担い手の労働者を、直接雇用に派遣や請負、外国人を含め、

その大きさを示した。

② 法人に労働者は多いが、正規かパートか、キャリアアップ

はどうか、代表的な事例を集め分析した。

③ 家族経営でも人を雇うことで展開を図り、後継者が戻るな

ど、新たな動きを紹介している。

西川邦夫 著

堀口健治・澤田守 編著
◎「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-7503）、「農政トライアン
グルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL03-6450-2851）、「水田
利用と農業政策」は筑波書房（TEL03-3267-8599）までお問い合わせください。

食と農の貿易ルール入門
基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

水田利用と農業政策
水田フル活用政策の歴史的性格

主食用米が2023年産から2024年産に切り替わる端境期
は、全国的にスーパー等の小売店の棚から米が消え去る
事態となった。
政府は、コロナ禍以降になって本格的に畑地利用への復
帰を推進しているが、「令和の米騒動」はその転換の過
程、つまりは米政策の空白期間で引き起こされた。水田
フル活用政策について、主に水田利用に与えた影響につ
いて、地域性と歴史性の2面から検証した

作山 巧 著

西川 邦夫 編著

日本農業年報69

基本法見直しは日本農業の
救世主たりうるか

―農政の新たな展開方向をめぐって―
食料安全保障のための課題、国際的・歴史的な位置づけ、現

場の生産者を中心とする関係者の思いという3つの視点から、

求められる基本法の方向性を問う。

増加する雇用労働と
日本農業の構造
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1
�
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
回
帰
を
公
言
す
る
高
市
政
権

長
く
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
よ
う
や
く
イ
ン
フ
レ

に
入
っ
た
こ
の
状
況
に
、
さ
ら
に
リ
フ
レ
派
の
人

ま
で
経
済
・
財
政
関
係
の
審
議
会
等
に
入
れ
る
こ

と
の
意
味
は
何
か
。
国
債
買
い
入
れ
に
貢
献
し
た
人
に
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
目
標
の
見
直
し
ま
で
言
わ
せ
て
、
さ
ら
に
「
積

極
財
政
」
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

だ
が
取
り
組
も
う
と
す
る
「
経
済
対
策
」
の
規
模
の
大
き
さ
が

分
か
る
と
、
市
場
で
は
円
や
国
債
が
売
ら
れ
、
さ
ら
な
る
円
安
が

加
速
化
し
て
い
る
。
円
安
が
輸
出
企
業
の
利
益
を
押
し
上
げ
株
高

を
招
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
多
く
の
国
内
企
業
の
生
産
投
資
へ
の

勢
い
が
再
び
薄
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

円
安
は
日
本
が
持
つ
資
産
を
さ
ら
に
「
叩
き
売
り
」
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
ま
た
食
料
品
や
原
料
の
輸
入
価
格
は
円
安
で
押
し

上
げ
ら
れ
、
努
力
し
て
あ
げ
た
最
低
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
効
果

は
弱
ま
り
、
実
質
賃
金
は
再
び
マ
イ
ナ
ス
状
態
に
転
じ
て
い
る
。

2
�
岸
田
元
首
相
、
石
破
前
首
相
の
「
新
し
い
資
本
主
義
」
は
放

棄
す
る
の
か
？

「
新
し
い
資
本
主
義
」
は
、
賃
上
げ
と
投
資
こ
そ
が
成
長
経
済

を
も
た
ら
す
と
し
て
、
分
配
の
要
素
を
重
視
し
、
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
期
待
し
て
い
た
。
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
、
非
正
規
労

働
者
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
む
政
策
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
高
市
政
権
は
こ
の
分
野
に
全
く
触
れ
ず
話
題
に
も
し
な
い
。

積
極
財
政
・
供
給
力
強
化
・
成
長
重
視
に
力
点
が
置
か
れ
、
企

業
収
益
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
投
資
と
賃
上
げ
に
つ
な

が
る
は
ず
だ
と
し
て
い
る
。
供
給
側
を
優
先
さ
せ
強
調
す
る
論
理

で
あ
り
、
分
配
を
重
視
し
た
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
考
え
は
全

く
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

円
安
は
輸
出
産
業
を
強
化
す
る
の
で
、
輸
入
を
通
じ
て
食
料
品

の
価
格
上
昇
に
よ
り
家
計
に
負
担
を
か
け
た
と
し
て
も
、
企
業
収

益
の
増
加
が
い
ず
れ
投
資
と
賃
上
げ
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
（
滴
り
落
ち
て
く
る
）
理
論

の
信
奉
で
あ
る
。
そ
う
は
っ
き
り
は
言
わ
な
い
が
、
結
論
は
そ
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
過
去
に
失
敗
し
た
政
策
、
そ
の

再
現
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
考
え
を
基
礎
と
し
て
い
た
安
倍
政
権
の
政
策
結
果

は
、
日
本
国
民
の
分
厚
か
っ
た
中
間
階
層
を
崩
壊
さ
せ
、
国
民
の

総
貧
困
化
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
最
低
賃
金
は
韓
国
や
台
湾
の
そ

れ
を
下
回
り
、
日
本
に
多
く
来
て
く
れ
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
の
若

者
は
、
日
本
よ
り
も
韓
国
、
台
湾
に
出
稼
ぎ
先
を
変
え
て
い
る
。

そ
の
歩
み
・
方
向
を
、
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

た
だ
し
石
破
政
権
の
下
で
過
去
最
大
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

現
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
の
失
敗
を
繰
り
返
す
の
か

������������������������� 農村と都市をむすぶ2026．1

２



が
あ
り
、
日
本
の
最
賃
は
二
五
年
一
〇
月
か
ら
全
国
加
重
平
均
で

一
、
一
一
八
円
に
な
っ
た
。
韓
国
の
二
五
年
適
用
の
最
賃
一
〇
、

〇
三
〇
ウ
ォ
ン
（
一
、
一
〇
三
円
、
一
ウ
ォ
ン
＝
約
〇
・
一
一
円

換
算
）、
台
湾
の
二
五
年
一
月
か
ら
の
一
九
〇
台
湾
ド
ル
（
約
九

〇
〇
円
強
）
を
よ
う
や
く
上
回
っ
た
。
た
だ
し
韓
国
、
台
湾
は
全

国
一
律
適
用
な
の
だ
が
、日
本
は
異
な
る
。東
京
都
が
最
高
だ
が
、

地
方
は
低
く
、
そ
の
た
め
、
競
争
力
が
落
ち
る
現
実
が
あ
る
。
こ

れ
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

3
�
政
策
の
力
点
・
方
向
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は

・
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
議
席
を
増
や
し
た
参
政
党
の
主
張
に
あ

や
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
高
市
政
権
は
、
入
国
制

度
の
厳
格
化
、
外
国
人
の
土
地
取
得
の
規
制
、
滞
在
外
国
人
の
全

体
人
数
の
上
限
設
定
等
、
外
国
人
の
受
入
れ
を
減
ら
せ
と
い
う
主

張
に
は
同
意
し
て
い
な
い
が
、規
制
の
強
化
を
う
た
っ
て「
抑
制
」

に
か
じ
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

も
と
も
と
参
政
党
は
、
移
民
と
難
民
、
こ
の
急
増
に
対
応
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
右
翼
・
保
守
派
」
の
影
響
力
拡
大
の
流
れ
に
乗

ろ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
難
民
を
含
む
急
激
な
人
口
増
加
と
は
、

全
く
日
本
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。

こ
れ
へ
の
反
論
は
、
選
挙
直
後
に
開
か
れ
た
全
国
知
事
会
に
よ

る
「
青
森
宣
言
」
が
的
確
で
あ
る
。
人
口
減
少
、
急
激
に
進
む
高

齢
化
を
背
景
に
、
労
働
力
を
海
外
か
ら
求
め
る
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
排
外
主
義
を
否
定
し
、
多
文
化
共
生
社

会
を
目
指
す
姿
勢
を
求
め
て
い
る
。
現
場
の
労
働
力
不
足
の
実

状
、
そ
の
も
た
ら
す
問
題
を
よ
く
知
る
知
事
だ
か
ら
こ
そ
の
、
ま

と
も
な
対
応
で
あ
る
。

・
労
働
規
制
緩
和
の
主
張
：
厳
し
い
残
業
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と

で
、
副
業
に
手
を
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
い
労
働
者
の
た
め
に
、
か

れ
ら
に
と
っ
て
は
同
じ
職
場
の
残
業
の
方
が
好
ま
し
い
と
い
う
理

屈
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
基
本
的
賃
金
を
あ
げ
れ
ば

い
い
話
で
あ
っ
て
、
過
労
死
に
つ
な
が
る
よ
う
な
残
業
の
「
野
放

し
」
に
近
い
実
状
を
廃
止
さ
せ
て
き
た
成
果
を
、
緩
和
す
る
こ
と

で
元
に
戻
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。

・
力
を
入
れ
る
と
し
て
い
る
物
価
対
策
：
当
初
議
論
の
あ
っ
た
消

費
税
、
こ
れ
に
取
り
組
む
か
と
思
わ
れ
た
が
、
早
く
も
手
を
付
け

な
い
こ
と
と
し
て
、
暫
定
ガ
ソ
リ
ン
税
廃
止
に
取
り
組
む
と
い

う
。
こ
れ
は
企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
方
向
に
か
じ
を

切
る
よ
う
で
、
他
方
、
低
所
得
者
に
効
果
の
大
き
い
「
給
付
付
き

税
額
控
除
」
の
議
論
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

・
安
全
保
障
に
は
偏
っ
た
力
の
入
れ
す
ぎ
：
安
全
保
障
は
、
基
本

は
外
交
を
優
先
と
し
、
防
衛
の
力
点
強
調
は
「
陰
」
に
置
く
の
が

常
道
で
あ
ろ
う
が
、
現
政
権
は
武
力
強
化
に
予
算
を
大
き
く
振
り

向
け
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
力
を
入
れ
る
べ
き
丁
寧

な
外
交
政
策
か
ら
手
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
。
大
失
態
で
あ
る
。

（
H
2
）
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は
じ
め
に

二
〇
二
六
年
に
お
け
る
農
政
上
の
最
大
の
関
心
事
は
主
食
用
米

の
米
価
の
行
方
が
ど
う
な
る
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
密

接
に
関
係
す
る
水
田
農
業
政
策
の
見
直
し
（
実
施
は
二
〇
二
七
年

度
か
ら
）
が
六
月
ま
で
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
内
容
が
ど
う
な
る
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
五
年
一
〇
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
食
糧

部
会
で
示
さ
れ
た
主
食
用
米
等
の
需
給
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
二
〇

二
六
年
六
月
末
現
在
の
民
間
在
庫
量
（
生
産
・
出
荷
・
販
売
段
階

の
う
る
ち
・
も
ち
玄
米
）
は
二
一
五
〜
二
二
九
万
ト
ン
と
さ
れ
、

一
九
九
九
年
以
来
、
二
〇
〇
二
年
と
並
ぶ
過
去
最
大
の
水
準
と
な

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
は
主
食
用
米
の
需
要
量
が
八
八
六
万
ト

ン
だ
っ
た
か
ら
在
庫
率
は
二
五
・
八
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二

〇
二
六
年
は
需
要
量
が
七
一
一
万
ト
ン
と
見
通
さ
れ
て
い
る
か
ら

在
庫
率
は
三
二
・
二
％
に
跳
ね
上
が
り
、
こ
れ
ま
で
の
適
正
在
庫

水
準
一
八
〇
〜
二
〇
〇
万
ト
ン
を
大
き
く
超
過
す
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
二
〇
二
七
年
六
月
末
の
在
庫
見
通
し
は
二
一
五
〜
二

四
五
万
ト
ン
と
さ
ら
に
上
振
れ
し
、
在
庫
率
は
三
四
・
五
％
に
も

達
す
る
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
農
業
生
産
現
場
や
米

流
通
業
者
の
間
で
は
二
〇
二
六
年
の
一
月
な
い
し
三
月
に
は
在
庫

を
抱
え
た
卸
売
業
者
等
の
投
げ
売
り
が
始
ま
り
、
米
価
が
暴
落
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
足
元
で
は
そ
う
し
た
見
通
し
を
打
ち
消
す
か
の
よ
う

な
統
計
数
字
も
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆
直
前
の
一
一
月
一
七

〜
二
三
日
の
ス
ー
パ
ー
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
農
水
省

が
作
成
し
た
販
売
価
格
は
五
㎏
当
り
四
、
三
一
二
円
と
前
週
よ
り

も
五
二
円
上
昇
し
、
前
々
週
の
四
、
三
一
六
円
と
い
う
最
高
水
準

年
頭
所
感

令
和
の
米
騒
動
と
水
田
政
策
の
見
直
し
を
ど
う
み
る
か

―
農
水
省
の「
米
の
安
定
供
給
に
係
る
短
期
的
な
対
応
」を
め
ぐ
っ
て
―

谷
口
信
和
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京
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に
匹
敵
す
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
内
訳
を
み
れ

ば
、
銘
柄
米
が
四
、
五
四
六
円
で
前
々
週
の
四
、
五
七
三
円
に
次

ぐ
高
水
準
で
前
週
よ
り
も
上
昇
し
た
だ
け
で
な
く
、
ブ
レ
ン
ド
米

は
一
〇
月
六
〜
一
二
日
の
三
、
四
一
九
円
を
底
と
し
て
ジ
グ
ザ
グ

し
な
が
ら
上
昇
し
て
一
一
月
一
六
〜
二
三
日
に
は
三
、
七
七
八
円

に
達
し
て
お
り
、
全
般
的
に
価
格
低
下
の
兆
し
が
明
瞭
な
形
で
は

現
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
昨
今
の
政
治
の
世
界
と
全
く
同
様
に

一
寸
先
が
闇
の
状
態
が
米
価
の
動
向
に
お
い
て
継
続
し
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、農
水
省
は
二
〇
二
五
年
一
一
月
二
六
日
に「
米

の
安
定
供
給
に
係
る
短
期
的
な
対
応
」
を
公
表
し
て
、
二
〇
二
六

年
の
通
常
国
会
で
食
糧
法
を
改
正
し
、
備
蓄
の
定
義
（
目
的
）
を

見
直
す
と
と
も
に
、
備
蓄
水
準
（
一
〇
〇
万
ト
ン
の
見
直
し
）
に

つ
い
て
、
新
た
な
制
度
設
計
（
備
蓄
運
営
方
式
の
見
直
し
と
民
間

備
蓄
導
入
の
具
体
的
な
仕
組
み
）
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。
す
で
に
一
〇
月
の
基
本
指
針
決
定
の
折
に
示
さ
れ
た
事
前

契
約
に
よ
る
令
和
八
年
産
備
蓄
米
の
政
府
買
入
れ
を
二
一
万
玄
米

ト
ン
で
行
う
こ
と
及
び
、
放
出
備
蓄
米
の
買
戻
し
・
買
入
れ
を
今

後
の
需
給
事
情
を
見
定
め
た
上
で
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
れ

に
連
動
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
短
期
的
な
対
応
」
と
は
一
方
で
、
二
〇
二
六
年
一
月
に
始
ま

る
通
常
国
会
に
お
い
て
食
糧
法
の
改
正
な
ど
を
通
じ
て
令
和
の
米

騒
動
が
提
起
し
た
問
題
・
課
題
に
答
え
る
基
本
的
な
方
向
は
す
で

に
確
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
他
方
で
、
六

月
末
ま
で
に
令
和
九
（
二
〇
二
七
）
年
度
か
ら
水
田
政
策
の
見
直

し
を
実
施
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
中
・
長
期
的
な
方
針
を

ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
短
期
的
な
方
針
か
ら
中
・
長
期

的
な
方
針
ま
で
を
一
気
（
一
挙
）
に
確
定
し
よ
う
と
い
う
政
策
当

局
の
強
い
意
思
を
表
明
し
た
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
年
頭
所
感
に
お
い
て
は
、
こ
の
農
水
省
の
「
短
期
的

な
対
応
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
じ
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た
最
大
の

関
心
事
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
備

蓄
制
度
の
あ
り
方
を
主
要
な
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
、
水
田
政
策

の
見
直
し
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
別
途
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
�
令
和
の
米
騒
動
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か

⑴

平
成
の
米
騒
動
と
令
和
の
米
騒
動
の
異
同

ま
ず
、
令
和
の
米
騒
動
（
Ｒ
と
略
記
）
を
平
成
の
米
騒
動
（
Ｈ

と
略
記
）
と
比
較
し
て
お
こ
う
。

第
一
は
不
作
に
よ
る
供
給
不
足
の
有
無
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
一
九

九
三
年
に
戦
後
最
低
の
作
況
指
数
七
四
（
水
稲
単
収
一
〇
ａ
当
た

り
三
六
七
㎏
で
対
前
年
比
二
七
・
二
％
減
）
の
大
冷
害
に
見
舞
わ

れ
、
総
需
要
量
九
七
一
万
ト
ン
に
対
し
て
国
内
生
産
量
が
一
八
八

万
ト
ン
（
一
九
・
四
％
）
も
不
足
す
る
七
八
三
万
ト
ン
ま
で
低
下

し
て
発
生
し
た
。
し
か
し
、
Ｒ
で
は
二
〇
二
三
年
〜
二
四
年
産
米

の
作
況
指
数
は
二
年
連
続
一
〇
一
と
平
年
並
み
で
不
作
は
発
生
し

年頭所感 令和の米騒動と水田政策の見直しをどうみるか �����������
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な
か
っ
た
。

第
二
は
米
価
騰
貴
の
程
度
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
一
九
九
三
年
の
自

主
流
通
米
平
均
価
格
（
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
、
税
込
み
）
は
六
〇

㎏
当
た
り
二
万
三
六
〇
七
円
で
一
九
九
〇
〜
二
〇
二
三
年
ま
で
の

最
高
水
準
だ
っ
た
が
、
対
前
年
比
は
一
〇
三
・
五
％
で
極
端
な
騰

貴
率
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｒ
で
は
相
対
取
引
価
格（
集

荷
団
体
と
卸
売
業
者
の
取
引
価
格
）
が
二
〇
二
三
年
産
米
（
二
三

年
九
月
〜
二
四
年
八
月
平
均
）
一
万
五
三
一
五
円
で
二
二
年
産
対

比
一
一
一
％
だ
っ
た
が
、
二
四
年
産
米
は
一
九
九
〇
年
以
来
の
最

高
の
二
万
四
八
二
五
円
に
達
し
、
二
二
年
産
対
比
一
七
九
％
の
異

常
な
高
騰
と
な
っ
た
。

第
三
は
需
要
構
造
の
変
化
で
あ
る
。
Ｈ
は
人
口
が
増
加
す
る
も

の
の
、
一
人
あ
た
り
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、
総
需

要
量
は
一
〇
五
〇
万
ト
ン
程
度
で
、
毎
年
五
万
ト
ン
弱
の
減
少
を

示
し
て
い
た
。
Ｒ
で
は
農
水
省
は
毎
年
一
〇
万
ト
ン
程
度
の
需
要

減
少
を
前
提
と
し
て
翌
年
の
需
給
見
通
し
を
提
示
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
た
主
食
用
米
政
策
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
農

水
省
は
決
定
的
な
判
断
ミ
ス
を
犯
し
た
。
後
述
の
よ
う
に
需
要
量

が
四
四
〜
三
二
万
ト
ン
の
水
準
で
上
振
れ
し
て
七
〇
〇
万
ト
ン
台

を
超
え
る
一
方
、
玄
米
ベ
ー
ス
で
の
生
産
量
（
六
六
一
〜
六
七
九

万
ト
ン
）
が
品
質
低
下
な
ど
に
よ
る
精
米
歩
留
ま
り
率
の
低
下
に

よ
り
、
実
質
的
な
生
産
量
減
少
（
精
米
ベ
ー
ス
）
と
な
っ
て
二
〇

二
三
〜
二
四
年
産
米
の
供
給
不
足
が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第
四
は
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
方
法
で
あ
る
。
Ｈ
で
は
食
糧
管

理
法
の
下
で
の
政
府
米
在
庫
量
が
二
年
連
続
で
二
五
万
ト
ン
に
止

ま
っ
て
い
た
た
め
、
不
足
分
を
タ
イ
産
な
ど
の
長
粒
種
イ
ン
デ
ィ

カ
米
の
二
八
〇
万
ト
ン
に
も
達
す
る
緊
急
輸
入
で
対
応
し
た
が
、

一
九
九
四
年
に
は
国
産
米
需
要
八
六
一
万
ト
ン
に
対
し
て
、
国
産

米
は
作
況
指
数
一
〇
九
の
大
豊
作
で
一
、
一
九
八
万
ト
ン
に
達

し
、
再
び
過
剰
在
庫
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
食

糧
管
理
法
は
食
糧
法
に
改
正
さ
れ
、「
米
穀
の
生
産
量
の
減
少
に

よ
り
そ
の
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
備
え
、
必
要
な
数
量
の
米
穀

を
在
庫
と
し
て
保
有
す
る
」「
米
穀
の
備
蓄
」
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｒ
で
は
、
民
間
ベ
ー
ス
で
供
給
量
の
不
足
が
認
識
さ
れ
る
中
で
、

二
〇
二
二
年
六
月
末
の
二
一
八
万
ト
ン
の
流
通
在
庫
（
適
正
在
庫

水
準
一
八
〇
〜
二
〇
〇
万
ト
ン
）
を
順
次
取
り
崩
し
て
、
二
四
年

に
は
一
五
三
万
ト
ン
に
ま
で
縮
小
す
る
形
で
対
応
し
た
。
し
か

し
、
農
水
省
は
「
生
産
量
の
減
少
に
よ
る
供
給
不
足
」
へ
の
対
応

と
し
て
の
備
蓄
米
の
運
用
と
い
う
法
律
解
釈
に
こ
だ
わ
っ
た
結

果
、
備
蓄
米
放
出
の
決
定
が
大
き
く
遅
れ
、
こ
れ
が
一
層
の
価
格

高
騰
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、Ｈ
は
大
冷
害
と
い
う
天
災
に
よ
る
凶
作（
供
給
不
足
）

が
米
騒
動
の
直
接
の
要
因
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
Ｒ
で
は
農
水
省

の
需
給
見
通
し
の
誤
り
と
そ
の
修
正
の
遅
れ
・
備
蓄
米
運
用
の
失

敗
と
い
う
政
災
（
人
災
）
が
米
騒
動
の
主
要
因
だ
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
に
根
本
的
な
差
違
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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⑵

短
期
の
課
題
と
長
期
の
課
題

今
回
発
生
し
た
米
騒
動
を
も
っ
て
、
水
田
転
作
政
策
全
体
が
根

本
的
に
間
違
っ
て
い
る
と
い
っ
た
長
期
的
な
政
策
課
題
に
内
在
す

る
問
題
と
、
米
価
の
暴
騰
を
招
い
た
短
期
的
に
生
じ
た
問
題
を
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
て
議
論
す
る
の
は
、
決
し
て
生
産
的
な
教
訓
＝
将

来
の
あ
る
べ
き
農
政
の
方
向
を
考
え
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
先
に
こ
の
二
つ
の
議
論
を
一
気
（
一
挙
）
に
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
農
政
当
局
の
姿
勢
に
注
目
し
た
の
は
こ
う

し
た
観
点
か
ら
で
あ
る
。

か
つ
て
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
会
長
を
務
め
た
生
源

寺
眞
一
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
に
全
く
同
感
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
今
回
の
米
騒
動
は
「
短
期
的
な
変
動
へ
の
対
応
に
失

敗
し
て
問
題
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
面
が
あ
る
。
そ
の
後
の
現

在
ま
で
の
議
論
を
見
る
と
、
短
期
的
な
対
応
の
問
題
と
、
平
時
の

コ
メ
生
産
の
課
題
、
す
な
わ
ち
農
業
や
稲
作
が
抱
え
る
構
造
的
な

問
題
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
の
騒
動
が
始
ま
る
前
、

コ
メ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
落
ち
着
い
て
い
て
、
そ
の
中
で
担
い
手

の
確
保
な
ど
構
造
的
な
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

騒
動
後
は
両
者
の
問
題
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
構
造

問
題
に
つ
い
て
も
短
期
の
対
応
の
延
長
線
上
で
考
え
る
よ
う
な
形

で
、
非
常
に
議
論
が
錯
綜
し
て
し
ま
っ
た
」⑴
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
現
在
の
米
価
高
騰
が
発
生
し
た
要
因
に
つ
い
て
改

め
て
簡
潔
に
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
あ
る
べ
き
水
田
農
業
政

策
の
方
向
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
視
点
を
得
る
こ
と
に
し
た
い
。

2
�
正
確
な
統
計
の
不
備
が
需
給
見
通
し
誤
り
の
主
犯
人
か

⑴

需
給
見
通
し
の
誤
り
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か

そ
こ
で
ま
ず
、
食
糧
部
会
で
承
認
さ
れ
る
「
米
穀
の
需
給
及
び

価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
」
の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
め
よ

う
。
表
1
は
需
給
見
通
し
の
う
ち
、
①
七
月
の
基
本
指
針
で
示
さ

れ
る
六
月
末
現
在
で
判
明
し
て
い
る
前
年
七
月
〜
当
年
六
月
末
ま

で
の
需
給
実
績
（
確
定
値
）
に
お
け
る
主
食
用
米
等
の
需
要
量
と

前
年
産
の
主
食
用
米
等
の
生
産
量
（
玄
米
ベ
ー
ス
、
通
常
当
年
三

月
に
確
定
値
が
出
る
）、
②
一
〇
月
の
食
糧
部
会
に
提
示
さ
れ
る

翌
年
六
月
末
の
需
給
見
通
し
に
お
け
る
翌
年
産
米
の
生
産
量
と
需

要
量
の
見
通
し
（
推
計
値
）
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
対
応
関
係
を

示
し
た
も
の
だ
。
一
〇
月
以
降
で
は
翌
年
七
月
の
基
本
指
針
ま
で

生
産
量
は
こ
の
推
計
値
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
の
が
常
だ
が
、

需
要
量
は
推
計
方
法
な
ど
の
微
調
整
が
あ
る
た
め
、
微
妙
に
数
字

が
変
化
す
る
が
、
そ
の
変
化
は
余
り
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
二
三
年
一
〇
月
の
基
本
指
針
あ
た
り
か
ら
Ｒ

五
／
六
年
見
通
し
と
需
給
実
績
に
大
き
な
ず
れ
が
生
じ
始
め
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
表
か
ら
以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
見
通
し
と
実
績
に
ず
れ
が
生
じ
始
め
た
の
は
二
〇
二

三
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
年
の
生
産
量
と
前
年
か
ら
六
月
末
ま
で
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の
需
要
量
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
者
に
は
こ
の
年
に
本
格
化
し
た

気
候
危
機
（
夏
期
異
常
高
温
）
に
よ
る
一
等
米
比
率
の
低
下
な
ど

に
示
さ
れ
る
精
米
歩
留
ま
り
の
悪
化
（
実
質
的
な
生
産
量
の
低

下
）
が
影
響
し
て
い
る
し
、
後
者
に
は
五
月
に
コ
ロ
ナ
禍
終
了
宣

言
が
出
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
と
も
な
う
消
費
需
要
の

増
加
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
大
局
的
に
み
る
と
、
ず
れ
は
明
ら
か
に
生
産
量
よ
り

は
需
要
量
に
お
い
て
大
き
い
。
生
産
量
は
二
〇
二
二
年
一
〇
月
の

見
通
し
か
ら
二
〇
二
四
年
三
月
の
確
定
値
ま
で
で
六
六
九
万
ト
ン

か
ら
六
六
一
万
ト
ン
へ
八
万
ト
ン
の
下
振
れ
だ
っ
た
が
、
需
要
量

は
二
〇
二
二
年
一
〇
月
の
見
通
し
の
六
八
〇
万
ト
ン
か
ら
、
二
〇

二
四
年
三
月
ま
で
は
六
八
一
万
ト
ン
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
の
確
定
値
で
は
七
〇

五
万
ト
ン
と
二
四
万
ト
ン
の
大
き
な
上
振
れ
を
示
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
ず
れ
は
二
〇
二
四
〜
二
五
年
に
か
け
て
、
さ
ら
に
需
要

量
に
傾
斜
す
る
形
で
拡
大
し
た
。
Ｒ
六
／
七
年
見
通
し
は
二
〇
二

四
年
七
月
の
生
産
量
六
六
九
万
ト
ン
が
二
〇
二
五
年
一
月
に
六
七

九
万
ト
ン
で
確
定
し
、
一
〇
万
ト
ン
の
上
振
れ
と
な
っ
た
が
、
同

期
間
の
需
要
量
は
六
七
三
万
ト
ン
か
ら
七
一
一
万
ト
ン
へ
と
よ
り

大
き
な
三
八
万
ト
ン
の
上
振
れ
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
需
要
の
過

小
評
価
が
大
き
な
問
題
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
需
要
量
の
見
通
し
は
当
年
の
見
通
し
と
翌
年
以
降
の

見
通
し
の
間
に
整
合
的
な
関
係
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
顕
著
で

表1 基本指針による需給見通しと実績（太字） 万玄米トン

（注）1．幅のある見通しが示されている場合には上限値のみ記載した。
2．細数字は推計値、太数字は確定値を示すが、網掛け箇所は確定値とされていた数値が修正されたものである。

（出所）農水省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」による。なお、Ｒ4．3などは令和4年3月を示す。

基本指針 Ｒ4／5年見通し Ｒ5／6年見通し Ｒ6／7年見通し Ｒ7／8年見通し Ｒ8／9年見通し
年月 生産量 需要量 生産量 需要量 生産量 需要量 生産量 需要量 生産量 需要量

Ｒ4．3 675 692
Ｒ4．7 675 692
Ｒ4．10 670 697 669 680
Ｒ5．3 670 697 669 680
Ｒ5．7 670 691 669 681
Ｒ5．10 670 691 662 682 669 671
Ｒ6．3 661 681 669 670
Ｒ6．7 661 702 669 673
Ｒ6．10 661 705 683 674 683 663
Ｒ7．1 679 674 683 663
Ｒ7．5 679 674 683 663
Ｒ7．7 679 711 735 未確認
Ｒ7．9 679 711 745 711
Ｒ7．10 748 711 711 711
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あ
る
。
二
〇
二
四
年
七
月
の
実
績
七
〇
二

万
ト
ン
は
三
月
の
見
通
し
六
八
一
万
ト
ン

と
比
べ
て
二
一
万
ト
ン
も
の
増
加
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

〇
二
四
年
七
月
の
Ｒ
六
／
七
年
見
通
し
で

は
六
七
三
万
ト
ン
と
三
月
の
見
通
し
六
七

〇
万
ト
ン
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
だ
け

で
な
く
、
Ｒ
五
／
六
年
見
通
し
の
実
績
七

〇
二
万
ト
ン
よ
り
二
九
万
ト
ン
も
低
い
数

字
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
需
要
量
の
見
通
し
を
み
る
と
、
ほ
ぼ

判
で
押
し
た
よ
う
に
毎
年
一
〇
ト
ン
程
度

の
減
少
と
い
う
推
計
が
墨
守
さ
れ
て
お

り
、
二
〇
二
四
年
七
月
に
需
要
の
著
し
い

上
振
れ
が
検
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
翌
年
の
見
通
し
に
は
全
く
そ
れ
が

反
映
さ
れ
ず
、
従
来
の
延
長
線
上
で
の
一

〇
万
ト
ン
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
す
ぐ
後
に
触
れ
る
よ
う

に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
の
開
始
以
来
、
農

産
物
の
国
内
需
要
は
減
少
の
一
途
を
た
ど

る
か
ら
、
国
内
農
業
生
産
の
発
展
に
は
内

需
で
は
な
く
外
需
に
依
存
す
る
こ
と
が
欠

図1 民間在庫量の増減率と相対取引価格の相関（月別）

（注）1．民間在庫量は出荷・販売段階のうるち米であり、基本指針の数値とは異なり、生産段階の推計値が含ま
れていない。

2．民間在庫量と相対取引価格について、対前年同月増減率を折れ線グラフで示した。
3．右目盛りで170～200万トンに対応した横線は6月末における民間在庫量の適正水準の幅を示すものであ
る（ただしこの図では生産段階ともち玄米の数字が含まれない分だけ少なく表示されることになる）。

（出所）農水省「民間在庫の推移（速報）」および「米をめぐる状況について」2025年10月等により作成。
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か
せ
な
い
と
い
う
農
政
思
想
に
よ
る
見
方
の
影
響
が
色
濃
く
影
を

落
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
農
水
省
に
よ
る
統
計
数
字
の
判
断
ミ
ス
は
、
新

た
に
精
緻
な
統
計
を
整
備
し
な
い
以
前
に
お
い
て
も
従
来
の
統
計

を
虚
心
坦
懐
に
整
理
す
る
だ
け
で
も
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
を

図
1
に
よ
っ
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

こ
の
図
は
月
別
の
主
食
用
米
の
民
間
在
庫
量
（
出
荷
・
販
売
段

階
の
う
る
ち
玄
米
に
限
定
さ
れ
る
。
生
産
段
階
の
数
字
も
含
み
、

う
る
ち
・
も
ち
玄
米
ベ
ー
ス
の
基
本
指
針
の
数
値
と
は
異
な
る
）

の
実
数
値
と
対
前
年
同
月
増
減
率
を
と
っ
て
、
月
別
の
六
〇
㎏
当

り
の
相
対
取
引
価
格
の
対
前
年
同
月
増
減
率
と
の
関
係
を
み
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
指
針
の
「
参
考
統
計
表
」
に
は
六
月

末
段
階
の
民
間
在
庫
量
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
在
庫
量
の
絶
対

水
準
を
見
る
場
合
に
は
こ
ち
ら
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
趨
勢

を
把
握
す
る
た
め
に
、
月
別
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
図
で

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
民
間
在
庫
量
と
在
庫
量
の
増
減
率
で
需

給
関
係
の
緩
和
・
逼
迫
の
程
度
を
測
り
、
こ
れ
が
相
対
取
引
価
格

の
上
昇
・
低
下
に
与
え
る
影
響
を
推
測
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
図
か
ら
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
二
〇
一
九
年
九
月
か
ら
二
〇
二
二
年
八
月
ま
で
の
Ⅰ

期
は
在
庫
量
が
対
前
年
同
月
比
で
増
加（
プ
ラ
ス
値
）だ
っ
た
が
、

二
〇
二
二
年
九
月
か
ら
二
〇
二
五
年
四
月
の
Ⅱ
期
は
減
少
（
マ
イ

ナ
ス
値
）を
記
録
し
、
二
〇
二
五
年
五
月
以
降
の
Ⅲ
期
は
増
加（
プ

ラ
ス
値
）
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
在
庫
の
水
準
は
と
も
か
く
、
Ⅰ
期
は
在
庫
が
積
み
あ
が

っ
て
い
く
需
給
緩
和
局
面
、
Ⅱ
期
は
在
庫
が
減
少
す
る
需
給
逼
迫

局
面
、
Ⅲ
期
は
需
給
緩
和
局
面
を
表
し
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
動
き
と
線
対
称
の
形
で
相
対
取
引
価
格
は

推
移
し
、
Ⅰ
期
が
価
格
低
下
、
Ⅱ
期
は
価
格
上
昇
、
Ⅲ
期
は
価
格

上
昇
率
の
低
下
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
二
二
年
の
九

月
か
ら
の
需
給
逼
迫
局
面
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
相
対
取
引
価

格
の
高
騰
が
始
ま
り
、
需
給
逼
迫
の
深
刻
化
（
在
庫
減
少
率
の
右

肩
下
が
り
の
急
迫
化
）
に
牽
引
さ
れ
る
形
で
相
対
取
引
価
格
の
継

続
的
な
高
騰
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
っ
て
、
二
〇
二
四
年
九
月
以

降
の
激
し
い
価
格
高
騰
局
面
＝
令
和
の
米
騒
動
は
突
然
に
発
生
し

た
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
二
二
年
九
月

以
降
の
継
続
的
な
供
給
量
の
不
足
＝
需
要
の
増
加
に
よ
る
需
給
逼

迫
化
（
在
庫
取
り
崩
し
に
よ
る
供
給
不
足
対
応
）
に
よ
っ
て
令
和

の
米
騒
動
が
勃
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
月
別
民
間
在
庫
量
の
棒
グ
ラ
フ

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
月
別
在
庫
量
が
三
〇

〇
万
ト
ン
を
超
え
る
月
は
Ⅰ
期
ま
で
は
一
二
月
を
中
心
に
し
て
年

間
に
四
か
月
あ
り
、
そ
の
山
が
高
か
っ
た
の
が
、
Ⅱ
期
は
四
か
月

か
ら
一
か
月
、
〇
か
月
と
減
少
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
山
が
ど

ん
ど
ん
低
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
＝
在
庫
量
の
著
し
い
低
下
に
象

徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
図
で
は
在
庫
量
が
一
〇
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〇
万
ト
ン
⑵
を
割
る
よ
う
な
月
＝
谷
の
出
現
と
そ
の
深
さ
に
よ
っ

て
も
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
四
に
、
二
〇
二
五
年
五
月
以
降
の
Ⅲ
期
は
、
一
〇
月
に
月
別

在
庫
が
二
〇
二
三
年
一
月
と
並
ぶ
三
〇
六
万
ト
ン
に
ま
で
急
速
に

積
み
上
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
対
取
引
価
格
は
対
前
年
比

で
五
五
・
六
％
の
上
昇
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
は

異
な
っ
た
需
給
事
情
と
相
対
取
引
価
格
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
動
き
を
予
想
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
先
の
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
二
五
年
一
〇

月
の
基
本
指
針
に
よ
る
Ｒ
七
／
八
年
の
需
給
見
通
し
に
お
い
て
単

年
度
需
給
で
三
七
万
ト
ン
も
の
供
給
超
過
が
示
さ
れ
て
い
る
状
況

の
下
で
は
、
や
は
り
今
後
急
速
な
価
格
低
下
の
事
態
が
控
え
て
い

る
と
み
る
の
が
常
識
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
水
省
が
主
食
用
米
の
需
給
予
測
に
お
い

て
と
く
に
需
要
の
過
小
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
が
供
給
不
足
の
原

因
と
な
り
、
米
騒
動
を
大
き
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
統
計
分
析
に
お
い
て
判
断
ミ

ス
を
し
て
し
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
根
の
深
い
問
題

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑵

現
実
を
見
よ
う
と
し
な
い
農
水
省
の
現
実

一
つ
の
有
力
な
見
方
は
農
水
省
が
審
議
会
な
ど
を
開
催
し
て
も

委
員
の
意
見
な
ど
を
尊
重
し
て
取
り
入
れ
、
方
針
の
修
正
・
変
更

な
ど
に
活
か
す
と
い
う
姿
勢
を
取
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
企
画
部
会
で
大
橋
弘
審
議
会
会
長

は
基
本
計
画
策
定
の
「
今
後
の
議
論
で
は
基
本
計
画
の
目
指
す
べ

き
理
念
や
政
策
目
標
を
示
し
た
上
で
、
必
要
な
施
策
を
紐
づ
け
る

と
い
う
全
体
像
を
示
す
べ
き
だ
・
・
・
重
要
な
施
策
と
し
て
の
気

候
変
動
対
策
は
全
て
の
施
策
に
横
串
を
通
す
べ
き
対
策
だ
」
と
指

摘
し
て
い
た
が
、
実
際
の
審
議
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
つ
ま
み
食
い
に

終
始
し
、
策
定
さ
れ
た
計
画
は
そ
う
し
た
指
摘
を
ほ
と
ん
ど
無
視

す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
⑶
。

そ
し
て
、
令
和
の
米
騒
動
に
翻
弄
さ
れ
て
基
本
指
針
の
決
定
が

で
き
な
い
と
い
う
前
代
未
聞
の
食
糧
部
会
と
な
っ
た
二
〇
二
五
年

七
月
三
〇
日
の
大
橋
部
会
長
・
政
策
審
議
会
会
長
の
発
言
を
長
く

な
る
が
以
下
に
議
事
録
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
粋
し
て
お
こ
う
。
私
の

よ
う
な
外
野
に
い
る
人
間
の
「
放
談
」
と
は
異
な
っ
て
、
そ
の
発

言
は
限
り
な
く
重
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
そ
れ
か
ら
政
策
の
中
身
で
す
が
、
実
は
政
策
の
仕
組
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
政
策
立
案

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
検
証
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
部

会
で
は
実
の
と
こ
ろ
、
基
本
指
針
の
需
要
、
需
給
量
と
か
在
庫
量

と
か
、
そ
の
数
字
が
ど
う
か
と
い
う
話
が
結
局
問
わ
れ
て
い
て
、

行
政
と
し
て
、
我
々
、
だ
け
ど
こ
の
数
字
は
結
局
良
い
と
は
言
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
留
保
付
け
、
条
件
付
き
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で
良
い
と
言
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
御
意
見
を
実
は
頂

い
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
意
見
が
実
は
こ
の

部
会
で
、
そ
の
場
で
い
ろ
い
ろ
返
し
て
は
い
た
だ
き
ま
す
が
、
政

策
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
と
い
う
観
点
で
の
返
答
と
い
う
の
は
多

分
な
か
っ
た
。
あ
る
意
味
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
た
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
政
策
立
案
の
過
程
の
中
で

我
々
の
意
見
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
の
は
、
実
は

余
り
見
た
記
憶
が
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
い
る
中
で
の
部
会
の
位
置
付
け
だ
と
は
思

っ
て
は
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
我
々
の
意
見
が
政
策
に
反

映
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
さ
れ
な
く
て
も
良
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

何
か
し
っ
か
り
年
間
、
あ
る
い
は
四
半
期
の
タ
ー
ム
の
中
で
や
り

取
り
が
で
き
る
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
、
も
う
少
し
議
論
の
積
み
上

げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す

の
で
、
こ
う
し
た
点
で
の
検
証
も
是
非
御
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
な

と
い
う
ふ
う
な
思
い
で
い
ま
す
。」

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、「
聞
く
耳
を
持
た
な
く
な
っ
た
農
水
省
」

と
い
う
批
判
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑶

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
か
ら
の
脱
却
が
最
も
重
要

実
は
主
食
用
米
の
需
要
量
＝
国
内
消
費
仕
向
量
を
過
小
評
価
し

た
と
い
う
上
述
の
農
水
省
の
問
題
点
は
決
し
て
米
だ
け
に
止
ま
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
農
政
の
影
響
が
強
く
及
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
農
政
の
一
大
特
徴
と
は
国
内
農
産
物
市
場
（
国
内
需
要
）
縮
小

論
に
基
づ
く
新
自
由
主
義
的
な
農
政
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
胃
袋
の
縮
小
の
不
可

避
の
結
末
と
し
て
国
内
農
産
物
市
場
の
縮
小
が
前
提
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
国
内
農
業
の
発
展
の
た
め
に
は
縮
小
す
る
国
内
市

場
で
な
く
、
人
口
増
加
と
富
裕
化
が
進
む
ア
ジ
ア
地
域
を
始
め
と

し
た
世
界
市
場
へ
の
農
産
物
輸
出
が
最
重
要
の
課
題
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
の
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
成
立
と
と
も

に
始
ま
っ
た
国
内
食
料
消
費
性
向
の
変
化
を
読
め
ず
に
、
直
前
ま

で
の
傾
向
の
理
解
に
固
執
し
た
つ
け
は
極
め
て
大
き
い
。

図
2
は
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
二
四
年
度
ま
で
の
国
内
消
費
仕
向
量

の
推
移
に
つ
い
て
二
〇
〇
〇
年
度
を
一
〇
〇
と
す
る
指
数
で
示

し
、総
人
口
の
伸
び
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。詳
細
は
省
く
が
、

二
〇
一
二
年
度
を
起
点
と
し
て
総
人
口
の
動
向
と
は
異
な
る
形
で

肉
類
な
ど
の
畜
産
物
、
大
豆
、
小
麦
、
国
内
畜
産
の
発
展
に
と
も

な
う
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
国
内
消
費
が
拡
大
に
転
じ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
米
も
ま
た
二
〇
二
〇
年
以

降
は
従
来
と
は
異
な
る
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
変
化
は
二
〇
〇
八
〜
一
二
年
に
か
け
て
起
き
た
人
口

構
成
の
変
化
＝
戦
後
生
ま
れ
世
代
が
人
口
の
三
／
四
を
占
め
、
戦

前
生
ま
れ
世
代
の
「
米
と
魚
介
類
の
食
生
活
」
か
ら
戦
後
世
代
の
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「
パ
ン
と
畜
産
物
の
食
生
活
」
へ
の
シ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
「
食
料
・
農
業

・
農
村
の
動
向
」
で
も
畜
産
物
生
産
の
増
大
傾
向
が
把
握
さ
れ
図

示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
対
前
年
度
比
で
増
加
の
事
実
に
の
み
着

目
し
た
記
述
に
止
ま
り
、
中
長
期
的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
論
じ
ら

れ
な
い
と
い
う
お
か
し
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
の
思
想
に
囚
わ
れ
て
現
実
の
統
計
が
示

し
て
い
る
実
態
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
今
回
の
米
騒
動
を
通
じ
て
学
ぶ
べ
き
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
農
政
の
呪
縛
か
ら
脱
却
し
て
、
現
実
に
動
い
て
い
る
実
態
に
即

し
た
事
実
を
拾
い
上
げ
て
農
政
に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。

3
�
「
短
期
的
な
対
応
」
を
め
ぐ
っ
て

⑴

鈴
木
憲
和
農
林
水
産
大
臣
の
所
信
表
明

実
は
本
稿
執
筆
締
切
時
点
ま
で
に
財
務
省
・
財
政
制
度
分
科
会

に
よ
る
二
〇
二
六
年
度
予
算
の
建
議
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
一
一
月
七
日
の
準
備
会
合
に
お
け
る
「
農
林
水
産
」
に
関
す

る
検
討
資
料
に
よ
っ
て
、
財
務
省
の
主
張
を
み
て
お
き
た
い
。
こ

こ
で
は
「
1
�
農
業
を
巡
る
状
況
、
2
�

今
般
の
米
価
高
騰
を
踏
ま
え
た
政
策
対

応
、
3
�
令
和
九
年
度
か
ら
の
水
田
政
策

の
見
直
し
」
の
三
部
構
成
で
今
後
の
農
政

の
方
向
性
に
関
す
る
財
務
省
の
視
点
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
2
は
米
価
高
騰
に
よ
る

令
和
の
米
騒
動
へ
の
対
応
が
、
3
は
水
田

政
策
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
一
一
月
一
八
日
に
鈴
木
農
林
水
産
大

臣
が
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
行
っ
た

所
信
表
明
と
ほ
ぼ
同
様
の
建
付
け
に
な
っ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
鈴
木
大
臣
は
「
米
価
高
騰
の
要
因
や

対
応
の
検
証
を
踏
ま
え
て
短
期
の
対
応
策

図2 畜産物等の国内消費仕向量の推移
2000～24年度（2000年度＝100）

（出所）「食料需給表」により作図。
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を
ま
と
め
た
上
で
、
中
長
期
の
対
応
策
（
水
田
政
策
の
見
直
し
―

筆
者
注
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
」⑷
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
方
向
に
沿
っ
て
一
一
月
二
六
日
の
「
短
期
的
な

対
応
に
つ
い
て
」（
以
下
で
は
「
対
応
」
と
略
記
）
が
公
表
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
水
省
の
政
策
検
討
の
方
向
性
は
財

務
省
の
意
向
を
ベ
ー
ス
に
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
⑸
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
財
務
省
の
見
解
（
以
下

で
は
「
建
議
」
と
略
記
）
も
交
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵

「
短
期
的
な
対
応
」
の
概
要

「
対
応
」
は
、
①
生
産
量
に
関
す
る
統
計
調
査
の
精
度
向
上
、

②
需
給
変
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
需
給
見
通
し
の
作
成
、
③
流

通
構
造
の
透
明
性
確
保
の
た
め
の
実
態
把
握
の
強
化
、
④
今
後
の

備
蓄
政
策
、
以
上
を
整
理
し
た
⑤
米
の
安
定
供
給
に
係
る
短
期
的

な
対
応
策
、
か
ら
な
っ
て
い
る
。
①
と
③
は
主
食
用
米
の
生
産
量

・
需
要
量
・
在
庫
量
等
に
関
す
る
正
確
な
統
計
調
査
・
実
態
把
握

を
強
化
し
、
②
の
需
給
見
通
し
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
た
め
の
、

「
技
術
的
な
課
題
」
の
解
決
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
④
は
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
政
策
」
の
検
討
を
提

示
し
、
最
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
建
議
」
は
2
に
お
い
て
は
「
米
価
高
騰
と

こ
れ
ま
で
の
政
府
の
対
応
、
検
証
結
果
」
を
概
観
し
た
上
で
、「
流

通
の
状
況
・
コ
ス
ト
」
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
、
流
通
段
階
で

市
場
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
、
二
〇
二
五
年
産
米
で
流
通
マ
ー
ジ
ン
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
上
で
、
生
産
者
と
実
需
者
が
直
接

結
び
つ
く
商
流
の
開
拓
や
長
期
取
引
契
約
の
意
義
を
強
調
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
備
蓄
運
営
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
流
通
段
階

に
あ
る
民
間
在
庫
の
一
部
を
「
民
間
備
蓄
」
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
輸
入
米
（
一
般
Ｍ
Ａ
・
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
の

運
用
の
あ
り
方
を
「
市
場
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
、
米
の
安

定
的
な
供
給
に
不
安
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
」
に
検
討
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
備
蓄
を
め
ぐ
る
問
題
を
多
方
面
か
ら
検
討

す
る
こ
と
に
す
る
。

⑶

備
蓄
政
策
を
め
ぐ
る
諸
問
題

1

備
蓄
の
定
義
と
備
蓄
米
の
放
出
条
件

「
対
応
」
で
は
ま
ず
、
備
蓄
米
の
定
義
の
再
検
討
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
食
糧
法
で
は
、
①
在
庫
と
し
て
の
備

蓄
米
は
米
穀
の
生
産
量
の
減
少
に
よ
っ
て
供
給
量
が
不
足
す
る
事

態
に
備
え
て
行
う
も
の
と
さ
れ
（
三
条
二
）、
二
〇
二
五
年
一
〇

月
ま
で
の
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
②
大
凶
作
や
不
作
な
ど
に
よ

り
、
民
間
在
庫
が
著
し
く
低
下
す
る
な
ど
の
米
が
不
足
す
る
と
き

に
備
蓄
米
の
放
出
を
行
う
ほ
か
、
③
災
害
等
に
よ
る
緊
急
事
態
に

よ
り
主
食
用
米
供
給
量
の
減
少
が
生
じ
る
場
合
に
備
蓄
米
に
よ
る

����������� 年頭所感 令和の米騒動と水田政策の見直しをどうみるか
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代
替
供
給
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
③
が
適
用
さ
れ
た
の
は
二

〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
二
〇
一
六
年
の
熊
本
地
震
だ
が
、

今
回
の
米
騒
動
へ
の
対
応
と
し
て
、
二
〇
二
六
年
一
月
の
基
本
指

針
改
正
で
、
④
主
食
用
米
の
円
滑
な
る
流
通
に
支
障
が
生
じ
る
場

合
に
、
備
蓄
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
の
買
戻
し
条

件
付
売
渡
し
が
で
き
る
と
さ
れ
、
一
般
競
争
入
札
と
随
意
契
約
に

よ
る
備
蓄
米
の
放
出
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
こ
で
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
、
①
の
「
生
産
量
の

減
少
に
よ
っ
て
供
給
量
が
減
少
す
る
事
態
に
備
え
て
」
と
い
う
規

定
を
改
め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
騒
動
で
は
生
産

量
が
増
え
て
い
た
か
ら
備
蓄
米
放
出
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
農

政
当
局
は
判
断
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
需
要
量
の
急
増
に
よ
っ

て
供
給
量
が
不
足
す
る
と
い
う
想
定
外
の
事
態
が
発
生
し
て
い

た
。
そ
れ
は
妥
当
な
判
断
だ
が
、
②
〜
④
の
多
様
な
事
態
に
対
応

す
る
た
め
に
は
余
り
細
か
な
条
件
を
付
し
て
法
律
的
な
厳
密
さ
を

追
求
す
る
よ
り
も
、「
需
要
に
対
し
て
供
給
が
不
足
す
る
事
態
に

備
え
て
備
蓄
を
行
う
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
規
定
に
し
て
、
②
〜

④
の
状
態
を
も
超
え
る
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
運
用

の
仕
方
に
弾
力
性
を
も
た
せ
た
方
が
不
確
実
性
の
高
ま
る
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
要
請
に
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か
。

2

備
蓄
水
準

現
行
の
適
正
備
蓄
水
準
一
〇
〇
万
ト
ン
は
、
一
〇
年
に
一
度

の
不
作
（
作
況
九
二
）
な
い
し
通
常
の
不
作
（
作
況
九
四
）
が
二

年
連
続
で
お
き
た
場
合
に
需
要
量
を
充
足
す
る
た
め
に
必
要
な
数

量
と
し
て
決
定
さ
れ
、
①
五
年
間
の
、
②
棚
上
げ
備
蓄
方
式
で
、

③
五
年
後
に
飼
料
用
な
ど
に
販
売
す
る
、
④
政
府
管
理
の
方
式
と

の
組
み
合
わ
せ
で
運
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
1
で
提
案
し
た
よ
う
な
「
需
要
に
対
し
て
供
給
が
不

足
す
る
事
態
」
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す
る
か
、
ま
た
、
①
〜
⑤
の

具
体
的
な
運
用
方
式
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す
る
か
に
よ
っ
て
備
蓄

水
準
は
大
き
く
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
1
と
次

の
3
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
中
で
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
財
政
負
担
の
あ
り
方
に
も
配
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
現
実
的

で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
。

3

備
蓄
方
式
（
棚
上
げ
・
回
転
備
蓄
／
民
間
備
蓄
）

「
対
応
」
で
は
「
民
間
備
蓄
に
つ
い
て
、
官
民
の
役
割
分
担
と

運
営
方
法
等
に
つ
き
、
民
間
事
業
者
の
意
見
も
踏
ま
え
た
上
で
、

そ
の
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
」
検
討
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。「
建
議
」
が
「
財
政
負
担
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、

機
動
的
な
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
流
通
段
階
に
あ
る
民
間
在

庫
の
一
部
を
「
民
間
備
蓄
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
含
め
、
効

率
的
な
備
蓄
運
営
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と

述
べ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
方
向

は
筆
者
も
賛
成
だ
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
見
方
が
異
な
る
。

「
建
議
」
は
や
や
踏
み
込
ん
で
、
現
行
の
棚
上
げ
備
蓄
方
式
は

五
年
の
備
蓄
後
に
非
主
食
用
（
飼
料
用
）
に
販
売
す
る
た
め
、
売

年頭所感 令和の米騒動と水田政策の見直しをどうみるか �����������
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買
差
損
や
保
管
経
費

と
し
て
毎
年
四
〇
〇

〜
六
〇
〇
億
円
程
度

の
財
政
負
担
が
発
生

し
て
い
る
と
し
て
、

図
3
を
掲
げ
て
、
民

間
保
管
で
は
保
管
・

運
搬
経
費
等
七
〇
億

円
＋
差
損
三
三
三
億

円
＝
四
〇
三
億
円
が

保
管
経
費
一
六
億
円

に
ま
で
節
約
で
き
る

こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
民
間

備
蓄
と
は
流
通
在
庫

の
一
部
を
備
蓄
用
に

位
置
づ
け
、
回
転
備

蓄
方
式
で
順
次
食
用

米
と
し
て
売
却
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
も
の
と
み

ら
れ
る
。
こ
の
民
間

保
管
（
備
蓄
）
で
は

現
在
の
政
府
米
倉
庫
の
よ
う
な
地
域
的
な
偏
在
が
解
消
さ
れ
る
か

ら
、
恐
ら
く
運
搬
経
費
相
当
の
五
四
億
円
が
削
減
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
機
動
的
な
売
渡
し
が
実
現
で
き
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
の
疑
問
は
、
第
一
に
、
民
間
備
蓄
二
〇
万
ト
ン
以
外
の

国
家
備
蓄
等
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
総
量
と
し
て

ど
れ
だ
け
の
備
蓄
水
準
が
構
想
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
第
二

に
、
そ
の
際
の
国
家
備
蓄
は
民
間
備
蓄
と
同
様
の
回
転
備
蓄
方
式

な
の
か
、
あ
る
い
は
棚
上
げ
備
蓄
や
回
転
備
蓄
の
併
用
と
い
っ
た

こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
備
蓄

期
間
の
設
定
に
密
接
に
関
連
す
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
流
通
在

庫
的
な
回
転
備
蓄
方
式
を
導
入
す
る
の
な
ら
ば
、
消
費
者
を
含
む

実
需
者
全
体
で
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
方
式
⑹
に
よ
る
備
蓄
を
呼

び
か
け
る
べ
き
で
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
を
単
に
国
や
民
間
事
業

者
だ
け
の
問
題
と
は
せ
ず
に
広
く
国
民
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
国
家
備
蓄
レ

ベ
ル
に
棚
上
げ
備
蓄
的
な
要
素
を
も
ち
込
ん
だ
場
合
、
や
は
り
飼

料
用
米
な
ど
と
し
て
の
売
却
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、
そ
う
な
る
と
専
用
種
の
飼
料
用
米
の
振
興
普
及
と
Ｍ
Ａ
米

な
ど
へ
の
対
応
方
法
な
ど
、
飼
料
用
米
政
策
を
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
か
ら
除
外
す
る
と
い
っ
た
政
策
転
換
＝
水
田
政

策
の
見
直
し
に
は
再
考
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

図3 政府保管と民間保管での国費負担の試算

（出所）財政制度分科会報告「資料4 農林水産」2025年11月7日より。
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4

売
渡
し
・
買
戻
し
（
買
入
れ
）
方
法

備
蓄
米
の
買
入
れ
・
売
渡
し
は
市
場
に
お
け
る
価
格
形
成
に
影

響
を
与
え
な
い
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
判
断
す
る
。
そ
の
影
響
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る

と
い
う
の
が
現
実
的
な
政
策
対
応
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
対
応
」
は
今
般
の
備
蓄
米
の
売
渡
し
に
お
け
る
検
証
を
踏
ま

え
、
備
蓄
期
間
・
売
渡
し
の
方
法
・
倉
庫
の
地
域
的
偏
在
等
に
つ

い
て
、
円
滑
な
備
蓄
米
供
給
の
観
点
か
ら
見
直
す
と
し
て
お
り
、

先
に
3
で
述
べ
た
課
題
が
指
摘
で
き
る
。

問
題
と
な
る
の
は
備
蓄
米
の
買
入
れ
で
あ
る
。
事
前
契
約
に
よ

る
二
〇
二
六
年
産
米
の
買
入
れ
は
二
一
万
玄
米
ト
ン
を
予
定
し

て
、
二
〇
二
六
年
一
〜
六
月
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
問
題
は
五
九
万
ト
ン
に
及
ぶ
放
出
備
蓄
米
の
買
戻
し
・
買
入

れ
は
今
後
の
需
給
状
況
を
見
定
め
た
上
で
行
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
と
民
間
在
庫
の
二
〇
二
六
年
六
月
末
の
二
一
五
〜
二
二
九
万

ト
ン
、
二
〇
二
七
年
六
月
末
の
二
一
五
〜
二
四
五
万
ト
ン
の
見
通

し
と
の
関
連
で
あ
る
。
買
戻
し
時
期
と
価
格
水
準
が
ど
う
な
る
か

と
い
う
こ
と
だ
。
一
般
競
争
入
札
米
は
当
時
の
市
場
価
格
水
準
を

前
提
に
農
水
省
が
販
売
し
た
の
で
集
荷
業
者
（
全
農
）
は
高
価
格

で
購
入
し
た
。
こ
れ
と
同
量
の
主
食
用
米
を
農
水
省
が
買
い
取
る

際
の
価
格
水
準
は
い
く
ら
か
。
落
札
し
た
全
農
は
そ
の
販
売
で
損

は
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
農
水
省
の
買
い
取
り
用
に
全
農
が

調
達
し
た
価
格
水
準
を
下
回
ら
な
け
れ
ば
損
は
し
な
い
。
し
か

し
、
来
年
以
降
米
価
が
暴
落
し
た
中
で
、
高
価
格
で
調
達
し
た
二

五
年
産
米
を
抱
え
得
込
ん
だ
全
農
が
安
い
価
格
で
の
買
戻
し
対
応

を
迫
ら
れ
る
と
、高
額
の
損
金
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。一
体
、

農
水
省
と
全
農
が
痛
み
分
け
で
き
る
価
格
水
準
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
。
二
五
年
産
米
の
価
格
が
暴
落
し
た
場
合
、
農
水
省
は

そ
の
価
格
で
買
い
戻
す
と
安
い
価
格
で
の
備
蓄
米
の
調
達
が
で
き

る
か
ら
利
益
を
得
る
が
、
全
農
側
は
大
損
す
る
。
し
か
し
、
買
戻

し
に
よ
っ
て
需
給
が
引
き
締
ま
る
と
価
格
が
好
転
（
上
昇
）
す
る

の
で
、
適
切
な
量
の
買
戻
し
は
需
給
均
衡
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
、
全
農
側
の
損
金
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
簡
単
な
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
難
問
と
な
っ

て
農
政
の
行
方
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

5

輸
入
米
（
一
般
Ｍ
Ａ
・
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
の
運
用

「
対
応
」
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
輸
入
米
の
運
用
に
つ

い
て
、「
建
議
」
は
「
市
場
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
、
米
の

安
定
的
な
供
給
に
不
安
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
輸
入
米

の
運
用
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
一
歩
踏
み
込
ん
だ
提
言
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
食
糧

供
給
困
難
事
態
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」（
本
年

四
月
閣
議
決
定
）
で
は
、
米
の
供
給
が
二
割
以
上
減
少
す
る
事
態

に
も
政
府
備
蓄
や
民
間
在
庫
で
対
応
可
能
だ
が
、
こ
れ
ら
の
対
応

に
よ
っ
て
も
な
お
、「
国
民
が
最
低
限
度
必
要
と
す
る
食
料
が
確
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保
さ
れ
ず
、
又
は
確
保
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
に
至
っ
た

場
合
に
は
Ｍ
Ａ
米
を
活
用
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
輸
入
米
に
お
け
る
中
粒
種
の
増
加
は
ア
メ
リ
カ
の
意
向

に
沿
っ
た「
輸
入
七
五
％
増
加
」へ
の
対
応
を
意
味
し
て
い
る
が
、

Ｓ
Ｂ
Ｓ
以
外
に
つ
い
て
も
輸
入
米
を
積
極
的
に
食
用
米
に
回
す
よ

う
な
「
運
用
の
あ
り
方
」
の
検
討
を
要
請
し
て
い
る
点
に
十
分
な

注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑷

水
田
政
策
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
「
短
期
的
な
対
応
」
は
「
中
長
期
的

な
水
田
政
策
の
見
直
し
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
項
が
満
載

さ
れ
て
お
り
、
通
常
国
会
で
の
食
糧
法
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
に
お

い
て
熟
議
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
注
）

⑴

「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
・
農
政
の
現
状
と
課
題
を
語
る
」『
日
本

農
民
新
聞
』
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
日
号
、
二
〜
三
面
。

⑵

基
本
指
針
の
「
参
考
統
計
表
」
に
は
六
月
末
の
民
間
在
庫
が
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
適
正
在
庫
水
準
一
八
〇
〜
二
〇
〇
万
ト
ン
を
下
回
っ
た
の

は
二
〇
二
四
年
の
一
五
三
万
ト
ン
と
二
〇
二
五
年
の
一
五
五
万
ト
ン
で
あ

る
が
、
図
1
で
は
二
か
月
ほ
ど
遅
れ
た
八
月
の
一
〇
〇
万
ト
ン
を
下
回
る

水
準
が
該
当
し
て
い
る
。

⑶

筆
者
は
「
総
論

基
本
法
見
直
し
は
転
換
期
の
歴
史
的
課
題
に
向
き
合

っ
て
い
る
か
」『
日
本
農
業
年
報

六
九
』
筑
波
書
房
、
二
〇
二
四
年
に
お

い
て
、
大
橋
会
長
と
ほ
ぼ
同
様
の
視
点
か
ら
基
本
法
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
お
い
た
。

⑷

「
日
本
農
業
新
聞
」
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
九
日
号
三
面
。

⑸

こ
う
し
た
財
務
省
に
よ
る
農
政
誘
導
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
二
〇
二
五

年
一
月
号
の
本
誌
「
年
頭
所
感

財
政
審
予
算
建
議
は
農
政
を
ど
こ
に
誘

導
し
よ
う
と
い
う
の
か
」四
〜
一
四
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
検
討
し
て
お
い
た
。

⑹

米
を
含
む
食
料
を
使
用
し
た
分
だ
け
常
に
買
い
足
し
、
一
定
量
を
備
蓄

し
て
お
く
方
式
。
災
害
対
応
と
し
て
も
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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「
令
和
の
米
騒
動
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
政
策
お
よ
び
水
田
政
策
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
い
や
が
う
え
で
も
そ
の
見
直
し
を
迫
る

も
の
と
な
っ
た
。
円
安
に
よ
る
国
内
物
価
の
全
般
的
な
上
昇
が
進
む
一
方
で
賃
金
引
き
上
げ
が
遅
れ
て
い
る
状
況
―
日
本
経
済
の
安
定
的

な
成
長
の
た
め
の
物
価
お
よ
び
賃
金
水
準
の
根
本
的
な
刷
新
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
―
下
で
の
政
策
転
換
は
大
変
困
難
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
う
し
た
マ
ク
ロ
経
済
の
問
題
に
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
示
し
た
二
〇
二
七

年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
転
換
を
射
程
に
入
れ
、
特
集
「
令
和
の
米
騒
動
と
水
田
政
策
の
転
換
」
を
企
画
し
た
。

「
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
制
度
に
よ
る
コ
メ
輸
入
の
検
証
―
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
を
中
心
に
―
」（
西
川
邦
夫
）
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
も

入
札
に
お
け
る
透
明
性
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
、
特
に
売
買
同
時
入
札
の
入
札
結
果

の
分
析
を
行
う
。
主
食
用
米
輸
入
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
金
額
が
一
㎏
当
た
り
六
一

円
と
い
う
水
準
が
長
期
間
続
く
と
い
う
不
自
然
さ
を
数
字
と
し
て
示
し
た
点
、
Ｍ
Ａ
米
は
国
内
需
給
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
が
需
給
の
調
整
弁
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
今
後
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
制
度
の
検
討

に
と
っ
て
重
要
な
論
点
と
な
る
よ
う
に
思
う
。

米
価
格
の
高
騰
は
人
々
の
生
活
を
直
撃
し
た
。
そ
の
影
響
を
、
過
去
二
回
の
米
価
高
騰
の
状
況
と
今
回
の
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
に
よ

っ
て
生
じ
て
い
る
事
態
と
の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
の
が
「
物
価
上
昇
と
食
生
活
の
「
低
度
化
」
―
穀
類
依
存
の
進
行
と
米
消
費

の
位
置
―
」（
友
田
滋
夫
）
で
あ
る
。
家
計
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
米
価
高
騰
局
面
で
は
「
米
類
」
以
外
の
「
穀
類
」
の

価
格
変
動
は
み
ら
れ
ず
、
米
以
外
の
主
食
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
「
穀
類
」
の
価
格
が
全
般
的
に
上
昇
し
て

い
る
た
め
米
か
ら
パ
ン
へ
の
代
替
は
生
じ
に
く
く
、「
肉
を
減
ら
し
て
穀
類
へ
」
と
い
う
「
食
生
活
の
低
度
化
」
が
生
じ
て
い
る
と
主
張

特
集

令
和
の
米
騒
動
と
水
田
政
策
の
転
換

安
藤
光
義
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す
る
。「
令
和
の
米
騒
動
」
は
米
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
食
料
品
全
般
と
関
連
す
る
問
題
で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
水
準
の
低
下
と
い

う
視
点
か
ら
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

生
産
調
整
を
続
け
た
場
合
と
廃
止
し
た
場
合
の
比
較
検
討
を
行
い
、
今
後
の
政
策
検
討
の
た
め
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
の
が
「
米
不

足
下
に
お
け
る
水
田
作
付
変
動
と
生
産
調
整
の
行
方
」（
秋
山
満
）
で
あ
る
。「
令
和
の
米
騒
動
」
後
の
主
食
用
米
復
帰
過
程
に
お
い
て
、

家
庭
用
需
要
割
合
の
高
い
地
域
と
業
務
用
需
要
割
合
の
高
い
地
域
と
の
間
で
違
い
が
あ
る
こ
と
、
生
産
調
整
の
廃
止
は
山
間
地
域
を
耕
境

に
押
し
出
し
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
、
生
産
調
整
を
継
続
し
た
場
合
も
廃
止
し
た
場
合
も
米
価
水
準
は
低
下
し
、
規
模

拡
大
な
し
に
生
き
残
り
は
図
れ
な
い
一
方
、
六
〇
㎏
当
た
り
九
千
円
が
規
模
の
経
済
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
限
界
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
水
田
政
策
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
者
保
護
的
な
安
定
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
水
田
政
策
の
転
換
は
可
能
か
―
稲
作
経
営
と
水
田
活
用
の
動
向
―
」（
神
山
安
雄
）
は
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
廃
止
が
予
定
さ

れ
て
い
る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
水
田
政
策
転
換
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
中
小
規
模
の
稲
作
経
営
が
離
農
な
ど
で
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
離
農
跡
地
等
の
水
田
利
用
を
大
規
模
稲
作
経
営
が
引
き
受
け
切
れ

て
い
な
い
こ
と
、
飼
料
用
米
は
一
般
種
で
あ
れ
ば
主
食
用
に
転
用
で
き
、
土
地
利
用
と
い
う
広
い
意
味
で
の
「
備
蓄
」
を
実
現
し
て
い
る

こ
と
（「
土
地
利
用
の
備
蓄
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
提
案
）
な
ど
注
目
す
べ
き
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
二
点
を
記
し
て
お
く
。
一
点
目
は
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。
政
策
が
育
成
目
標
と
し

て
い
る
担
い
手
、
特
に
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回
る
大
規
模
水
田
作
経
営
の
作
付
面
積
の
半
分
近
く
は
転
作
作
物
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
は
経

営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
彼
ら
が
登
っ
た
梯
子
を
本
気
で
外
す
気
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
農
林
水

産
省
が
推
進
し
て
き
た
構
造
政
策
の
自
己
否
定
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
は
主
食
用
米
を
作
付
け
ら
れ
な
い

水
田
を
維
持
し
、
転
作
を
担
う
大
規
模
水
田
作
経
営
を
支
え
る
直
接
支
払
い
と
し
て
の
役
割
を
実
質
的
に
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

二
点
目
は
米
価
高
騰
の
下
で
進
む
輸
入
米
の
増
加
に
つ
い
て
で
あ
る
。
国
産
米
の
価
格
が
高
止
ま
り
を
続
け
て
い
る
下
で
米
輸
入
は
増

加
し
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
一
〇
万
ト
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
㎏
当
た
り
三
四
一
円
の
関
税
を
支
払
う
民
間
輸
入
も
九
万
ト
ン
を
超
え
た
（
日
本

農
業
新
聞
一
一
月
二
八
日
付
）。
こ
の
ま
ま
だ
と
一
定
割
合
は
輸
入
米
に
置
き
換
わ
り
、
関
税
収
入
を
水
田
政
策
の
原
資
と
す
る
よ
う
な

政
策
転
換
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
産
米
は
高
所
得
者
と
輸
出
向
け
、
輸
入
米
は
低
所
得
者
向
け
と
い
う
構
造
が
定
着

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
杞
憂
で
終
わ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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1
�
は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
夏
の
端
境
期
に
端
を
発
し
た
コ
メ
不
足
と
米
価
の

高
騰
、
い
わ
ゆ
る
令
和
の
コ
メ
騒
動
は
、
国
産
米
に
代
わ
る
選
択

肢
と
し
て
輸
入
米
へ
の
注
目
を
高
め
て
い
る
。
国
家
貿
易
で
あ
る

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
（
以
下
、「
Ｍ
Ａ
」）
制
度
の
輸
入
枠
を
超

え
て
、
㎏
当
た
り
三
四
一
円
の
枠
外
関
税
が
賦
課
さ
れ
て
も
な

お
、
コ
メ
の
民
間
輸
入
を
可
能
と
し
て
い
る
。
日
本
農
業
新
聞
の

報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
二
五
年
度
上
半
期
の
民
間
輸
入
量
は
八
万

六
、
五
二
三
ト
ン
に
達
し
、
前
年
同
期
比
二
〇
八
倍
と
な
っ
た
⑴
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
課
し
た
各
種
関
税
措
置
に

対
す
る
交
渉
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
日
本
の
コ
メ
の
輸

入
制
度
の
改
善
が
要
求
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
登
場
は
偶
然

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
あ
る
が
、
結
果
的
に
複
雑
な
日
本
の
輸
入
制

度
に
対
す
る
、
国
民
の
注
目
を
高
め
た
と
い
え
る
。

輸
入
制
限
は
生
産
調
整
と
並
ん
で
、
日
本
の
コ
メ
政
策
を
支
え

る
柱
で
あ
る
。
海
外
か
ら
安
い
コ
メ
の
輸
入
を
防
ぐ
一
方
で
、
国

内
で
は
主
食
用
米
の
供
給
を
制
限
し
て
米
価
を
維
持
し
て
き
た
。

令
和
の
コ
メ
騒
動
は
そ
の
両
者
に
見
直
し
を
迫
っ
て
い
る
。
両
者

に
対
す
る
共
通
し
た
批
判
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
政
策

決
定
過
程
に
お
け
る
「
透
明
性
」
の
欠
如
で
あ
る
。
生
産
調
整
に

つ
い
て
は
、
政
府
の
需
給
見
通
し
に
も
と
づ
い
て
主
食
用
米
か
ら

の
作
付
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
「
生

産
調
整
は
行
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
⑵
。

Ｍ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
様
に
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
入

札
に
お
け
る
透
明
性
の
欠
如
を
指
摘
さ
れ
続
け
て
い
る
。

近
年
、
政
策
の
立
案
、
決
定
、
実
施
に
か
け
て
、「
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
政
策
形
成
（Evidenced-B

ased
Policy

M
aking

；

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
制
度
に
よ
る
コ
メ
輸
入
の
検
証

―
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
を
中
心
に
―

西
川
邦
夫
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Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
「
エ
ビ

デ
ン
ス
」
と
は
、「
政
策
の
因
果
効
果
を
表
す
実
証
的
根
拠
」
と

定
義
さ
れ
て
お
り
、
政
策
は
効
果
と
の
因
果
関
係
、
少
な
く
と
も

相
関
関
係
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
根
拠
が
無
い
政
策
は
、
政
策
担
当
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
個
人

的
体
験
に
依
拠
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
�episode-based

policy
m
aking

�
と
な
っ
て
し
ま
う
（
大
竹
他
（
二
〇
二
二
）、
ｐ
�
三

―
七
）。
コ
メ
政
策
が
内
外
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、
検

証
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｍ
Ａ
制
度
の
運
用
を
検
証
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
コ
メ
政
策
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て

き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
Ｍ
Ａ
米
の
中
で
も
売

買
同
時
（Sim

ultaneous-buy-sell

；
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
入
札
の
結
果
を

分
析
す
る
。
ま
た
、
実
際
に
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
参
加
し
て
い
る
卸
売

業
者
の
事
例
も
紹
介
し
た
い
。
結
論
を
予
め
述
べ
る
と
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ

入
札
で
は
概
ね
需
給
に
応
じ
た
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
入
札

制
度
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
3
。

2
�
ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
の
経
過

⑴

ア
メ
リ
カ
通
商
代
表
部
に
よ
る
批
判

ア
メ
リ
カ
通
商
代
表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は
毎
年
、
各
国
の
貿
易

障
壁
に
つ
い
て
調
査
・
公
表
を
し
て
い
る
。
二
〇
二
五
年
三
月
三

一
日
に
公
表
さ
れ
た
『
二
〇
二
五
年
外
国
貿
易
障
壁
に
関
す
る
国

家
報
告
書
（N

ationalT
rade

Estim
ate
R
eport

on
Foreign

T
rade

B
arriers

）』
で
は
、
日
本
の
コ
メ
の
輸
入
制
度
に
つ
い

て
も
貿
易
障
壁
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

コ
メ
の
輸
入
制
度
は
、
関
税
と
非
関
税
障
壁
に
分
け
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。
関
税
に
つ
い
て
は
、
輸
入
農
産
物
に
課
さ
れ
て
い
る

高
い
関
税
の
一
つ
と
し
て
コ
メ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
（
ｐ
�

二
二
九
）⑷
、
批
判
の
ト
ー
ン
は
穏
や
か
で
あ
る
。
一
方
で
非
関

税
障
壁
に
対
し
て
は
、「
コ
メ
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
る
、
日
本

の
高
度
に
規
制
さ
れ
た
か
つ
不
透
明
な
輸
入
・
流
通
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
業
者
は
日
本
の
消
費
者
へ
の
意
味
の
あ

る
ア
ク
セ
ス
を
制
限
さ
れ
て
い
る
（Japan’s

highly
regulated

and
nontransparent

system
of
im
portation

and
distribu-

tion
for
rice

lim
its
the

ability
of
U
.S.

exporters
to

have
m
eaningfulaccess

to
Japan’s

consum
ers

）」
と
、
強

い
調
子
で
批
判
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
不
透
明
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
Ｍ
Ａ
制
度
の
入

札
制
度
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
農
産
局
貿
易
業
務
課
が
行
っ
て
い

る
入
札
は
、
一
般
入
札
と
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
よ
る
と
、
一
般
入
札
で
輸
入
さ
れ
た
コ
メ
は
、

専
ら
工
業
用
や
飼
料
用
、
援
助
用
と
い
っ
た
非
主
食
用
に
向
け
ら

れ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
非
市
場
的

（non-m
arket-based

）
な
手
法
で
課
し
て
い
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
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（
売
買
差
益
）⑸
に
よ
り
、
落
札
残
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

非
市
場
的
な
手
法
の
例
証
と
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
挙
げ
て
い
る
の

は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
は
、
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
の
金
額
は
㎏
当
た
り
六
一
円
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
二
〇
二
四
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
入
札
で
は
輸
入
に
対
す
る

需
要
の
強
さ
を
反
映
し
て
、
上
限
の
二
九
二
円
ま
で
急
騰
し
た

が
、
そ
れ
以
前
の
六
一
円
へ
の
張
り
付
き
は
不
自
然
に
見
え
る
。

日
本
政
府
は
需
給
と
国
際
価
格
に
基
づ
い
て
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
水

準
が
決
ま
る
と
し
て
い
る
が
、
上
記
の
動
向
は
そ
の
よ
う
な
理
由

で
は
説
明
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
（
ｐ
�
二
三
〇
）。

⑵

ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
と
Ｍ
Ａ
制
度

二
〇
二
五
年
四
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
関
税
を
め

ぐ
る
閣
僚
交
渉
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
の
報
告
書
を
も
と
に
、
日
本
に

対
し
て
コ
メ
の
市
場
開
放
が
要
求
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
⑹

。
そ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
て
、

Ｍ
Ａ
制
度
の
改
善
、
特
に
一
般
入
札
米
の
主
食
用
販
売
と
、
Ｓ
Ｂ

Ｓ
入
札
に
お
け
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
透
明
化
を
求
め
た
こ
と
に
な

る
。
前
者
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
が
Ｍ
Ａ
米
を
主
食
用
に

流
通
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
一
九
九
五
年
四
月
か
ら
二
〇
二
四
年
一
〇
月
ま
で
の
輸
入
量

合
計
二
、
一
一
六
万
ト
ン
の
う
ち
、
主
食
用
に
販
売
さ
れ
た
の
は

一
七
二
万
ト
ン
（
八
・
一
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
主
食
用
米
の
ほ
と

ん
ど
が
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
⑺
、
一
般
入
札
米
は
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
専
ら
加

工
用
、
飼
料
用
、
援
助
用
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
日

本
政
府
は
Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
開
始
に
当
た
っ
て
、
国
産
米
需
給
に
極

力
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
、
生
産
調
整
の
強
化
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
て
い
る
（
農
林
水
産
省
（
二
〇
〇
九
）、
ｐ
�
一
七
、
二

〇
）。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
水
準
に
つ
い
て

は
、
本
稿
の
後
段
で
検
証
し
た
い
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
関
税
交
渉
の
過
程
で
、
日
本
国
内
に
お
け
る

米
価
高
騰
も
睨
み
な
が
ら
、
巧
み
に
Ｍ
Ａ
制
度
の
イ
シ
ュ
ー
化
を

図
っ
た
。
日
米
交
渉
が
難
航
し
て
い
た
七
月
一
日
に
、
Ｄ
・
Ｊ
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（SocialN

etw
ork
Service

）
の

T
ruth

Social

に
、「
日
本
は
我
々
の
コ
メ
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な

い
。
深
刻
な
コ
メ
不
足
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
（T

hey
w
on’t

take
our

R
IC
E,
and

yet
they

have
a
m
assive

rice
shortage

）」
と
投
稿
し
た
⑻
。
ま
た
、
着
任
し
た
ば
か
り
だ

っ
た
Ｊ
・
Ｅ
・
グ
ラ
ス
駐
日
大
使
は
、
五
月
一
三
日
に
東
京
の
ア

メ
リ
カ
大
使
館
で
記
者
会
見
を
開
き
、
日
本
の
大
手
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
イ
オ
ン
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
以

下
、「
加
州
」）
産
カ
ル
ロ
ー
ズ
を
一
〇
〇
％
使
用
し
た
、「
か
ろ

や
か
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
販
売
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
そ
こ

で
グ
ラ
ス
は
、「
高
品
質
か
つ
手
頃
な
選
択
肢
に
よ
り
日
々
の
食

料
支
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
が
歓
迎
す
る
こ
と
を
確
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信
し
て
い
る
（I

have
no
doubt

that
the

Japanese
consum

ers
w
ill
w
elcom

e
another

choice
of
great-value

rice
that

can
help

them
m
anage

their
w
eekly

grocery
costs

）」
と
述
べ
た
⑼
。
大
統
領
も
含
め
た
政
権
の
要
人
に
よ
る

発
言
は
、
関
税
交
渉
で
強
硬
な
態
度
を
維
持
し
て
い
た
日
本
政
府

に
対
す
る
牽
制
で
あ
る
と
と
も
に
、
米
価
高
騰
に
不
満
を
持
つ
日

本
の
消
費
者
に
働
き
か
け
、
日
本
国
内
か
ら
コ
メ
輸
入
拡
大
の
機

運
醸
成
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

加
州
産
米
の
売
れ
行
き
は
当
初
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、
政
府
備

蓄
米
の
放
出
が
本
格
化
す
る
と
低
調
に
な
っ
た
。
日
本
農
業
新
聞

が
東
京
都
内
の
ス
ー
パ
ー
で
行
っ
た
店
頭
調
査
の
結
果
が
、
政
府

備
蓄
米
の
流
通
が
本
格
化
す
る
前
の
四
月
一
四
日
付
と
、
後
の
七

月
一
七
日
付
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
四
月
一
四
日
の
段
階
で
は
、

出
回
り
始
め
た
一
般
入
札
に
よ
る
政
府
備
蓄
米
と
加
州
産
米
が
競

合
し
て
い
た
が
、
一
段
価
格
が
安
い
随
意
契
約
分
が
出
回
っ
た
七

月
一
七
日
の
段
階
で
は
、
加
州
産
米
の
売
れ
行
き
は
低
迷
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
⑽
。
日
本
国
内
で
コ
メ
の
輸
入

拡
大
を
求
め
る
世
論
は
、
い
っ
た
ん
は
沈
静
化
す
る
こ
と
に
な

り
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
の
結
果
で
も
そ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ

た
。
日
本
は
Ｍ
Ａ
制
度
の
枠
内
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
コ
メ
の
輸

入
を
七
五
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
⑾
。
合
意
内
容
の
詳
細

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｍ
Ａ
の
枠
自
体
の
増
加
や
、

関
税
率
の
引
き
下
げ
等
の
事
態
は
避
け
ら
れ
た
模
様
で
あ
る
⑿
。

何
か
と
批
判
の
多
い
随
意
契
約
に
よ
る
政
府
備
蓄
米
の
放
出
で
あ

っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
の
佳
境
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
輸
入
拡
大
要
求
を
か
わ
す
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

3
�
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
の
分
析

⑴

Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
と
国
内
主
食
用
米
需
給

ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
の
焦
点
に
な
る
と
思
わ
れ
た
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な
運
用
の
変
更
は
見
ら
れ
て

い
な
い
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
と
は
、
輸
入
業
者
（sell

）
と
買
受
業
者

（buy

）
が
ペ
ア
で
国
の
入
札
に
参
加
し
、
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
大

き
い
も
の
か
ら
落
札
し
て
い
く
入
札
方
式
の
こ
と
を
指
す
。
Ｓ
Ｂ

Ｓ
入
札
で
は
実
質
的
に
輸
入
業
者
と
買
受
業
者
の
直
接
取
引
が
可

能
に
な
る
が
、
形
式
上
は
政
府
が
両
者
の
間
に
入
り
、
三
者
間
で

売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
⒀
。
政
府
が
輸
入
業
者
か

ら
買
い
入
れ
る
価
格
と
、
政
府
が
買
受
業
者
に
売
り
渡
す
価
格
の

差
額
が
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
価
格
の
代
わ

り
に
、
入
札
に
お
い
て
需
給
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
基
づ
き
国
毎
の
割
当
を
設

定
し
て
い
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
と
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
）
に
基
づ
き

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
割
当
を
設
定
し
て
い
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
が

あ
る
。
第
一
図
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
推
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移
を
、
枠
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

枠
・
一
般
米
を
中
心
に
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
に
変
動
が
あ
っ
た
が
、
二

〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
五
〇
円
前
後
に
と
ど
ま
り
、
変
動
が
乏
し

く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、
二
〇
一
八
年
九
月
か
ら
二
〇

二
四
年
三
月
に
か
け
て
は
六
一
円
ぴ
っ
た
り
に
張
り
付
き
、
全
く

動
き
が
無
く
な
っ
た
。
変
動
が
乏
し
い
の
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
・
破
砕

米
、Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
も
同
様
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〜
五
〇
円
、

五
〇
〜
六
〇
円
を
推
移
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
説
明
す
る
た
め
に
、
第
2
図
で
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
枠
・
一
般
米
を
取
り
出
し
て
、
国
際
価
格
を
示
す
指
標
と
し
て

買
入
価
格
を
、
国
内
の
需
給
を
示
す
指
標
と
し
て
主
食
用
米
の
相

対
取
引
価
格
の
推
移
を
示
し
た
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
加
え
た
後
の

売
渡
価
格
、
契
約
予
定
数
量
に
対
す
る
落
札
数
量
の
割
合
を
示
す

成
約
率
も
合
わ
せ
て
示
し
て
い
る
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
変
動
が
無

く
な
っ
た
二
〇
一
八
年
以
降
、
売
渡
価
格
が
相
対
取
引
価
格
を
恒

常
的
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
両
者
は
異
な
っ
た

流
通
段
階
の
価
格
を
示
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
厳
密
に
比
較

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
参
照
点
の
一
つ
に
は
な
り
得
る
。
ま

た
、
こ
の
期
間
は
成
約
率
も
三
〇
％
を
下
回
る
低
位
な
状
況
が
続

い
た
。
先
述
の
よ
う
に
Ｍ
Ａ
米
は
国
内
需
給
に
は
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
が
需
給
の
調

整
弁
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
西
川

（
二
〇
二
三
））。
国
内
の
主
食
用
米
の
需
給
が
安
定
的
に
推
移
す

第1図 SBS入札枠別のマークアップの推移

資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果概要」より作成。
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る
中
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
に
対
す
る
需
要
が
低
迷
し
て
い
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
〇
二
一
年
以
降
は
相
対
取
引
価
格
が
低
下
し
、
売
渡
価
格
の

方
が
上
回
る
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
へ
の
需
要

は
ま
す
ま
す
低
迷
し
、
成
約
率
は
一
〇
％
を
切
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
、
二
〇
二
四
年
以
降
は
相
対
取
引
価
格
の

上
昇
に
よ
り
成
約
率
も
上
昇
し
始
め
た
。
二
〇
二
四
年
産
の
取
引

が
始
ま
っ
た
九
月
以
降
は
、
相
対
取
引
価
格
の
上
昇
に
引
っ
張
ら

れ
て
売
渡
価
格
も
上
昇
し
、
一
一
月
に
は
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
上
限

の
二
九
二
円
に
達
し
た
。
成
約
率
も
一
〇
〇
％
が
続
い
て
い
る
。

以
上
の
動
向
か
ら
も
、
基
本
的
に
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
入
札
の
結
果
は
、

国
内
主
食
用
米
市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑵

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
固
定
の
謎

た
だ
し
、
説
明
が
難
し
い
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
入
札
で
は
複

数
の
産
地
・
品
種
で
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
が
問
題

し
て
い
る
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
は
、
全
て
の

産
地
・
品
種
で
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
六
一
円
に
張
り
付
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
第
1
表
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
（
二
〇
二
三
年
度
第
八

回
）
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
・
一
般
米
入
札
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
全
て
の
産
地
・
品
種
で
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
六
一
円
／
㎏
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
多
様
な
業
者
が
参
加
す
る
入
札

に
お
い
て
、
全
て
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
一
定
の
水
準
に
収
斂
し
て

第2図 WTO枠・一般米に関する各種指標の推移

資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果概要」「米の相対取引価格・数量」より作成。
注：1）成約率とは、契約予定数量に対する落札数量の割合を指す。2009年9月以前の契約予定数量は公表され

ていない。
2）買入価格と売渡価格は税抜価格。相対取引価格は税込価格。
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変
化
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
難
い
状
況
で
あ

る
。な

お
、
二
〇
二
四
年
三
月
の
入
札
に
お
い
て
は
申
込
件
数
六
九

件
（
一
三
、
一
五
五
ト
ン
）
に
対
し
て
、
落
札
件
数
は
六
七
件
（
一

二
、
九
一
五
ト
ン
）
で
あ
っ
た
。
落
札
率
は
九
七
・
一
％
（
九
八

・
二
％
）
に
達
す
る
。
成
約
率
は
二
九
・
八
％
で
あ
っ
た
の
で
、

入
札
全
体
の
結
果
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い
が
、
申
し
込
み
を

行
っ
た
業
者
は
ほ
ぼ
必
ず
落
札
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
マ

ー
ク
ア
ッ
プ
を
六
一
円
と
し
て
入
札
を
す
れ
ば
落
札
が
で
き
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
な
ぜ
六
一
円
と
い
う
水

準
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
農
林
水
産
省
が
買
入
・
売
渡
価

格
を
審
査
し
、
実
質
的
に
最
低
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
決
め
て
い
る
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。
最
低
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
に
達
し
な
い
場
合
は
、

Ｓ
Ｂ
Ｓ
以
外
の
Ｍ
Ａ
米
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
な
る
。

令
和
の
コ
メ
騒
動
以
降
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
・
一
般
米
の
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
は
二
九
二
円
に
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠

・
一
般
米
は
五
一
円
に
張
り
付
い
て
い
る
こ
と
も
説
明
が
困
難
で

あ
る
⒁
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
入
札
に
お
い
て
、
価
格
の
代
わ
り
に

需
給
調
整
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
あ
く
ま
で
外

部
の
国
産
主
食
用
米
市
場
の
需
給
に
規
定
さ
れ
た
取
引
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。

第1表 2024年3月（2023年度第8回）におけるWTO枠・一般米入札結果の概要

資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果概要」より作成。
注：買入価格と売渡価格は税抜価格。

単位：トン、円／トン、円／ｋｇ

産地国 種類 落札数量 買入価格 売渡価格 マークアップ マークアップ
（㎏当たり）

アメリカ
うるち精米中粒種 9，502 139，535 200，535 61，000 61．0

もち精米短粒種 120 235，000 296，000 61，000 61．0

インド うるち精米長粒種 605 246，628 307，628 61，000 61．0

タイ うるち精米長粒種 1，091 159，900 220，900 61，000 61．0

パキスタン うるち精米長粒種 297 249，682 310，683 61，001 61．0

ベトナム うるち精米短粒種 820 132，397 193，398 61，001 61．0

台湾 うるち精米短粒種 120 169，000 230，000 61，000 61．0

中国 うるち精米短粒種 360 138，000 199，000 61，000 61．0

ミニマム・アクセス制度によるコメ輸入の検証―SBS入札を中心に― ������
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4
�
卸
売
業
者
Ａ
社
に
よ
る
輸
入
米
の
取
り
扱
い

⑴

Ａ
社
の
概
要

Ａ
社
は
福
岡
県
に
所
在
す
る
コ
メ
の
卸
売
業
者
で
あ
る
。
一
九

七
六
年
に
現
会
長
の
Ｂ
氏
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
た
。
Ａ
社
は
特
定

米
穀
の
集
荷
・
精
米
・
販
売
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
。
特
定
米
穀

と
は
、
農
林
水
産
省
の
説
明
に
よ
る
と
、「
水
稲
収
穫
量
調
査
で

使
用
す
る
ふ
る
い
目
一
・
七
㎜
と
農
家
が
出
荷
の
際
に
使
用
す
る

一
・
七
五
〜
一
・
九
㎜
の
間
の
「
ふ
る
い
下
米
」
と
、
一
・
七
㎜

未
満
の
小
さ
な
粒
の
米
の
総
称
」
と
さ
れ
る
⒂
。
Ａ
社
は
特
定
米

穀
を
、
九
州
を
中
心
に
集
荷
し
、
焼
酎
や
せ
ん
べ
い
等
向
け
に
販

売
し
て
い
た
。
一
九
八
七
年
頃
に
は
、
特
定
米
穀
の
取
扱
量
は
一

〇
、
〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
た
。
一
九
八
八
年
に
食
管
法
下
で
小
売

業
許
可
を
福
岡
県
知
事
か
ら
取
得
し
、
主
食
用
米
の
取
り
扱
い
も

開
始
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
食
糧
法
下
で
米
穀
卸
売
業
の
登
録

を
行
っ
た
。
二
〇
二
二
年
に
は
食
品
流
通
業
Ｃ
社
の
一
〇
〇
％
子

会
社
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
〇
二
五
年
現
在
、
従
業
員
数
は
二
四
名
、
会
社
敷
地
に
精
米

工
場
一
棟
、
低
温
倉
庫
三
棟
、
常
温
倉
庫
一
棟
を
備
え
る
。
二
〇

二
四
年
度
の
売
上
高
は
二
二
・
九
億
円
、
取
扱
量
は
委
託
加
工
を

含
め
て
一
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
余
り
で
あ
る
。
取
り
扱
っ
て
い
る
コ

メ
の
用
途
の
構
成
比
は
、
二
〇
二
一
年
度
で
特
定
米
穀
四
二
・
五

％
、
主
食
用
米
三
〇
・
八
％
、
委
託
加
工
一
五
・
八
％
、
も
ち
米

六
・
三
％
、
酒
米
二
・
二
％
、
輸
入
米
・
そ
の
他
一
四
・
一
％
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
経
営
の
中
心
は
特
定
米
穀
で
あ
る
。
精

米
ラ
イ
ン
は
主
食
米
、
原
料
米
、
玄
米
調
整
、
酒
米
、
も
ち
米
の

五
つ
を
保
有
し
、
合
計
で
日
産
一
一
三
・
二
ト
ン
の
精
米
能
力
を

保
有
し
て
い
る
。

⑵

有
機
米
輸
入
の
経
緯

Ａ
社
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
へ
参
加
し
、
特
に
有
機
米
の
輸
入
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
Ａ
社
は
有
機
米
を
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
加
州
か
ら
の

輸
入
を
開
始
し
た
の
は
一
九
九
六
年
で
あ
り
、
一
九
九
七
年
に
ア

メ
リ
カ
のO

C
IA
International

と
い
う
有
機
認
証
団
体
に
よ
る

認
証
を
取
得
し
た
。
総
合
商
社
や
他
の
コ
メ
卸
・
小
売
業
者
、
さ

ら
に
は
加
州
の
契
約
有
機
農
場
で
あ
る
Ｄ
社
と
の
協
力
に
よ
る
取

組
で
あ
っ
た
。
食
糧
法
施
行
に
よ
る
コ
メ
流
通
の
競
争
激
化
と
、

Ｍ
Ａ
制
度
に
よ
る
輸
入
開
始
を
受
け
て
、
認
証
を
受
け
た
有
機
米

を
取
り
扱
う
た
め
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
国
内
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
に

よ
る
有
機
米
の
認
証
制
度
は
無
か
っ
た
。
ま
た
、O

C
IA
Interna-

tional

の
基
準
は
国
内
の
産
地
で
は
対
応
が
難
し
い
も
の
が
あ
っ

た
た
め
、
有
機
米
の
取
り
扱
い
に
は
輸
入
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
二
〇
〇
一
年
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
も
と
づ
く
有
機
認
証
の
取
得
等

を
経
て
、
Ａ
社
が
取
得
す
る
認
証
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
と
、
欧
米
へ
の

有
機
食
品
輸
出
に
必
要
な
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
認
証
と
な
っ
た
。
二
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〇
〇
五
年
に
は
Ａ
社
は
Ｄ
社
の
日
本
販
売
に
お
け
る
特
約
店
と
な

り
、
二
〇
一
二
年
に
は
コ
メ
輸
入
業
者
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
の
資
格
も
取

得
し
た
。

Ｄ
社
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
は
、
多
い
年
で
八
〇
〇
ト
ン
以

上
を
輸
入
し
て
い
た
。
日
本
国
内
で
は
原
料
米
と
し
て
使
用
さ

れ
、
ま
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
低
い
破
砕
米
の
輸
入
が
中
心
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
Ａ
社
も
協
力
し
て
Ｄ
社
の
精
米
工
場
を
改

修
し
、
品
質
を
改
善
し
て
日
本
国
内
で
の
再
選
別
を
不
要
に
し

た
。
現
在
の
輸
入
量
は
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
ト
ン
程
度
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
有
機
米
全
体
の
七
割
を
Ａ

社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
。

⑶

有
機
米
輸
入
の
仕
組
み

Ａ
社
で
は
、
二
〇
一
七
年
に
子
会
社
と
し
て
Ｅ
社
を
設
立
し
、

Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
買
受
資
格
を
取
得
し
た
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
で

は
Ａ
社
が
輸
入
業
者
、
Ｅ
社
が
買
受
業
者
と
し
て
共
同
で
申
し
込

む
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
の
は
、
そ
の
先
の
実
需
者
に
確
実

に
販
売
す
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
社
で
は
加
州
の
契
約
農

場
か
ら
、
有
機
酒
米
を
毎
年
三
〇
〜
六
〇
ト
ン
程
度
輸
入
し
て
い

る
。
第
3
図
は
、
有
機
酒
米
の
輸
入
ル
ー
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
実
需
者
は
日
本
国
内
の
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー
Ｆ
社
と
決
ま
っ

て
お
り
、
国
内
で
有
機
日
本
酒
と
し
て
醸
造
さ
れ
て
、
再
度
ア
メ

リ
カ
に
輸
出
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省
に
よ
る
有
機
食
品
の
認

第3図 Ａ社による有機酒米の輸入ルート

資料：聞き取り調査より作成。
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証
（
Ｎ
Ｏ
Ｐ
；N

ationalO
rganic

Program

）
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

や
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
認
証
と
の
同
等
性
が
認
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
Ａ
社
が
輸
入
業
者
・
買
受
業
者
と
し
て
間
に
入
っ
て
、

確
実
に
Ｆ
社
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に

発
生
し
た
輸
入
米
に
係
る
事
故
米
転
売
事
件
以
降
、
実
需
者
へ
の

確
実
な
販
売
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
の
た

め
で
あ
る
。

Ａ
社
で
は
、
年
度
初
め
に
輸
入
先
の
農
場
等
に
対
し
て
、
購
入

予
定
の
連
絡
を
す
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
で
落
札
し
た
後
に
正
式
に
注

文
し
、
残
留
農
薬
の
産
地
サ
ン
プ
ル
検
査
（Pre
Shipm

ent
Sam
ple

）
に
合
格
し
た
も
の
を
現
地
で
精
米
す
る
。
コ
ン
テ
ナ

に
詰
め
た
後
に
ト
ラ
ッ
ク
で
積
出
港
に
輸
送
し
、
船
積
み
を
す

る
。
船
積
み
時
に
も
サ
ン
プ
ル
検
査
（Shipm

ent
C
om
posite

Sam
ple

）
を
行
う
。
日
本
ま
で
輸
送
し
た
後
は
倉
庫
に
入
庫
し
、

必
要
な
行
政
手
続
き
を
経
て
買
受
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
。

5
�
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
Ｍ
Ａ
制
度
に
お
け
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
の
結
果
の
分
析

を
通
じ
て
、
コ
メ
政
策
に
お
い
て
根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
が
行

わ
れ
て
き
た
か
検
証
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
そ
の
不
透
明
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
は
、
基
本
的
に
は
需
給
に
基
づ

い
た
入
札
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
国
内
主
食
用
米
市
場
の

需
給
が
緩
和
し
て
い
る
時
期
に
は
Ｍ
Ａ
米
に
対
す
る
需
要
が
低
調

に
な
る
一
方
で
、
逼
迫
し
て
い
る
時
期
は
入
札
が
活
発
化
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
水
準
が
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
六
一
円

に
張
り
付
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
が
価
格
の
代
わ
り
に
需
給
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
無
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
水
準
の
推
移
か
ら
は
、
そ
の

決
定
が
市
場
外
の
要
因
に
よ
る
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
る
。
よ
っ

て
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
需
給
は
、
市
場
内
で
の
調
整
で
は
な

く
、
市
場
外
の
国
内
主
食
用
米
市
場
に
強
く
規
定
さ
れ
る
関
係
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
お
け
る
「
透
明
性
」
の
欠
如
は
、
制
度
的
な
問

題
に
起
因
す
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
を
自
律
的
な
市
場
と
し
て
機
能
さ

せ
る
た
め
に
は
、
現
在
一
〇
万
ト
ン
に
限
定
さ
れ
て
い
る
規
模
を

拡
大
し
て
、
よ
り
柔
軟
な
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
形
成
を
可
能
に
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
の
拡
大

に
は
強
い
政
治
的
な
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
、
別
の
問
題
も

存
在
す
る
の
で
あ
る
⒃
。

参
考
文
献

・
藤
野
信
之
（
二
〇
一
六
）「
米
輸
入
の
動
向
と
展
望
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
最
終
合
意
の

米
へ
の
影
響
―
」『
農
林
金
融
』
六
九
（
四
）
：
一
六
―
三
一
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
三
）「『
米
産
業
に
未
来
は
あ
る
か
』
の
総
括
と
今
後

の
課
題
」、
農
政
調
査
委
員
会
編
『
米
産
業
・
水
田
農
業
の
動
向
と
将
来
展
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望
―
「
米
産
業
懇
話
会
」
の
記
録
―
』（
日
本
の
農
業
二
五
九
）
農
政
調
査

委
員
会
：
一
―
一
九
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
五
）「
コ
メ
政
策
の
決
定
過
程
に
お
け
る
根
拠
と
妥
当

性
―
「
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
」
と
「
生
産

の
目
安
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
輸
入
食
糧
協
議
会
報
』
七
九
六
：
三
〇
―
三

八
。

・
農
林
水
産
省
（
二
〇
〇
九
）『
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
に
関
す
る
報
告

書
』。

・
大
竹
文
雄
・
内
山
融
・
小
林
庸
平
（
二
〇
二
二
）「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
何
か
」

大
竹
文
雄
・
内
山
融
・
小
林
庸
平
（
編
著
）『
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
―
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
政
策
形
成
の
導
入
と
実
践
―
』日
本
経
済
新
聞
出
版
：
三
―
三
八
。

・
佐
伯
尚
美
（
二
〇
〇
三
）「
米
輸
入
問
題
の
総
点
検
」『
農
業
研
究
』
一
六
：

一
七
―
一
三
三
。

・
作
山
巧
（
二
〇
一
九
）『
食
と
農
の
貿
易
ル
ー
ル
入
門
―
基
礎
か
ら
学
ぶ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｔ
Ｐ
Ｐ
―
』
昭
和
堂
。

注⑴

日
本
農
業
新
聞
「
米
の
民
間
輸
入
二
〇
八
倍
九
月
急
減
、
様
子
見
も
」、

二
〇
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
、
を
参
照
。

⑵

例
え
ば
、「
生
産
調
整
と
い
う
言
葉
が
ず
っ
と
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
定
義
の
置
き
方
の
問
題
な
の
で
す
が
、
生
産
調
整
は
し
て

な
い
の
で
す
」（
江
藤
拓
農
林
水
産
大
臣
（
当
時
）
記
者
会
見
、
二
〇
二
四

年
一
一
月
一
二
日
）、
を
参
照
。

⑶

生
産
調
整
の
政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
食
料
・
農
業

・
農
村
政
策
審
議
会
食
糧
部
会
に
お
け
る
審
議
過
程
を
中
心
に
分
析
し

た
、
西
川
（
二
〇
二
五
）
を
参
照
。

⑷

以
下
で
は
、
断
り
の
無
い
限
り
ペ
ー
ジ
番
号
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
報
告
書
に

よ
る
も
の
を
指
す
。

⑸

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
と
は
、「
国
家
貿
易
企
業
が
輸
入
品
か
ら
徴
収
す
る
内
外

価
格
差
相
当
の
輸
入
差
益
」（
作
山
（
二
〇
一
九
）、
ｐ
�
八
六
）
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
実
質
的
に
は
関
税
相
当
と
考
え
ら
れ
る
。

⑹

日
本
農
業
新
聞
「「
障
壁
報
告
書
」
を
盾
に
追
加
関
税
巡
る
日
米
交
渉
始

ま
る
」、
二
〇
二
五
年
四
月
二
二
日
付
。

⑺

Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
落
札
数
量
と
翌
年
度
の
主
食
用
販
売
数
量
が
概
ね
一
致
す

る
。
農
林
水
産
省
「
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
五
年
九
月
）、

ｐ
�
一
六
二
、
一
六
五
、
を
参
照
。

⑻

ト
ラ
ン
プ
に
よ
るT

ruth
Social

へ
の
二
〇
二
五
年
七
月
一
日
付
の
投
稿

（https://truthsocial.com
/@
realD

onaldT
rum
p/posts/1147736016

44828833

）（
二
〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
確
認
）
を
参
照
。
な
お
、T

ruth

Social

と
は
、
二
〇
二
一
年
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
に

よ
っ
て
、Facebook

とT
w
itter

（
現
Ｘ
）
か
ら
追
放
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
が

立
ち
上
げ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
。

⑼

ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
よ
る
Ｘ
へ
の
二
〇
二
五
年
六
月
三
日
付
投
稿
（htt

ps://x.com
/usem

bassytokyo/status/1929710182990598616

）（
二

〇
二
五
年
一
一
月
一
五
日
確
認
）
を
参
照
。

⑽

日
本
農
業
新
聞
「
輸
入
五
キ
ロ
三
二
〇
〇
円
も
、
割
安
ブ
レ
ン
ド
米
人
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気

米
主
要
銘
柄
、
店
頭
値
上
が
り
」、
二
〇
二
五
年
四
月
一
四
日
付
、「
店

頭
の
在
庫
不
足
解
消

備
蓄
米
行
き
わ
た
る
、
入
札
米
は
値
下
げ
も
」、
二

〇
二
五
年
七
月
一
七
日
付
、
を
参
照
。

⑾

ア
メ
リ
カ
政
府
の
発
表
に
は
「
日
本
は
速
や
か
に
ア
メ
リ
カ
産
米
の
輸

入
を
七
五
％
増
加
さ
せ
る
（Japan

w
illexpedite

im
plem

entation
of

a
75%

increase
in
purchases

of
A
m
erican

rice.

）」（T
he
W
hite

H
ouse.

Fact
Sheet:

President
D
onald

J.
T
rum
p
Im
plem

ents
A

H
istoric

U
.S.-Japan

Fram
ew
ork

A
greem

ent.
Septem

ber
5,

2025

）
と
、
日
本
政
府
の
発
表
に
は
「
Ｍ
Ａ
米
制
度
の
枠
内
で
、
日
本
国

内
の
コ
メ
の
需
給
状
況
等
も
勘
案
し
つ
つ
、必
要
な
コ
メ
の
調
達
を
確
保
」

（
内
閣
官
房
米
国
の
関
税
措
置
に
関
す
る
総
合
対
策
本
部
事
務
局
「
米
国

の
関
税
措
置
に
関
す
る
日
米
協
議
：
日
米
間
の
合
意
（
概
要
）」、
二
〇
二

五
年
七
月
二
五
日
）
と
あ
る
。

⑿

「
七
五
％
増
加
」
が
何
と
比
べ
て
の
も
の
な
の
か
、「
関
税
合
意
三
二
年

前
の
伏
線

秘
史
、
日
米
コ
メ
交
渉
」『
週
刊
東
洋
経
済
』、
二
〇
二
五
年

一
一
月
八
日
号
、
ｐ
ｐ
�
五
七
―
五
八
、
を
参
照
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
農
業
合
意
の
時
点
で
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
Ｍ
Ａ
米
の
五
〇

％
の
シ
ェ
ア
を
「
密
約
」
し
、
輸
入
量
が
固
定
さ
れ
て
い
た
な
ら
、「
七
五

％
増
加
」
は
そ
れ
に
対
し
て
の
も
の
と
し
て
説
明
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。

⒀

前
掲
農
林
水
産
省
資
料
、
ｐ
�
一
六
〇
、
を
参
照
。

⒁

以
上
に
つ
い
て
、後
述
す
る
Ａ
社
の
Ｂ
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

政
府
が
最
低
売
渡
価
格
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
国
内
の
主
食
用
米
価
格

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
佐
伯
（
二
〇
〇
三
）、
ｐ

ｐ
�
九
二
―
九
三
、
藤
野
（
二
〇
一
六
）、
ｐ
�
二
〇
、
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
に
よ
る
輸
入
米
の
価
格
を
高
く
維
持
す
る
こ

と
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
米
の
売
れ
行
き
不
振
と
「
調
整
金
」
に
よ
る
実
需
者
へ
の

安
値
販
売
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。A

&
A
R
ice
M
arket

「
Ｓ
Ｂ

Ｓ
調
整
金
問
題
の
本
質
と
は
な
に
か
？
」、
二
〇
一
六
年
九
月
二
六
日
付
、

も
参
照
。

⒂

農
林
水
産
省
「
米
に
関
す
る
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」、
二
〇
二
五
年
一

〇
月
号
、
主
食
外
―
五
、
を
参
照
。

⒃

二
〇
二
五
年
四
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制

度
分
科
会
に
お
い
て
、
財
務
省
が
Ｍ
Ａ
制
度
に
お
け
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札
の
拡

大
を
提
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
江
藤
農
林
水
産
大
臣
（
当
時
）
は
否
定

的
な
考
え
を
示
し
た
。
日
本
農
業
新
聞
「
Ｍ
Ａ
米
主
食
利
用
増
を
否
定

農
相
「
整
合
性
取
れ
ぬ
」」、
二
〇
二
五
年
四
月
一
九
日
付
、
を
参
照
。
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1
�
は
じ
め
に

物
価
上
昇
に
賃
上
げ
が
追
い
付
か
ず
、
実
質
賃
金
が
低
下
を
続

け
て
い
る
。
と
く
に
基
礎
的
物
資
で
あ
る
食
料
価
格
の
高
騰
が
消

費
生
活
に
与
え
て
い
る
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
中
で
「
よ
り
安
い

も
の
」
を
購
入
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

食
生
活
の
欧
米
型
化
、
穀
類
消
費
の
減
少
と
畜
産
物
消
費
の
増

加
を「
食
生
活
の
高
度
化
」と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
、

「
食
生
活
の
高
度
化
」
な
ら
ぬ
「
食
生
活
の
低
度
化
」
と
で
も
い

う
べ
き
動
き
が
起
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
過
去
二
回
の
米
価
高

騰
期
と
「
令
和
の
米
騒
動
」
期
を
比
較
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
「
食

生
活
の
低
度
化
」
の
中
で
生
じ
て
い
る
米
消
費
の
動
き
の
変
化
に

つ
い
て
述
べ
る
。

2
�
三
回
の
米
価
高
騰
期
の
食
料
等
の
価
格
変
動
の
特
徴

ま
ず
二
〇
二
〇
年
基
準
消
費
者
物
価
指
数
の
品
目
別
価
格
指

数
⑴
の
動
き
を
み
る
と
、「
う
る
ち
米
Ａ
」（
単
一
原
料
米
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
）
と
「
う
る
ち
米
Ｂ
」（
単
一
原
料
米
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
以

外
）
の
区
分
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
七
五
年
一
月
以
降
二

〇
二
五
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
、
三
つ
の
米
価
高
騰
期
が
あ
っ

た
。一

つ
は
一
九
九
三
年
冷
害
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
米
騒

動
」
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
九
月
に
一
二
三
で
あ
っ
た
「
う
る
ち

米
Ａ
」
の
価
格
指
数
は
、
一
〇
月
以
降
、
急
上
昇
を
は
じ
め
、
一

九
九
四
年
五
月
に
は
一
七
七
・
四
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
の
後

は
急
低
下
し
て
、
出
来
秋
後
の
九
四
年
一
〇
月
に
は
落
ち
着
き
を

み
せ
、
一
二
月
に
は
一
二
五
・
六
と
、
ほ
ぼ
高
騰
前
の
水
準
に
戻

物
価
上
昇
と
「
食
生
活
の
低
度
化
」

―
穀
類
依
存
の
進
行
と
米
消
費
の
位
置
―

友
田
滋
夫

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

農村と都市をむすぶ2026．1 �������������������������
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る
⑵
。も

う
一
つ
は
、
二
〇
〇
三
年
の
冷
害
に
よ
る
も
の
で
、
二
〇
〇

三
年
八
月
に
一
〇
七
・
六
で
あ
っ
た
「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指

数
は
、
一
〇
月
以
降
急
上
昇
し
て
〇
四
年
一
月
に
は
一
三
三
・
七

と
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
の
後
は
低
下
し
、
〇
四
年
一
二
月
に
は

一
〇
七
・
八
と
、
価
格
高
騰
前
の
水
準
に
落
ち
着
く
。

そ
し
て
今
回
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
で
は
、
二
〇
二
二
年
八
月

に
九
二
・
四
で
あ
っ
た
「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指
数
は
、
二
二

年
九
月
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
始
め
、
翌
二
三
年
の
出
来
秋
以
降
も

さ
ら
に
上
昇
を
続
け
、
二
四
年
の
出
来
秋
以
降
急
上
昇
し
、
二
五

年
六
月
に
は
ピ
ー
ク
の
二
一
一
・
二
を
記
録
す
る
。

二
〇
二
五
年
三
月
か
ら
備
蓄
米
の
入
札
が
開
始
さ
れ
、
五
月
二

六
日
か
ら
随
意
契
約
米
の
受
付
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
七
月
以
降
、「
う
る
ち
米
Ａ
」「
Ｂ
」
と
も
に
価
格
指
数

は
低
下
傾
向
に
入
る
が
、
二
五
年
一
〇
月
に
は
再
高
騰
し
、「
Ａ
」

の
価
格
指
数
は
二
一
七
・
〇
、「
Ｂ
」
は
二
二
〇
・
四
と
な
っ
て

い
る
。

以
上
の
三
つ
の
米
価
高
騰
期
の
特
徴
を
物
価
面
か
ら
比
較
す
る

と
、「
令
和
の
米
騒
動
」
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、

価
格
上
昇
が
長
期
に
わ
た
り
、
上
昇
の
程
度
も
大
き
い
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
者
の
対
応
も
「
一
時
し
の
ぎ
」
的
な
対

応
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
に
、「
穀
類
」
や
食
料
の
価
格
指
数
と
比
べ
た
と
き
に
、

過
去
二
回
の
米
価
高
騰
の
際
に
は
、「
穀
類
」
平
均
の
価
格
指
数

や
食
料
平
均
の
価
格
指
数
は
上
昇
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
令

和
の
米
騒
動
」
で
は
「
穀
類
」
平
均
の
み
な
ら
ず
、
他
の
食
料
、

さ
ら
に
は
総
合
物
価
指
数
も
同
時
に
上
昇
し
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
み
る
と
、「
平
成
の
米
騒
動
」
で
は
「
う
る
ち
米
Ａ
」

の
価
格
指
数
が
一
二
三
・
〇
か
ら
一
七
七
・
四
ま
で
一
・
四
四
倍

に
上
昇
す
る
間
（
一
九
九
三
年
九
月
〜
一
九
九
四
年
五
月
）
に
、

「
穀
類
」
価
格
指
数
は
一
〇
三
・
一
か
ら
一
一
六
・
〇
へ
一
・
一

三
倍
に
し
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
食
料
価
格
指
数
も
総
合

物
価
指
数
も
一
・
〇
〇
倍
で
、
上
昇
し
な
か
っ
た
。「
穀
類
」
の

内
訳
を
み
て
も
、
米
の
重
要
な
代
替
品
目
と
考
え
ら
れ
る
「
食
パ

ン
」
は
一
・
〇
〇
倍
、「
そ
う
め
ん
」、「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」、「
カ

ッ
プ
麺
」
も
一
・
〇
〇
倍
、「
小
麦
粉
」
は
〇
・
九
九
倍
、「
他
の

穀
類
」
が
一
・
〇
八
倍
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
穀
類
」
の
価
格
指

数
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
「
米
類
」
の
価
格
上
昇
が
反
映
し
た
だ

け
で
、
そ
の
ほ
か
の
食
用
穀
類
の
価
格
は
米
価
高
騰
期
間
中
、
上

が
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
価
高
騰
の
下
で
価
格
的
に
米

を
買
い
に
く
く
な
っ
た
消
費
者
は
、
米
以
外
の
主
食
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
三
年
冷
害
時
に
は
、「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指
数
が

一
〇
七
・
六
か
ら
一
三
三
・
七
ま
で
一
・
二
四
倍
に
上
昇
す
る
期

間
（
二
〇
〇
三
年
八
月
〜
二
〇
〇
四
年
一
月
）
に
、「
穀
類
」
平

均
で
一
・
一
〇
倍
と
一
割
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
食
料
全
体
で
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は
一
・
〇
一
倍
と
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
総
合
物
価
指
数

は
〇
・
九
九
倍
と
低
下
し
た
。
ま
た「
穀
類
」の
内
訳
を
み
る
と
、

「
食
パ
ン
」
一
・
〇
〇
倍
、「
そ
う
め
ん
」
と
「
カ
ッ
プ
麺
」
と

「
他
の
穀
類
」
は
〇
・
九
九
倍
、「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」
と
「
小
麦

粉
」
が
一
・
〇
一
倍
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
平
成
の
米
騒
動
」
時

と
同
様
、「
穀
類
」
の
価
格
指
数
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
「
米
類
」

の
価
格
上
昇
が
反
映
し
た
だ
け
で
、
米
価
高
騰
期
間
中
、「
米
類
」

以
外
の
「
穀
類
」
の
価
格
変
動
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
二
〇
〇
三
年
冷
害
に
伴
う
米
価
急
騰
期
に
、
消
費
者
は
米
価

上
昇
分
を
他
の
消
費
物
資
の
価
格
低
下
分
で
補
う
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
し
、
米
以
外
の
主
食
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
令
和
の
米
騒
動
」
期
の
場
合
、「
う
る
ち
米

Ａ
」
の
価
格
指
数
が
九
二
・
四
か
ら
二
一
七
・
〇
へ
と
二
・
三
六

倍
に
上
昇
す
る
間
（
二
〇
二
二
年
八
月
〜
二
五
年
一
〇
月
）、
価

格
指
数
は
「
穀
類
」
全
体
で
一
・
四
五
倍
へ
と
上
昇
し
、
食
料
全

体
で
も
一
・
二
三
倍
に
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
総
合
物
価
指
数
も
一

・
一
〇
倍
に
上
昇
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
の
価
格
上
昇
分
を
他

の
品
目
の
価
格
下
落
分
で
補
填
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
ま
た
、「
穀
類
」
の
内
訳
に
お
い
て
も
、「
食
パ
ン
」
が
一

・
一
〇
倍
、「
そ
う
め
ん
」
が
一
・
二
二
倍
、「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」

が
一
・
〇
九
倍
、「
カ
ッ
プ
麺
」
が
一
・
〇
四
倍
、「
小
麦
粉
」
が

一
・
一
四
倍
、「
他
の
穀
類
」
が
一
・
二
一
倍
に
上
昇
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
過
去
二
度
の
米
価
高
騰
期
と
は
異
な
り
、「
米
類
」

以
外
の
「
穀
類
」
も
全
般
的
に
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、「
米

価
が
上
昇
し
て
い
る
か
ら
食
パ
ン
で
代
替
す
る
」
と
い
う
よ
う
な

単
純
な
代
替
関
係
が
生
じ
に
く
く
、「
穀
類
の
同
一
品
目
の
中
で

低
価
格
な
も
の
に
置
き
換
え
て
い
く
」、
さ
ら
に
進
ん
で
「
肉
を

減
ら
し
て
穀
類
へ
」
と
い
っ
た
「
食
生
活
の
低
度
化
」
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

第
三
に
、「
令
和
の
米
騒
動
」
に
お
い
て
は
、「
う
る
ち
米
Ａ
」

と
「
う
る
ち
米
Ｂ
」
の
価
格
指
数
差
が
か
つ
て
の
二
度
の
米
価
高

騰
期
と
は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。「
平
成
の
米
騒
動
」
の
際
は
、

両
者
の
指
数
差
は
わ
ず
か
に
「
Ａ
」
優
位
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
三

年
冷
害
時
に
は
明
ら
か
に
「
Ａ
」
優
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
令
和
の
米
騒
動
」
に
お
い
て
は
「
Ｂ
」
優
位
で
あ
る
。
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
近
年
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外
の
優
良
品
種
が
か
な

り
普
及
し
て
、
品
質
と
価
格
の
両
面
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
位
置
が
揺

ら
い
で
い
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
は
あ
ろ
う
が
、「
令
和
の
米

騒
動
」
の
当
初
、
二
〇
二
二
年
の
出
来
秋
ご
ろ
か
ら
二
三
年
の
出

来
秋
ご
ろ
に
か
け
て
は
ま
だ
わ
ず
か
に
「
Ａ
」
優
位
で
あ
っ
た
の

が
、「
令
和
の
米
騒
動
」
の
深
刻
化
に
つ
れ
て
「
Ｂ
」
優
位
の
傾

向
を
強
め
て
い
く
こ
と
か
ら
み
て
、
従
来
低
価
格
帯
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
品
種
の
価
格
上
昇
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格
上
昇
以

上
に
激
し
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
、
価
格
志
向
の
強
か
っ

た
消
費
者
の
米
消
費
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
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る
。

3
�
三
回
の
米
価
高
騰
期
の
食
料
消
費
動
向
の
特
徴

以
上
で
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
消
費
行
動
の
変
化
に
つ
い
て
、
実

際
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
家
計
調
査
等
を
使
っ
て
み
て
み
る
。
過

去
二
回
の
米
価
高
騰
期
に
つ
い
て
は
家
計
調
査
年
報
（
二
人
以
上

の
非
農
林
漁
家
世
帯
）
に
よ
っ
て
大
ま
か
な
動
き
を
、「
令
和
の

米
騒
動
」
に
つ
い
て
は
家
計
調
査
（
二
人
以
上
の
世
帯
・
勤
労
者

世
帯
）
の
年
報
に
よ
っ
て
大
ま
か
な
動
き
を
み
る
と
と
も
に
、
月

報
に
よ
っ
て
直
近
の
状
況
ま
で
検
討
す
る
。

⑴

「
平
成
の
米
騒
動
」
期

ま
ず
、「
平
成
の
米
騒
動
」
期
に
つ
い
て
、
米
価
高
騰
前
の
一

九
九
二
年
、
出
来
秋
以
降
高
騰
に
向
か
う
九
三
年
、
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
低
下
に
向
か
う
九
四
年
、
元
の
水
準
に
戻
っ
た
九
五
年
の
、

「
穀
類
」
の
支
出
金
額
及
び
単
価
、
食
生
活
が
「
高
度
」
で
あ
る

か
ど
う
か
の
指
標
と
し
て
の
「
肉
類
」
の
支
出
金
額
及
び
単
価
、

エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
動
向
な
ど
を
検
討
す
る
。

「
米
」
の
購
入
動
向
を
み
る
と
図
1
の
よ
う
に
、
購
入
単
価
は

一
九
九
三
年
に
や
や
上
昇
、
九
四
年
に
は
顕
著
な
上
昇
を
み
せ
、

九
五
年
に
は
九
二
年
よ
り
下
が
っ
て
お
り
、
先
に
見
た
価
格
指
数

の
動
き
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
に
対
応
し
て
世
帯
員
一
人

当
た
り
購
入
数
量
も
一
九
九
三
年
ま
で
三
四
〜
三
五
㎏
を
保
っ
て

図1 米の購入数量と購入単価

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成、購入単価は名目額。
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い
た
が
、
九
四
年
に
は
三
一
㎏
に
減
少
し
、
米
価
が
元
の
水
準
に

戻
っ
た
九
五
年
以
降
も
回
復
し
な
い
。
ま
た
、
家
計
調
査
の「
米
」

一
㎏
当
た
り
購
入
単
価
を
二
〇
二
〇
年
基
準
消
費
者
物
価
指
数
の

「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指
数
で
実
質
化
す
る
と
、
一
九
九
二
年

に
四
二
〇
円
だ
っ
た
の
が
九
三
年
に
は
四
二
六
円
に
上
昇
す
る

が
、
米
価
ピ
ー
ク
の
九
四
年
に
は
逆
に
三
九
七
円
に
下
が
り
、
九

五
年
に
は
四
〇
五
円
に
回
復
す
る
も
の
の
九
二
年
水
準
を
下
回

る
。
つ
ま
り
、「
平
成
の
米
騒
動
」
に
よ
る
一
時
的
米
価
急
騰
は
、

実
質
的
に
「
安
い
米
」
を
求
め
る
低
価
格
志
向
を
も
た
ら
し
た
。

次
に
、
同
期
間
の
「
米
」
以
外
の
「
穀
類
」
購
入
動
向
を
み
る

と
、「
食
パ
ン
」⑶
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
表
1
の
よ

う
に
一
九
九
二
〜
九
三
年
に
か
け
て
や
や
増
加
し
、
九
三
〜
九
四

年
に
か
け
て
は
購
入
単
価
の
若
干
の
上
昇
を
伴
い
つ
つ
購
入
数
量

が
急
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
米
価
が
元
の
水
準
に
落
ち
着
い
た
九

五
年
に
は
購
入
数
量
が
若
干
減
少
す
る
が
、
九
二
年
の
購
入
数
量

よ
り
は
多
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
間
、「
そ
の
他
の
パ
ン
」⑷

の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
む
し
ろ
減
少
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
菓
子
嗜
好
品
と
し
て
の
性
格
が
強
い
「
そ
の
他
の
パ
ン
」

で
は
な
く
、
主
食
と
し
て
の
性
格
が
強
い
「
食
パ
ン
」
の
購
入
数

量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
先
の
価
格
指
数
と
重
ね
合
わ
せ
る

な
ら
、「
平
成
の
米
騒
動
」
期
に
は
、
価
格
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
か
っ
た
「
食
パ
ン
」
に
よ
っ
て
「
米
」
が
代
替
さ
れ
た
と
言
え

る
。
そ
し
て
、
米
価
の
落
ち
着
き
に
よ
っ
て
も
、「
食
パ
ン
」
か

ら
「
米
」
へ
、
と
い

う
揺
り
戻
し
は
、
あ

ま
り
起
こ
ら
な
か
っ

た
。「

麺
類
」
に
つ
い

て
み
る
と
表
2
の
よ

う
に
、「
干
し
う
ど

ん
・
そ
ば
・
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
」
の
一
人
当

た
り
購
入
数
量
も

「
食
パ
ン
」
と
同

様
、
一
九
九
二
年
と

比
べ
て
九
三
年
に
微
増
、
九
四
年
に
急
増
し
、
九
五
年
に
至
っ
て

も
ほ
と
ん
ど
減
少
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、「
ゆ
で
う
ど
ん
・
そ

ば
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」
は
九
二
〜
九
五
年
に
か
け
て
継
続
的
に
増

加
、「
中
華
麺
」
も
九
二
〜
九
四
年
に
か
け
て
増
加
し
、
九
五
年

に
微
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
保
存
性
の
高
い
乾
麺
を
中
心

に
、「
麺
類
」
も
「
食
パ
ン
」
と
同
様
、「
平
成
の
米
騒
動
」
期
に

「
米
」
を
代
替
し
、「
麺
類
」
合
計
と
し
て
、
米
価
ピ
ー
ク
の
一

九
九
四
年
に
購
入
数
量
が
最
も
多
い
が
、
九
五
年
に
も
そ
れ
ほ
ど

減
少
せ
ず
、
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
九
二
年
の
約
八
％
増
し
と

な
っ
た
。

な
お
、「
穀
類
」
合
計
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
支
出
額
は
、「
平

表1 食パンの購入動向（1992－95年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）
より作成、購入単価は名目額。
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成
の
米
騒
動
」
前
の
一
九
九
二
年
比
で
九
三
年
に
は
一
・
〇
五
倍

と
な
っ
た
が
、
米
価
ピ
ー
ク
の
九
四
年
に
は
一
・
〇
三
倍
と
九
三

年
よ
り
も
低
下
し
、
九
五
年
に
は
〇
・
九
四
倍
と
「
平
成
の
米
騒

動
」
前
よ
り
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
主
食
の
「
米
」
か
ら
「
米
」
以
外
へ
の
代
替
が

起
こ
る
と
と
も
に
、「
穀
類
」
支
出
金
額
は
一
時
的
に
若
干
の
上

昇
を
み
せ
た
も
の
の
、
そ
の
後
低
下
を
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
食

生
活
全
体
を
見
る

と
、
米
価
高
騰
に
も

関
わ
ら
ず
、
世
帯
員

一
人
当
た
り
食
料
支

出
額
は
一
九
九
二
〜

九
五
年
に
か
け
て
継

続
的
に
減
少
し
、
九

五
年
に
は
九
二
年
の

約
九
八
％
と
な
っ

た
。ま

た
、「
肉
類
」

の
購
入
動
向
を
み
る

と
、
表
3
の
よ
う

に
、「
生
鮮
肉
」
の

一
人
当
た
り
購
入
数

量
は
一
九
九
二
〜
九

五
年
に
か
け
て
継
続
的
に
増
加
し
、
九
五
年
の
購
入
数
量
は
九
二

年
の
一
・
〇
三
倍
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
生
鮮
肉
」
の
一
〇
〇
ｇ

あ
た
り
購
入
単
価
が
一
九
九
二
年
の
一
七
六
円
か
ら
九
五
年
の
一

五
七
円
ま
で
継
続
的
に
低
下
し
て
「
肉
が
買
い
や
す
く
な
っ
た
」

こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
生
鮮
肉
」
の
中
で
も
単

価
の
高
い
「
牛
肉
」
の
購
入
数
量
が
伸
び
、
単
価
が
中
位
の
「
豚

肉
」
の
購
入
数
量
は
あ
ま
り
変
化
な
く
、
単
価
が
低
い
「
鶏
肉
」

の
購
入
数
量
が
減
っ
た
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、「
価
格
も
質
も
高
い

肉
」か
ら「
価
格
も
質
も
低
い
肉
」

へ
の
消
費
移
動
が
起
き
た
わ
け
で

は
な
く
、「
生
鮮
肉
」
の
市
場
価

格
が
全
体
的
に
低
下
し
た
結
果
、

購
入
単
価
の
低
下
を
伴
い
つ
つ
購

入
数
量
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
二
〇
二
〇
年
基
準
物
価

指
に
お
い
て
、「
生
鮮
肉
」
の
価

格
指
数
が
一
九
九
二
年
一
〇
月
の

七
一
・
一
か
ら
九
五
年
三
月
の
六

九
・
〇
ま
で
ほ
ぼ
継
続
的
に
低
下

し
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け

る
。ま

た
、
食
料
以
外
に
目
を
向
け

表2 麺類の世帯員一人当たり購入数量（1992－95年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成。

表3 生鮮肉の世帯員一人当たり購入数量（1992－95年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成。
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る
と
、
一
人
当
た
り
消
費
支
出
総
額
は
一
九
九
二
年
比
で
九
三
年

に
は
一
・
〇
二
倍
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
上
昇
せ
ず
九
五
年
に

な
っ
て
も
一
・
〇
二
倍
を
維
持
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
平
成
の
米
騒
動
」
期
に
は
、
米
価
は
急
騰

し
た
が
、「
パ
ン
」
な
ど
「
米
」
の
代
替
品
の
価
格
は
上
昇
し
な

か
っ
た
た
め
、「
米
」
か
ら
「
パ
ン
」
へ
の
主
食
の
置
き
換
え
が

生
じ
た
。
そ
し
て
、「
米
」
以
外
の
主
食
の
価
格
が
上
昇
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
穀
類
」
全
体
と
し
て
見
た
場
合
は
消
費

者
の
経
済
的
負
担
は
ほ
と
ん
ど
拡
大
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

「
食
生
活
の
高
度
化
」
の
象
徴
で
あ
る
「
肉
類
」
の
消
費
動
向
は

趨
勢
を
維
持
し
、
購
入
数
量
の
拡
大
が
続
い
た
。
そ
し
て
、
食
料

支
出
額
全
体
と
し
て
も
一
九
九
二
〜
九
五
年
の
間
に
減
少
を
続

け
、
食
料
が
消
費
者
の
家
計
負
担
感
の
上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
消
費
支
出
総
額
も
一
九
九
三
〜
九
五
年
の
間
、
約
一

一
五
万
円
で
変
わ
ら
ず
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
一
九
九
二
年
の
二
七

・
〇
か
ら
九
五
年
の
二
五
・
九
へ
継
続
的
に
低
下
し
た
。
総
じ

て
、
こ
の
間
の
米
不
作
と
米
価
急
騰
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
米

消
費
減
退
と
、「
高
価
格
帯
の
米
か
ら
低
価
格
帯
の
米
へ
」
と
い

う
低
価
格
志
向
に
よ
る
困
難
を
も
た
ら
し
た
が
、
消
費
者
に
と
っ

て
は
こ
の
間
も
「
食
費
」
の
負
担
感
が
増
す
こ
と
な
く
、「
穀
食

か
ら
肉
食
へ
」
と
い
う
動
き
も
継
続
し
、
食
生
活
は
「
豊
か
」
に

な
り
、「
食
生
活
の
高
度
化
」
が
進
ん
だ
と
言
え
る
。

⑵

二
〇
〇
三
年
冷
害
に
よ
る
米
価
急
騰
期

次
に
、
二
〇
〇
三
年
冷
害
に
よ
る
米
価
急
騰
の
影
響
に
つ
い

て
、
家
計
調
査
に
基
づ
い
て
食
料
等
の
購
入
状
況
を
み
て
み
る
。

二
〇
〇
二
〜
〇
五
年
の
「
米
」
購
入
単
価
を
見
る
と
、
前
掲
図

1
の
よ
う
に
、
〇
二
年
と
比
べ
て
〇
三
年
に
や
や
上
昇
、
〇
四
年

に
は
急
騰
し
、
〇
五
年
に
は
〇
三
年
の
水
準
よ
り
下
が
っ
て
お

り
、
先
に
見
た
価
格
指
数
の
動
き
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
世
帯
員
一

人
当
た
り
「
米
」
購
入
数
量
を
見
る
と
、
〇
二
年
に
二
九
・
八
㎏

で
あ
っ
た
の
が
〇
三
年
に
は
二
九
・
五
㎏
と
微
減
し
、
〇
四
年
は

二
七
・
九
㎏
ま
で
急
減
す
る
が
、
〇
五
年
に
価
格
が
低
下
し
て
も

購
入
数
量
は
回
復
せ
ず
、
二
八
・
八
㎏
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
間
の
「
米
」
一
㎏
当
た
り
購
入
単
価
を
二
〇
二
〇
年
基

準
の
「
う
る
ち
米
Ａ
」
価
格
指
数
で
実
質
化
す
る
と
、
二
〇
〇
二

年
三
六
九
円
、
〇
三
年
三
五
六
円
、
〇
四
年
三
五
三
円
、
〇
五
年

三
四
七
円
と
継
続
的
に
低
下
し
て
お
り
、
高
価
格
帯
銘
柄
か
ら
低

価
格
帯
銘
柄
へ
の
消
費
価
格
帯
の
移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

〇
三
年
冷
害
に
伴
う
米
価
高
騰
期
間
に
、「
平
成
の
米
騒
動
」

期
と
同
じ
よ
う
な
主
食
の
代
替
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
見
る
と
、

「
食
パ
ン
」
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
、
表
4
の
と
お

り
、
単
価
の
低
下
を
伴
い
つ
つ
、
〇
二
年
よ
り
〇
三
年
が
や
や
増

加
し
、
〇
四
年
に
は
さ
ら
に
多
く
な
る
。
米
価
が
落
ち
着
く
〇
五

年
に
な
っ
て
も
「
食
パ
ン
」
購
入
数
量
は
〇
二
年
水
準
に
は
戻
ら
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ず
〇
三
年
の
水
準
を
維
持
す
る
。
ま
た
、
〇
三
年
冷
害
期
に
は
、

「
平
成
の
米
騒
動
」
期
と
比
べ
て
「
他
の
パ
ン
」
の
世
帯
員
一
人

当
た
り
購
入
数
量
が
伸
び
た
の
が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
〇
四
年

の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
〇
二
年
の
一
・
〇
九
倍
と
な

り
、
〇
五
年
に
な
っ
て
も
一
・
〇
四
倍
を
維
持
す
る
。

表
5
で
「
麺
類
」
を
見
る
と
、「
麺
類
」
合
計
で
二
〇
〇
四
年

の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
〇
二
年
の
一
・
〇
四
倍
で
、

と
く
に
「
乾
う
ど
ん
・
そ
ば
」
が
一
・
一
三
倍
、「
ス
パ
ゲ
ッ
テ

ィ
」
が
一
・
〇
七
倍
と
、
乾
麺
の
伸
び
が
大
き
い
。
米
価
が
落
ち

着
い
た
〇
五
年
に
は
「
麺
類
」
合
計
で
〇
二
年
比
一
・
〇
〇
倍
と

米
価
上
昇
前
の
水
準
に
戻
り
、「
乾
う
ど
ん
・
そ
ば
」、「
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
」
い
ず
れ
も

米
価
高
騰
前
の
水
準

に
戻
っ
て
い
る
。
乾

麺
は
米
価
高
騰
時
の

「
米
」
の
代
替
品
と

し
て
購
入
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
二

〇
〇
三
年
冷
害
に
よ

る
米
価
高
騰
期
に
お

い
て
も
、「
平
成
の

米
騒
動
」
期
と
同
じ
く
、
主
食
の
「
米
」
か
ら
「
米
」
以
外
へ
の

代
替
が
起
こ
っ
た
。「
穀
類
」
全
体
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
支
出

額
は
、
二
〇
〇
二
年
比
で
、
冷
害
年
の
〇
三
年
に
一
・
〇
一
倍
、

米
価
ピ
ー
ク
の
〇
四
年
に
一
・
〇
二
倍
と
微
増
す
る
が
、
米
価
が

元
の
水
準
に
落
ち
着
い
た
〇
五
年
に
は
〇
・
九
五
倍
と
、
米
価
高

騰
前
の
水
準
よ
り
低

下
し
て
お
り
、
支
出

額
の
増
加
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
食
生
活
全

体
を
見
る
と
、
世
帯

員
一
人
当
た
り
食
料

支
出
額
は
二
〇
〇
二

年
の
二
九
四
、
六
八

三
円
か
ら
〇
三
年
に

は
二
八
七
、
六
三
一

円
に
低
下
し
、
〇
四

年
も
二
八
八
、
三
九

二
円
と
ほ
ぼ
同
水
準

を
維
持
し
た
。
つ
ま

り
、
米
価
高
騰
期
に

も
食
料
全
体
と
し
て

の
消
費
者
負
担
増
は

表4 食パンの購入動向（2002－05年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）
より作成、購入単価は名目額。

表5 麺類の世帯員一人当たり購入数量（2002－05年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成。
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も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
表
6
に
よ
っ
て
「
肉
類
」
の
購
入
動
向
を
み
る
と
、「
生

鮮
肉
」
の
購
入
単
価
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
消
費
者
物
価

指
数
に
お
い
て
「
生
鮮
肉
」
の
価
格
指
数
が
二
〇
〇
二
年
八
月
か

ら
〇
五
年
七
月
に
か
け
て
継
続
的
に
上
昇
し
た
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
〇
三
年
冷
害
前

の
〇
二
年
比
で
、
〇
三
年
〇
・
九
八
倍
、
〇
四
年
〇
・
九
七
倍
と

減
少
す
る
も
の
の
、
〇
五
年
に
は
一
・
〇
一
倍
に
回
復
す
る
。「
生

鮮
肉
」
の
う
ち
「
牛
肉
」
の
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
〇
二
年
比

で
、
〇
三
年
一
・
〇
三
倍
、
〇
四
年
〇
・
九
二
倍
、
〇
五
年
〇
・

九
五
倍
と
米
価
ピ
ー
ク
の
〇
四
年
が「
牛
肉
」購
入
数
量
の
底
で
、

〇
五
年
に
は
や
や
回
復
し
て
い
る
。「
鶏
肉
」
も
〇
三
年
〇
・
九

六
倍
、
〇
四
年
〇
・
九
一
倍
、
〇
五
年
〇
・
九
七
倍
と
、「
牛
肉
」

と
同
様
の
動
き
を
見
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
豚
肉
」
は
、
〇
二

年
比
で
〇
三
年
〇
・
九
六
倍
、
〇
四
年
一
・
〇
二
倍
、
〇
五
年
一

・
〇
三
倍
と
増
加
傾
向
を
み
せ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
間
の
「
生
鮮

肉
」
購
入
数
量
の
動
き
は
、
米
価
の
高
騰
に
応
じ
て
、
相
対
的
に

高
値
の
「
牛
肉
」
か
ら
安
値
の
「
鶏
肉
」
に
消
費
が
移
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、「
牛
肉
」
と
「
鶏
肉
」
か
ら
「
豚
肉
」
へ
、
と

い
う
動
き
で
あ
る
。
米
価
高
騰
に
伴
っ
て
「
食
生
活
の
高
度
化
」

が
逆
転
す
る
に
は
至
ら
ず
、「
生
鮮
肉
」
価
格
上
昇
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
生
鮮
肉
」
消
費
は
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
、
食
生
活
の
「
高
度
」

な
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
食
料
以
外
に
目
を
向

け
る
と
、
世
帯
員
一
人
当
た
り

消
費
支
出
総
額
は
二
〇
〇
二
年

比
で
〇
三
年
〇
・
九
八
倍
、
〇

四
年
〇
・
九
九
倍
、
〇
五
年
一

・
〇
〇
倍
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
米
価
の
高
騰
期
間
中
、

消
費
支
出
が
全
体
的
に
増
加
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
〇
三
年
冷

害
に
伴
う
米
価
高
騰
期
に
も
、

「
食
パ
ン
」、「
生
う
ど
ん
・
そ

ば
」、「
乾
う
ど
ん
・
そ
ば
」、「
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」、「
中
華
麺
」
の

い
ず
れ
も
購
入
単
価
が
低
下
し

た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
二
〜
〇
五

年
に
か
け
て
「
食
パ
ン
」
や
「
麺
類
」
の
価
格
指
数
が
低
下
し
て

い
る
の
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
米
」
か
ら
「
パ
ン
」
や

「
麺
類
」
へ
の
主
食
の
置
き
換
え
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
主
食
全
体

と
し
て
見
た
場
合
、
消
費
者
の
経
済
的
負
担
は
ほ
と
ん
ど
拡
大
し

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
肉
類
」
の
消
費
動
向
も
、「
生
鮮
肉
」

価
格
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
量
的
に
は
維
持
さ
れ
、
食
料
支
出
額

全
体
と
し
て
も
消
費
者
の
家
計
負
担
の
上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
は

表6 生鮮肉の世帯員一人当たり購入数量（2002－05年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成。
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な
か
っ
た
。
消
費
支
出
額
も
ほ
ぼ
一
一
四
〜
一
一
五
万
円
で
推
移

し
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
二
〇
〇
二
年
の
二
五
・
六
か
ら
、
〇
五
年

の
二
五
・
〇
へ
と
連
続
的
に
低
下
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期

も
、
米
不
作
と
米
価
高
騰
は
生
産
者
に
と
っ
て
は
米
消
費
減
と
高

価
格
帯
銘
柄
か
ら
低
価
格
帯
銘
柄
へ
の
消
費
志
向
の
移
行
と
い
う

困
難
を
も
た
ら
し
た
が
、
消
費
者
の
食
費
負
担
感
は
増
す
こ
と
な

く
、
食
生
活
は
「
高
度
」
な
ま
ま
維
持
さ
れ
た
と
言
え
る
。

⑶

「
令
和
の
米
騒
動
」
期

次
に
、「
令
和
の
米
騒
動
」
期
に
つ
い
て
、
ま
ず
家
計
調
査
の

年
次
結
果
を
検
討
す
る
。「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指
数
が
上
昇

し
は
じ
め
る
の
は
二
〇
二
二
年
九
月
か
ら
（
年
次
平
均
と
し
て
上

昇
す
る
の
は
二
〇
二
三
年
か
ら
）
な
の
で
、
そ
の
前
年
の
二
〇
二

一
年
か
ら
、
最
新
の
二
四
年
ま
で
の
年
次
デ
ー
タ
を
見
る
と
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

表
7
に
よ
っ
て
二
〇
二
一
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
「
米
」
の
購

入
動
向
を
見
る
と
、
購
入
単
価
は
二
二
年
に
は
二
一
年
よ
り
も
若

干
低
下
し
た
が
、
二
三
年
に
は
前
年
よ
り
や
や
上
昇
し
、
二
四
年

に
は
急
騰
し
て
二
一
年
比
で
一
・
二
九
倍
と
な
っ
て
い
る
。「
う

る
ち
米
Ａ
」、「
う
る
ち
米
Ｂ
」
の
価
格
指
数
も
ほ
ぼ
同
様
の
動
き

を
し
て
お
り
、
二
一
年
比
で
二
四
年
は
「
Ａ
」
で
一
・
二
五
倍
、

「
Ｂ
」
で
一
・
二
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
員
一
人
当
た
り
購

入
数
量
を
見
る
と
、
二
一
年
に
は
一
七
・
八
㎏
で
あ
っ
た
の
が
、

二
三
年
の
一
六
・
七
㎏
ま
で
減
少
し
て
い
た
が
二
四
年
に
は
一
七

・
四
㎏
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
過
去
二
回
の
米
価
高
騰

期
に
は
、
米
の
買
い
控
え
が
起
き
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
令
和

の
米
騒
動
」
で
は
米
の
買
い
控
え
が
起
き
ず
、
む
し
ろ
購
入
数
量

を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
の
「
米
」
一
㎏
当
た
り
購
入

単
価
を
二
〇
二
〇
年
基
準
の
「
う
る
ち
米
Ａ
」
価
格
指
数
で
実
質

化
す
る
と
、
二
三
年
ま
で
安
定
し
て
い
た
の
が
、
二
四
年
は
三
八

一
円
に
跳
ね
上
が
る
。
こ
れ
は
、
過
去
二
回
の
米
価
高
騰
期
に
実

質
価
格
が
お
お
む
ね
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
過
去
二
回
の
米
価
高
騰
期
に
は
、
消
費
者
は
「
う
る
ち

米
Ｂ
」
な
ど
の
低

価
格
帯
銘
柄
志
向

に
よ
っ
て
、
購
入

単
価
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
が
、

「
令
和
の
米
騒

動
」
期
に
は
、
相

対
的
に
安
価
な

「
う
る
ち
米
Ｂ
」

や
ブ
レ
ン
ド
米
の

価
格
が
大
幅
に
上

昇
し
、
購
入
単
価

が
価
格
指
数
以
上

表7 米の購入動向（2021－24年）

注：家計調査（二人以上の非農林漁家世帯）より作成、購入
単価は名目額。実質単価は2020年基準消費者物価指数の
「うるち米Ａ」価格指数で実質化した。
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に
上
昇
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
�
「
令
和
の
米
騒
動
」
期
に
お
け
る
購
入
・
家
庭
内
在

庫
・
摂
取
量

⑴

家
計
調
査
年
報
か
ら
み
た
購
入
数
量

「
令
和
の
米
騒
動
」
期
に
お
け
る
、
価
格
上
昇
を
伴
い
な
が
ら

の
米
需
要
の
拡
大
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
小
売
価
格
の
上
昇
や
店

頭
在
庫
が
な
く
な
っ
て
米
が
買
え
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
消
費

者
が
家
庭
内
在
庫
を
積
み
増
す
た
め
に
通
常
よ
り
購
入
数
量
を
増

や
し
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う

し
た
要
素
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、実
際
に「
米
を
食
べ
る
」

量
が
増
え
た
と
い
う
要
素
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
①
家
計
調
査
に
お
い
て
「
米
」
の

代
替
と
な
る
「
パ
ン
」
等
の
購
入
数
量
の
推
移
が
か
つ
て
二
回
の

価
格
高
騰
時
と
は
異
な
る
動
き
を
み
せ
る
こ
と
、
②
「
穀
類
」
全

体
と
し
て
の
購
入
数
量
が
増
え
「
肉
類
」
の
購
入
数
量
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
、
③
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
け
る
「
穀
類
」
の

摂
取
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
④
家
計
調
査
か
ら
推
計
さ
れ
る

「
米
」
の
家
庭
内
在
庫
量
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
、
⑤
米
の
消
費

動
向
調
査
結
果
で
も
「
精
米
」
の
消
費
が
最
近
ま
で
増
加
し
て
お

り
家
庭
内
在
庫
は
増
え
て
い
な
い
こ
と
、
の
五
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

表
8
の
よ
う
に
「
食
パ
ン
」
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量

は
減
少
を
続
け
て
お

り
、「
米
」
を
代
替

す
る
機
能
は
果
た
し

て
い
な
い
。
購
入
単

価
は
「
米
」
ほ
ど
で

は
な
い
が
上
昇
を
続

け
て
お
り
、
二
〇
二

一
年
比
で
二
四
年
の

購
入
単
価
は
一
・
一

〇
倍
と
な
っ
て
い

る
。「
食
パ
ン
」
以

外
の
パ
ン
を
含
む

「
パ
ン
」
全
体
で
も
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
減
少
を
続

け
、
購
入
単
価
は
同
期
間
に
一
・
一
五
倍
と
、「
食
パ
ン
」
の
購

入
単
価
を
上
回
る
上
昇
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
間
、
消
費
者
物
価

指
数
の
「
食
パ
ン
」
価
格
指
数
は
一
・
二
三
倍
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
過
去
二
回
の
米
価
高
騰
期
と
異
な
り
、「
令
和
の
米
騒

動
」
期
に
は
、「
パ
ン
」は
、物
価
上
昇
に
伴
う
購
入
単
価
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
米
の
代
替
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

つ
ぎ
に
、「
麺
類
」
を
同
様
に
み
る
と
、
表
9
の
よ
う
に
、「
麺

類
」
計
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
二
〇
二
三
年
ま
で
減

少
し
て
い
た
が
、
二
四
年
に
や
や
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
、「
乾

う
ど
ん
・
そ
ば
」、「
パ
ス
タ
」
と
い
っ
た
、
保
存
性
の
高
い
麺
の

表8 食パンの購入動向（2021－24年）

注：家計調査（二人以上の世帯・勤労者世
帯）より作成、購入単価は名目額
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購
入
数
量
が
増
加
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
二
三
〜
二
四
年
に
か

け
て
の
「
麺
類
」
合
計
の
購
入
数
量
の
増
加
程
度
は
わ
ず
か
で
あ

り
、
二
一
年
比
の
二
四
年
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
購
入
数
量
は
〇

・
九
二
倍
と
、
減
少
し
て
い
る
。

さ
い
ご
に
「
穀
類
」
全
体
の
世
帯
員
一
人
当
た
り
支
出
金
額
を

見
る
と
、
二
〇
二
一
年
に

二
四
、
四
九
九
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
三
年
に
急

上
昇
し
、
さ
ら
に
二
四
年

に
も
急
上
昇
し
て
二
七
、

七
二
七
円
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
穀
類
」

全
体
と
し
て
価
格
上
昇
に

伴
っ
て
支
出
額
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、「
パ
ン
」

や
「
麺
類
」
の
購
入
数
量

は
増
加
し
て
お
ら
ず
、
年

報
で
見
る
限
り
、「
米
」

を
代
替
す
る
機
能
は
果
た

し
て
い
な
い
。
そ
し
て
食

生
活
全
体
を
見
る
と
、
世

帯
員
一
人
当
た
り
の
食
料

支
出
額
は
二
〇
二
一
年
か

ら
継
続
的
に
上
昇
し
、
二
四
年
に
は
三
四
一
、
九
五
六
円
と
、
二

一
年
比
で
一
・
一
五
倍
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
価
高
騰
に
先
ん

じ
て
食
料
価
格
の
全
般
的
上
昇
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
米
価

高
騰
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
形
で
食
料
全
体
と
し
て
の
消
費
者
負

担
増
を
も
た
ら
し
た
。

そ
し
て
、
表
10
に
よ
っ
て
「
肉
類
」
の
購
入
動
向
を
み
る
と
、

お
お
む
ね
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
二
一
年
比
の
二
四
年
の
世
帯

員
一
人
当
た
り
「
生
鮮
肉
」
購
入
数
量
は
〇
・
九
七
倍
と
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
「
牛
肉
」
の
購
入
数
量
の
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、

二
一
年
比
で
二
四
年
の
購
入
数
量
は
〇
・
八
〇
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
豚
肉
」
は
微
減
の
〇
・
九
七
倍
、「
鶏
肉
」

は
水
準
を
維
持
し
て
一
・
〇
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、「
生

鮮
肉
」
の
購
入
単
価
は
一
・
〇
八
倍
、
価
格
指
数
は
一
・
一
五
倍

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
年
報
を
見
る
限
り
、「
生
鮮
肉
」

の
価
格
上
昇
に
よ
っ
て
購
入
単
価
も
上
昇
し
、
特
に
単
価
の
高
い

「
牛
肉
」を
中
心
に
購
入
数
量
が
減
少
し
た
が
、
単
価
の
安
い「
鶏

肉
」
が
そ
の
分
増
え
る
こ
と
な
く
、「
生
鮮
肉
」
消
費
が
減
退
し

た
と
言
え
る
。

な
お
、
他
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
源
の
世
帯
員
一
人
当
り
購
入
数

量
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
期
間
に
、「
ハ
ム
」
が
〇
・
八
一
倍
、「
ソ

ー
セ
ー
ジ
」
が
〇
・
九
二
倍
、「
ベ
ー
コ
ン
」
が
〇
・
七
九
倍
、「
生

鮮
魚
介
」
が
〇
・
七
九
倍
、「
塩
干
魚
介
」
が
〇
・
八
五
倍
と
な

っ
て
お
り
、
動
物
質
の
一
人
当
た
り
購
入
数
量
が
全
体
的
に
落
ち

表9 主な麺類の世帯員1人当たり購入数量（2021－24年）

注：家計調査（二人以上の世帯・勤労者世帯）より作成。
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込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
人
当
た
り

購
入
数
量
の
面
か
ら
み
る
と
、

「
令
和
の
米
騒
動
」
期
に
お
い

て
は
、
動
物
性
食
品
の
購
入

減
、「
パ
ン
」
の
購
入
減
の
中

で
、「
米
」
の
購
入
数
量
が
「
復

活
」
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

単
純
に
「
家
庭
内
在
庫
の
積
み

増
し
」
と
は
言
い
難
い
面
が
あ

る
。

⑵

国
民
栄
養
・
健
康
調
査
で

見
る
摂
取
量

こ
の
点
を
、
実
際
に
家
庭
で

調
理
摂
取
さ
れ
た
も
の
を
調
査

し
た
国
民
栄
養
・
健
康
調
査
で
検
討
し
て
み
る
。
残
念
な
が
ら
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
二
〇
二
〇
年
と
二
一
年
の
調
査
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
二
四
年
の
調
査
結
果
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
令

和
の
米
騒
動
」
前
後
の
比
較
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
と
二
〇
二
二

〜
二
三
年
の
調
査
結
果
を
比
べ
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
前
に
ま
ず
、
長
期
的
な
推
移
を
み
る
。
国
民
栄
養
・
健
康

調
査
は
二
〇
〇
一
年
よ
り
調
理
を
加
味
し
た
数
量
と
な
っ
た
た
め

二
〇
〇
〇
年
以
前
と
接
続
で
き
な
い
。
そ
こ
で
二
〇
〇
〇
年
ま
で

と
二
〇
〇
一
年
以
降
を
分
け
て
推
移
を
み
る
と
、戦
後
の「
穀
類
」

の
一
人
一
日
当
た
り
摂
取
量
は
一
九
五
一
年
に
ピ
ー
ク
の
四
九
六

・
三
ｇ
に
達
し
た
後
は
減
少
を
続
け
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
五
六

・
八
ｇ
と
な
っ
た
。
定
義
が
変
わ
っ
た
二
〇
〇
一
年
に
は
四
六
四

・
一
ｇ
で
あ
る
が
、
以
後
継
続
的
に
減
少
し
、
二
〇
一
九
年
に
は

四
一
〇
・
七
ｇ
ま
で
減
少
し
て
い
た
。「
穀
類
」
の
う
ち
、「
米
・

加
工
品
」
に
つ
い
て
は
一
九
六
一
年
に
ピ
ー
ク
の
四
五
〇
・
〇
ｇ

と
な
り
、
以
後
は
減
少
を
続
け
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
六
〇
・

四
ｇ
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
一
年
は
三
六
三
・
六
ｇ
で
あ
る
が

以
後
減
少
を
続
け
、
二
〇
一
九
年
に
は
三
〇
一
・
四
ｇ
と
な
っ
て

い
る
。

「
小
麦
・
加
工
品
」
は
、
一
九
七
一
年
ま
で
六
〇
〜
七
〇
ｇ
程

度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
に
八
八
・
六
ｇ
に
急
増
す
る
⑸
。

そ
の
後
も
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
が
二
〇
一
三
年
の
一
〇
五
・
三
ｇ

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
り
、
二
〇
一
九
年
に
は
九
九
・
四
ｇ

と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
穀
類
」
摂
取
量
の
継
続
的
減
少
傾
向
が
二
〇
一
九

年
以
降
ど
う
な
っ
た
か
を
見
る
と
、
表
11
の
よ
う
に
「
穀
類
」
合

計
に
つ
い
て
は
二
〇
二
二
年
こ
そ
四
〇
六
・
六
ｇ
と
微
減
し
て
い

る
も
の
の
二
三
年
は
四
一
一
・
二
ｇ
と
、
一
九
年
を
上
回
っ
て
い

る
。
ま
た
「
米
」、「
米
加
工
品
」
と
も
に
、
一
九
年
よ
り
も
二
二

年
の
摂
取
量
は
減
少
し
て
い
る
が
、
二
三
年
は
二
二
年
を
上
回

表10 生鮮肉の世帯員一人当たり購入数量（2021－24年）

注：家計調査（二人以上の世帯・勤労者世帯）より作成。
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る
。「

小
麦
・
加
工
品
」
は
、
二
〇
二
二
に
は
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一
三

年
を
上
回
る
一
〇
五
・
六
ｇ
を
記
録
し
、
二
三
年
も
ほ
ぼ
同
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。

「
そ
の
他
の
穀
類
・
加
工
品
」
も
、
定
義
が
変
わ
っ
た
二
〇
〇

一
年
以
降
、
七
・
六
ｇ
〜
一
〇
・
六
ｇ
の
間
で
増
減
を
繰
り
返
し

て
い
た
が
、
二
〇
年
に
は
過
去
最
高
の
一
〇
・
八
ｇ
に
達
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
五
一
年
以
降
進
ん
で
き
た
「
穀
類
」
摂

取
量
の
減
少
は
、「
令
和
の
米
騒
動
」
で
米
価
が
高
騰
し
始
め
る

二
〇
二
二
〜
二
三
年
に
か
け
て
停
滞
・
逆
転
し
、「
穀
類
」
摂
取

量
の
増
加
に
転
じ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
「
穀
類
」
の
一
つ
で
あ
る

「
米
」
や
「
米
加
工
品
」
に
つ
い
て
も
、
米
価
上
昇
が
顕
著
に
な

る
二
〇
二
三
年
に
お
い
て
、
む
し
ろ
二
二
年
よ
り
摂
取
量
が
増
加

す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
畜
産
物
の
摂
取
動
向
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。「

動
物
性
食
品
」
総
量
と
し
て
は
、
戦
後
、
二
〇
〇
一
年
に
三

七
八
・
五
ｇ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
摂
取
量
は

増
加
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
二
年
以
降
、
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
も
二
〇
〇
八
年
の
三
〇
二
・
〇
ｇ
を
底
に
、
再
び
増

加
傾
向
に
転
じ
、
二
〇
一
九
年
に
は
三
四
〇
・
一
ｇ
ま
で
回
復
し

て
い
た
。
な
お
、
二
〇
〇
二
年
以
降
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
摂
取
量

減
少
は
、
同
期
間
の
「
乳
類
」
の
摂
取
量
減
少
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。

「
魚
介
類
」に
つ
い
て
も
、
戦
後
増
加
傾
向
を
続
け
て
き
た
が
、

一
九
九
七
年
の
九
八
・
二
ｇ
を
ピ
ー
ク
と
し
て
明
ら
か
な
減
少
傾

向
に
転
じ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
肉
類
」
は
戦
後
初
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録

し
た
一
九
七
四
年
に
一
時
的
に
大
幅
な
落
ち
込
み
を
見
せ
た
の
を

除
い
て
、
摂
取
量
は
継
続
的
に
増
加
傾
向
を
見
せ
、
二
〇
一
八
年

表11 穀類の1日1人当たり平均摂取量（男女・年齢計）

注：国民栄養・健康調査より作成。
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に
は
過
去
最
高
の
一
〇
四
・
五
ｇ
、
二
〇
一
九
年
に
も
ほ
ぼ
同
等

の
一
〇
三
・
〇
ｇ
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
二
〇
二
三
年
ま
で
の
動
き
を
み
る
と
、
表
12
の
よ
う

に
、「
肉
類
」
摂
取
量
は
二
〇
二
二
年
ま
で
は
増
加
し
た
が
、
二

三
年
に
減
少
す
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
こ
こ
で
減
少
し
て
い
る
の

は
「
畜
肉
」
で
あ
る
。

食
品
群
別
摂
取
た
ん
ぱ
く
質
比
率

も
、
長
期
的
に
は
、「
穀
類
」
か
ら

の
摂
取
比
率
が
低
下
し
、「
動
物
性

食
品
」、
特
に
「
肉
類
」
か
ら
の
摂

取
比
率
が
上
昇
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
直
近
年
の
状
況

を
見
る
と
、
二
〇
二
三
年
に
は
「
肉

類
」
か
ら
の
摂
取
た
ん
ぱ
く
質
比
率

は
引
き
続
き
上
昇
し
て
い
る
と
は
い

え
、「
穀
類
」
か
ら
の
摂
取
た
ん
ぱ

く
質
比
率
も
上
昇
し
て
お
り
、「
米

・
加
工
品
」
か
ら
の
摂
取
た
ん
ぱ
く

質
比
率
も
上
昇
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
摂
取
量
と
い
う

観
点
か
ら
み
る
と
、「
令
和
の
米
騒

動
」
期
に
お
い
て
は
、
従
来
の
よ
う

な
「
穀
類
」
依
存
度
の
低
下
傾
向
が

見
ら
れ
な
く
な
り
、
若
干
で
は
あ
る
が
「
穀
類
」
依
存
度
が
上
昇

す
る
兆
し
が
み
ら
れ
る
と
言
え
る
。

⑶

家
計
調
査
月
次
報
告
か
ら
み
る
購
入
数
量
と
家
庭
内
在
庫
量

つ
ぎ
に
、
家
計
調
査
の
直
近
月
ま
で
の
購
入
動
向
を
み
て
み

る
。「

米
」
の
購
入
数
量
の
対
前
年
同
月
差
を
「
う
る
ち
米
Ａ
」
の

価
格
指
数
の
上
昇
が
始
ま
っ
た
二
〇
二
二
年
九
月
以
降
に
つ
い
て

み
る
と
、
当
初
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
た
。
マ
イ
ナ
ス
が
続
く

と
い
う
こ
と
は
消
費
が
減
少
す
る
か
、
家
庭
内
在
庫
が
減
少
す
る

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
同
年
一
二
月
ま
で
の
対
前
年
同
月
購
入

数
量
差
を
一
年
間
分
累
積
す
る
と
、
一
年
前
と
比
べ
た
年
間
消
費

増
減
と
家
庭
内
在
庫
増
減
の
合
計
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
二
〇
二
二
〜
二
三
年
の
間
に
国
民
栄
養
・
健
康
調
査
の
一
人

一
日
当
た
り
「
米
」
摂
取
量
は
二
八
七
・
三
ｇ
か
ら
二
九
二
・
一

ｇ
へ
と
四
・
八
ｇ
増
加
し
て
い
た
か
ら
、
年
間
摂
取
量
は
一
・
七

五
㎏
程
度
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
二
〇
二
三
年
一
月

か
ら
一
二
月
ま
で
の
対
前
年
同
月
購
入
数
量
差
の
累
積
値
は
マ
イ

ナ
ス
〇
・
一
四
㎏
だ
か
ら
、
摂
取
量
の
一
・
七
五
㎏
増
と
合
わ
せ

る
と
、
家
庭
内
在
庫
は
一
・
八
九
㎏
減
少
し
た
と
言
え
る
。

ま
た
、「
米
」
購
入
数
量
の
対
前
年
同
月
差
の
累
積
値
を
二
〇

二
二
年
九
月
か
ら
最
新
の
二
五
年
一
〇
月
ま
で
見
る
と
、
図
2
の

表12 肉類の1日1人当たり平均摂取量（男女・年齢計）

注：国民栄養・健康調査より作成。
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よ
う
に
二
四
年
四
月
の
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
七
㎏
が
底
で
あ
り
、
こ

の
時
点
ま
で
は
「
米
」
の
購
入
数
量
増
加
傾
向
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。他

方
、「
う
る
ち
米
Ａ
」
の
価
格
指
数
の
対
前
月
ポ
イ
ン
ト
差

を
み
る
と
、
二
〇
二
二
年
九
月
以
降
二
四
年
五
月
ま
で
の
間
で
最

大
の
上
昇
ポ
イ
ン
ト
を
記
録
す
る
の
は
二
三
年
一
〇
月
の
一
・
五

ポ
イ
ン
ト
で
、
二
三
年
一
二
月
以
降
、
毎
月
の
上
昇
ポ
イ
ン
ト
は

一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
未
満
に
落
ち
着
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
四
年

五
月
に
は
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
、
六
月
に
は
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
と
急

激
に
上
昇
し
始
め
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
四
年
五
月
以
降
の
「
米
」
購
入
数
量
の
対
前

年
同
月
差
の
累
積
値
の
上
昇
＝
米
購
入
数
量
の
増
加
局
面
へ
の
転

換
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

消
費
者
は
二
四
年
四
月
ま
で
、
諸
物
価
高
騰
の
中
で
、「
肉
類
」

の
消
費
を
抑
え
て
「
穀
類
」、
中
で
も
「
米
」
の
摂
取
を
増
や
し

つ
つ
、
そ
れ
を
米
価
が
落
ち
着
く
ま
で
家
庭
内
在
庫
で
な
る
べ
く

し
の
ぐ
と
い
う
動
き
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
四
年
五
月
以

降
、
米
価
の
急
騰
に
よ
っ
て
「
価
格
の
落
ち
着
き
」
が
見
通
せ
な

く
な
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
的
な
対
応
は
限

界
に
達
し
、
そ
れ
ま
で
減
っ
て
き
た
家
庭
内
在
庫
を
回
復
し
つ

つ
、
摂
取
増
に
対
応
す
る
購
入
増
も
加
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
直
近
月
ま
で
の
「
生
鮮
肉
」
購
入
数
量

図2 米の世帯員1人当たり購入数量の対前年同月差の累積値

注：家計調査（2人以上の世帯・勤労者世帯）より作成。年間累積値ではなく2022年9月以降当該年月までの通
算累積値である。
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の
対
前
年
同
月
差
の
推
移
を
み
て
お
く
。「
生
鮮
肉
」
に
つ
い
て

は
家
庭
内
に
長
期
在
庫
を
積
み
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
前
年
に
比
べ
て
購
入
数
量
が
増
え
て
い
る

か
ど
う
か
を
、
一
人
当
た
り
購
入
数
量
の
対
前
年
同
月
差
の
過
去

一
年
間
の
累
積
値
で
み
る
と
、
図
3
の
よ
う
に
、
二
〇
二
四
年
八

月
ご
ろ
ま
で
対
前
年
で
急
速
に
減
少
が
進
み
、
そ
の
後
減
少
量
は

下
げ
止
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
二
五
年
一
〇
月
時
点
で
も
対

前
年
減
少
量
は
六
八
八
ｇ
に
達
す
る
。
し
か
も
こ
の
減
少
量
の
下

げ
止
ま
り
傾
向
は
、
最
も
安
価
な
「
鶏
肉
」
の
購
入
数
量
回
復
傾

向
に
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷

米
の
消
費
動
向
調
査
結
果
か
ら
み
る
消
費
と
家
庭
内
在
庫

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
米
の
消
費
動
向
調
査
結
果
に
よ
っ
て
補

足
し
て
お
く
。

ま
ず
、「
精
米
」
の
月
末
在
庫
量
を
世
帯
員
一
人
当
た
り
に
換

算
し
て
み
る
と
、「
令
和
の
米
騒
動
」
前
と
比
べ
て
特
に
増
え
て

お
ら
ず
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
か
ら
二
四
年
三
月
ご
ろ
に
か
け
て

む
し
ろ
家
庭
内
在
庫
は
減
少
し
て
お
り
、
先
の
家
計
調
査
で
み
た

購
入
数
量
の
対
前
年
同
月
差
の
累
積
分
析
の
結
果
と
一
致
す
る
。

二
四
年
出
来
秋
以
降
、
家
庭
内
在
庫
は
増
加
し
始
め
る
が
、
そ
れ

は
「
令
和
の
米
騒
動
」
前
の
在
庫
水
準
を
回
復
す
る
動
き
に
過
ぎ

な
い
。

ま
た
、
二
〇
二
二
年
八
月
以
降
に
つ
い
て
世
帯
員
一
人
当
た
り

図3 生鮮肉の1人1月あたり購入数量の対前年同月差の過去1年間累積値

注：家計調査（2人以上の世帯・勤労者世帯）より作成。
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の
当
該
月
ま
で
の
一
二
か
月
累
計
消
費
量
を
み
る
と
、
図
4
の
よ

う
に
、
米
価
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
五
年
二
月
ま
で
増
加
し

て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
米
価
高
騰
に
耐
え
か
ね
て
消
費
量
を

急
速
に
減
少
さ
せ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
二
五
年
三
月
以
降
の
「
精
米
」
消
費
急
減
の
代
替
と
な

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
家
計
調
査
で
当
該
月
ま
で
の

年
間
購
入
数
量
を
減
少
さ
せ
て
き
た
「
食
パ
ン
」
が
、
同
年
三
月

か
ら
購
入
数
量
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ま
た
少
し
前
に
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
二
四
年
三
月
ご
ろ
か
ら
「
乾
う
ど
ん
・
そ
ば
」、
七
月
ご
ろ

か
ら
「
即
席
麺
」
と
「
他
の
穀
類
の
そ
の
他
」（
雑
穀
等
）、
一
〇

月
ご
ろ
か
ら
「
中
華
麺
」
が
、
当
該
月
ま
で
の
年
間
購
入
数
量
を

伸
ば
し
て
い
る
。
な
お
、「
パ
ス
タ
」
の
当
該
月
ま
で
の
年
間
購

入
数
量
も
二
三
年
四
月
以
降
二
五
年
五
月
ま
で
伸
び
て
き
た
が
、

二
五
年
六
月
以
降
減
少
過
程
に
入
っ
て
い
る
。「
令
和
の
米
騒
動
」

期
に
お
け
る
「
パ
ス
タ
」
の
位
置
は
、「
米
」
の
代
替
と
い
う
よ

り
、「
米
」
と
並
走
し
て
き
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

5
�
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、「
令
和
の
米
騒
動
」
に
お
い
て
は
、
過
去
二

度
の
米
価
高
騰
期
に
比
べ
て
、
必
ず
し
も
米
の
消
費
減
退
は
明
確

で
な
い
。
家
計
調
査
で
見
た
購
入
数
量
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
内
在
庫
量
は
決
し
て
増
加
し
て
い
な
い
。
国
民
栄
養
・

健
康
調
査
や
米
の
消
費
動
向
調
査
の
結
果
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

図4 1人当たり当該月までの年間精米消費量

注：米の消費動向調査より作成。
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一
人
当
た
り
米
摂
取
量
・
消
費
量
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
「
穀
食
か
ら
肉
食
へ
」
の
流

れ
が
、
所
得
減
退
の
中
で
「
肉
食
か
ら
穀
食
へ
」
と
反
転
し
、
こ

う
し
た
「
食
生
活
の
低
度
化
」
の
進
行
の
中
で
、
米
価
高
騰
に
も

か
か
わ
ら
ず
穀
類
の
一
種
と
し
て
の
米
の
摂
取
量
と
購
入
数
量
も

一
定
程
度
維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

近
年
の
実
質
賃
金
や
可
処
分
所
得
の
動
向
を
見
る
な
ら
ば
、
こ

う
し
た
一
人
当
た
り
の
米
需
要
の
動
向
は
底
堅
く
推
移
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
国
内
生
産
量
の
確
保

が
求
め
ら
れ
る
。

注
：

⑴

消
費
者
物
価
指
数
作
成
に
使
わ
れ
る
小
売
物
価
統
計
調
査
の
調
査
品
目

は
「
基
本
銘
柄
」
で
、
例
え
ば
「
食
パ
ン
」
で
あ
れ
ば
、
形
状
が
い
わ
ゆ

る
「
食
パ
ン
」
で
あ
る
も
の
で
複
数
の
代
表
的
銘
柄
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵

な
お
、「
う
る
ち
米
Ｂ
」
も
こ
の
間
同
様
の
推
移
を
み
せ
る
が
、
緊
急
輸

入
米
が
小
売
店
に
並
び
始
め
た
こ
と
に
よ
り
一
九
九
四
年
三
月
の
価
格
指

数
は
「
う
る
ち
米
Ａ
」
よ
り
や
や
低
く
な
り
、
輸
入
米
価
格
の
影
響
が
大

き
く
な
っ
た
九
四
年
四
月
以
降
七
月
ま
で
「
う
る
ち
米
Ｂ
」
の
価
格
調
査

は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑶

家
計
調
査
の
「
食
パ
ン
」
と
は
、
パ
ン
の
う
ち
、
基
本
的
な
原
材
料
（
穀

粉
、
酵
母
種
、
食
塩
、
砂
糖
、
脂
肪
）
の
み
で
で
き
て
い
る
も
の
で
、
形

状
は
問
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
売
物
価
統
計
調
査
の
「
食
パ
ン
」
と
は

異
な
る
。

⑷

基
本
的
な
原
材
料
以
外
の
材
料
を
加
え
、
初
め
か
ら
一
つ
に
成
形
さ
れ

た
パ
ン
。

⑸

前
年
一
二
月
の
円
切
り
上
げ
等
を
背
景
と
し
て
七
二
年
七
月
一
日
か
ら

政
府
売
渡
麦
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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は
じ
め
に

令
和
の
米
騒
動
に
よ
る
米
価
高
騰
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

石
破
政
権
で
は
生
産
調
整
の
見
直
し
を
含
む
米
増
産
に
か
じ
を
切

っ
た
が
、
民
間
在
庫
の
積
み
増
し
に
よ
っ
て
、
高
市
政
権
で
は
再

度
「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
へ
と
再
転
換
を
試
み
て
い
る
。
水
田

政
策
見
直
し
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
財
務
省
か
ら
は

農
政
解
体
的
意
見
も
出
て
き
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
第
一
に
、
水
田
土
地
利
用
の
長
期
的
動
向

を
確
認
し
つ
つ
、
第
二
に
、
令
和
の
米
騒
動
下
の
主
食
用
米
へ
の

復
帰
過
程
を
概
観
す
る
。
第
三
に
、
今
回
の
主
食
用
米
増
産
は
、

飼
料
米
か
ら
の
作
付
け
転
換
が
主
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
対
応
に
は

大
き
な
地
域
差
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
差
を
業
務
用
米
産
地
と

家
庭
用
米
産
地
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
検
討
す
る
。
第
四
に
、
米

収
量
階
層
別
の
市
町
村
分
布
を
確
認
し
つ
つ
、
生
産
調
整
を
続
け

た
場
合
と
廃
止
し
た
場
合
の
限
界
収
量
の
変
動
を
検
討
し
、
そ
の

影
響
の
地
域
差
を
検
討
す
る
。
第
五
に
、
生
産
調
整
を
継
続
し
た

場
合
と
廃
止
し
た
場
合
の
限
界
米
価
を
推
定
し
、
現
下
の
水
稲
作

付
を
規
模
の
経
済
で
吸
収
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

1
�
水
田
土
地
利
用
の
長
期
的
動
向

図
1
は
、
耕
地
統
計
に
よ
り
米
過
剰
が
顕
在
化
し
た
一
九
七
〇

年
以
降
の
水
田
面
積
・
水
稲
作
付
の
動
向
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

水
田
潰
廃
は
、
植
林
そ
の
他
（
現
在
は
荒
廃
農
地
の
み
把
握
）、

田
畑
転
換
、
農
外
転
用
に
分
か
れ
る
が
、
各
年
実
績
を
集
計
し
て

標
示
し
て
あ
る
。
こ
う
し
た
水
田
潰
廃
面
積
は
七
〇
年
以
降
累
積

一
〇
〇
万
ha
に
達
し
、
現
状
の
生
産
調
整
面
積
に
匹
敵
す
る
水
田

耕
境
縮
小
が
進
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降

米
不
足
下
に
お
け
る
水
田
作
付
変
動
と
生
産
調
整
の
行
方

秋
山

満

宇
都
宮
大
学
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は
植
林
そ
の
他
（
荒
廃
農
地
）
が
増
大
し
て
お
り
、
農
業
内
耕
境

縮
小
が
進
展
し
て
い
る
が
、
世
代
交
代
に
伴
い
こ
う
し
た
耕
境
縮

小
が
加
速
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

水
田
内
稲
作
付
縮
小
は
、
主
食
用
米
、
新
規
需
要
米
（
主
食
以

外
）、
稲
以
外
（
転
作
）、
夏
期
不
作
付
（
麦
含
む
）
に
区
分
け
し

て
標
示
し
て
あ
る
。
七
〇
―
七
五
年
の
第
一
次
減
反
期
は
、
休
耕

を
含
む
緊
急
避
難
対
応
が
中
心
、
七
三
年
の
食
料
シ
ョ
ッ
ク
を
契

機
に
米
回
帰
が
進
ん
だ
が
、
七
八
年
以
降
構
造
的
過
剰
局
面
に
移

行
し
た
。
八
〇
年
代
の
東
北
連
続
不
作
・
韓
国
米
の
緊
急
輸
入
、

九
三
年
の
平
成
米
騒
動
・
外
米
緊
急
輸
入
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

復
田
の
動
き
を
随
伴
し
た
。
九
五
年
食
糧
法
以
降
は
、
米
価
下
落

と
生
産
調
整
面
積
の
急
拡
大
と
空
洞
化
が
進
ん
だ
。
二
〇
一
四
年

の
米
政
策
改
革
以
降
は
、
麦
・
大
豆
型
の
転
作
の
限
界
感
の
高
ま

り
か
ら
、「
米
に
よ
る
転
作
」（
新
規
需
要
米
）
が
急
拡
大
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
世
代
交
代
に
伴
う
耕
地
や
作
付
の
縮

小
（
耕
境
縮
小
）
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
地
統
計
で
は
二
〇

一
七
年
よ
り
荒
廃
農
地
等
の
把
握
が
簡
素
化
、
二
〇
年
セ
ン
サ
ス

で
は
耕
作
放
棄
地
把
握
が
廃
止
と
な
り
、
こ
う
し
た
耕
境
縮
小
過

程
が
統
計
的
に
つ
か
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
基
本
法
見
直
し
に
伴

う
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
農
地
の
保
全
目
標
の
明
確
化
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
統
計
的
把
握
の
継
続
・
充
実
を
求
め
た
い
。

二
〇
二
四
年
以
降
は
、
政
府
需
要
見
通
し
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
か
ら

米
価
高
騰
が
進
行
し
、
折
か
ら
の
円
安
進
行
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
傾

図1 水田面積・作付の推移（全国・耕地及び作付面積統計）

注：「耕地及び作付面積統計」より作成
水田かい廃面積はかい廃面積を積み上げたもの。2017年より簡素化。
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向
を
加
速
、
三
〇
年
ぶ
り
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
な
っ
た
。
九

三
年
の
平
成
米
騒
動
の
際
は
、
政
府
号
令
の
下
、
急
速
な
復
田
過

程
が
進
行
し
た
が
、
麦
・
大
豆
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
団
地
転
作
等
の
地
域
的
取
組
を
解
体
し
、
そ
の
後
の
「
転
作
の

空
洞
化
」
を
推
し
進
め
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
ガ
ッ
ト
交
渉
の
帰

結
と
し
て
の
九
五
年
新
食
糧
法
へ
の
移
行
は
、
米
市
場
の
自
由
化

に
伴
う
米
価
の
下
落
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
一
四
年

に
は
農
家
手
取
り
八
千
円
に
ま
で
米
価
が
下
落
、
む
し
ろ
水
田
農

業
の
停
滞
・
解
体
傾
向
を
強
め
っ
て
い
っ
た
。
今
回
の
「
令
和
の

米
騒
動
」
で
も
、
主
食
用
米
へ
の
転
換
を
伴
う
「
復
田
」
が
進
行

し
た
が
、
す
で
に
民
間
在
庫
が
急
増
し
て
お
り
、
米
価
急
落
へ
の

懸
念
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
石
破
政
権
で
は
、
こ
う
し
た
米
不

足
に
生
産
調
整
の
見
直
し
を
含
む
米
増
産
に
か
じ
を
切
っ
た
が
、

高
市
政
権
で
は
再
度
「
需
要
に
基
づ
く
生
産
」
に
方
向
転
換
し
て

お
り
、
旧
来
型
の
生
産
調
整
へ
再
転
換
す
る
見
通
し
だ
。
現
在
、

水
田
政
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
動
向
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

2
�
近
年
の
水
田
土
地
利
用
・
生
産
調
整
の
動
向

表
1
は
、
近
年
の
主
食
用
米
と
生
産
調
整
の
動
向
を
見
た
も
の

で
あ
る
。
主
食
用
米
作
付
面
積
は
、
二
〇
一
四
年
の
一
三
八
・
六

万
ha
か
ら
二
三
年
一
二
四
・
二
万
ha
に
一
五
万
ha
縮
小
し
た
後
、

令
和
の
米
騒
動
下
に
お
い
て
二
五
年
に
一
三
六
・
七
万
ha
に
復

表1 主食用米・備蓄米及び戦略作物等の作付状況

注：農林水産省「米をめぐる状況について」2025年9月等より作成
畑地化面積は全国で2024年17653ha、2025年7500ha。対象作物は不明。

万ha
戦略作物
計
47．0
45．6
45．6
51．2
54．9
53．1
48．3
38．8
▲14．3
0．5

飼料作物
そば・なたね
10．2
10．2
10．2
10．2
9．9
8．5
7．4
6．7
▲1．8
0．3

大豆

8．8
8．6
8．5
8．5
8．9
8．8
8．4
7．5
▲1．3
0．1

麦

9．7
9．7
9．8
10．2
10．6
10．5
10．3
9．5
▲1．0
0．1

新規需要米
WCS等
4．3
4．2
4．3
4．4
4．8
5．3
5．6
4．9
▲0．4

畑地化面積2025

飼料用
8．0
7．3
7．1
11．6
14．2
13．4
9．9
4．6
▲8．8

米粉用
0．5
0．5
0．6
0．8
0．8
0．8
0．6
0．4
▲0．4

輸出用
0．4
0．4
0．6
0．7
0．7
0．9
1．1
0．9
0．0

新規計
13．1
12．4
12．6
17．4
20．6
20．4
17．3
10．8
▲9．6

加工用

5．1
4．7
4．5
4．8
5．0
4．9
5．0
4．4
▲0．5

備蓄米

2．2
3．3
3．7
3．6
3．6
3．5
3．0
－

▲3．5

主食用米

138．6
137．9
136．6
130．3
125．1
124．2
125．9
136．7
12．5

稲作付面積

159．0
158．0
158．0
158．0
155．0
153．0
151．0
152．0
▲1．0

2018
2019
2020
2021
2022
2023
2024
2025
25／23
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帰
、
一
二
・
五
万
ha
の
作
付
増
と
な
っ
た
。
作
付
転
換
元
は
、
新

規
需
要
米
か
ら
の
転
換
が
中
心
で
あ
り
、
二
二
年
二
〇
・
六
万
ha

か
ら
二
五
年
一
〇
・
八
万
ha
へ
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
に
な
る
。
特

に
、
飼
料
用
米
が
そ
の
転
換
の
中
心
で
あ
り
、
同
一
四
・
二
万
ha

か
ら
四
・
六
万
ha
へ
三
分
の
一
に
縮
小
し
た
。「
米
に
よ
る
転
作
」

が
急
速
に
解
体
し
た
と
し
て
よ
い
。
な
お
、
同
じ
飼
料
用
で
あ
る

Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
比
較
的
軽
微
の
復
帰
で
あ
っ
た
。
個
別
的
転
作
対
応
と

地
域
的
つ
な
が
り
の
中
で
の
転
作
対
応
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
転
作

面
積
も
縮
小
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
二
四
―
二
五
年
に
合
わ
せ
て

二
・
五
万
ha
の
畑
地
化
面
積
が
あ
り
、
こ
う
し
た
畑
地
転
換
の
影

響
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
麦
・
大
豆

転
作
は
比
較
的
固
定
性
が
強
か
っ
た
と
評
価
し
て
よ
い
。
平
成
米

騒
動
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
団
地
転
作
か
ら
の
復
田

が
課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
地
域
的
取
組
や
転
作
の
空
洞
化
の
原

因
と
な
っ
た
が
、
令
和
の
米
騒
動
に
お
い
て
は
、「
米
に
よ
る
転

作
」、
取
り
分
け
飼
料
用
米
か
ら
の
転
換
が
中
心
で
あ
り
、
個
別

対
応
型
の
主
食
用
米
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

図
2
は
、
二
〇
二
五
年
の
米
流
通
の
動
向
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
主
食
用
米
の
増
産
に
伴
い
、
生
産
量
は
六
七
九
万
㌧
（
一
八

万
㌧
増
）、
う
ち
五
八
六
万
㌧
（
一
五
万
㌧
増
）
が
出
荷
さ
れ
た

が
、
Ｊ
Ａ
等
集
荷
業
者
へ
は
二
九
一
万
㌧
（
三
四
万
㌧
減
）、
集

荷
業
者
以
外
の
買
付
業
者
に
二
九
五
万
㌧
（
四
九
万
㌧
増
）
と
な

図2 主食米の流通経路の動向（2025年6～9月末現在）

資料：農林水産省「小売価格の上昇の背景」2025年10月24日より引用
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り
、
集
荷
業
者
の
集
荷
量
が
過
半
を
切
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
等
集
荷
業
者
悪
玉
論
も
マ
ス
コ
ミ
等
で
流
さ
れ
た
が
、
米
騒

動
は
確
実
に
集
荷
団
体
の
体
力
を
低
下
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
米

不
足
下
の
激
烈
な
集
荷
競
争
は
、
農
協
の
仮
渡
金
二
万
円
以
上
へ

の
高
騰
、
集
荷
業
者
・
卸
間
の
相
対
価
格
を
二
・
五
万
円
以
上
へ

上
昇
、
事
業
間
相
対
取
引
で
は
五
万
円
弱
の
回
転
売
買
が
進
み
、

消
費
者
価
格
は
四
五
〇
〇
円
／
五
㎏
に
暴
騰
し
て
い
っ
た
。

図
3
は
、
二
三
年
産
、
二
四
年
産
の
業
務
用
販
売
割
合
の
変
化

を
見
た
も
の
で
あ
る
。
米
不
足
感
は
二
三
年
あ
た
り
か
ら
さ
さ
や

か
れ
て
い
た
。
低
価
・
定
質
・
安
定
の
大
量
取
引
を
行
う
業
務
用

需
要
者
は
、
米
調
達
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
業
務
用
需

要
の
拡
大
に
対
応
し
て
、
米
主
産
地
も
家
庭
用
需
要
産
地
と
業
務

用
需
要
産
地
に
分
化
し
て
き
た
。
業
務
用
需
要
が
五
割
を
超
え
る

産
地
は
、
二
三
年
で
高
い
順
に
福
島
、
栃
木
、
群
馬
、
石
川
、
愛

知
、
宮
城
、
山
形
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
二
四
年
に
は
宮
城
を
除
い

て
業
務
用
割
合
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
島
根
、
徳
島
、
山
口
、

岐
阜
、
鳥
取
、
長
野
な
ど
、
中
部
・
西
日
本
の
主
産
地
で
急
激
に

業
務
用
割
合
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
米
不
足
感
の
下
、
業
務
用
需

要
確
保
が
全
国
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
二
三
年

ご
ろ
の
米
不
足
感
に
伴
い
、
業
務
用
需
要
者
が
そ
の
調
達
を
全
国

化
、
玉
突
き
的
に
ス
ー
パ
ー
等
家
庭
用
米
に
不
足
感
が
拡
大
し
、

二
四
年
以
降
の
米
騒
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

表
2
は
、
二
〇
二
五
年
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
の
動
向
を
見
た
も
の
で

図3 業務用販売割合の変化（2022－23／2023－24産米）

資料：農林水産省「米をめぐる資料」等より作成。
業務用販売は中食・外食向け販売
業務用割合の高い県は福島・栃木・群馬・石川・愛知・宮城（50％以上）
24年に50％を超えた県は島根・徳島・山口・岐阜
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あ
る
。
二
四
年
に
は
米
不
足
感
は
全
国
に
広
が
る
と
と
も
に
、
先

に
触
れ
た
激
烈
な
集
荷
競
争
が
展
開
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
の
概
算
金
は

二
五
年
に
は
二
・
八
万
に
ま
で
上
昇
、
新
潟
で
は
三
万
円
に
ま
で

達
し
た
。
し
か
し
、
農
家
に
よ
る
と
「
ひ
っ
き
り
な
し
に
知
ら
な

い
業
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
」
が
く
る
よ
う
に
な
り
、
Ｊ
Ａ
概
算
金

よ
り
五
〇
〇
円
か
ら
一
、
〇
〇
〇
円
高
く
即
金
で
買
う
と
声
掛
け

が
あ
っ
た
と
い
う
。
業
務
用
需
要
を
中
心
に
契
約
出
荷
が
求
め
ら

れ
る
Ｊ
Ａ
は
、
概
算
金
の
引
き
上
げ
を
限
界
（
三
万
円
米
価
）
ま

で
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
全
国
的
に
は
集
荷
率
を
大
き
く
低
下
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
激
烈
な
集
荷
競
争
は
早

場
米
の
出
回
る
八
月
ご
ろ

ま
で
続
い
た
が
、
そ
れ
以

降
ぱ
っ
た
り
業
者
の
動
き

は
止
ま
っ
て
き
た
と
い

う
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
概
算

金
引
き
上
げ
の
過
程
で
取

引
先
と
契
約
を
結
ん
で
き

た
の
で
販
売
先
は
確
保
し

て
い
る
が
、
業
者
等
が
在

庫
を
抱
え
て
安
売
り
に
出

て
き
た
場
合
、
値
崩
れ
の

心
配
は
あ
る
と
い
う
。
年

を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
の
相
場
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

3
�
主
食
米
復
帰
過
程
に
お
け
る
地
域
差

図
4
・
5
は
二
四
年
・
二
五
年
の
主
食
用
米
作
付
面
積
と
飼
料

用
米
作
付
面
積
の
動
向
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
米
不
足
感
が
出
て

き
た
二
四
年
産
で
は
生
産
調
整
へ
の
対
応
が
東
日
本
と
西
日
本
で

大
き
く
分
か
れ
た
。
東
日
本
で
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
山
梨
、
長

野
を
除
い
て
、主
食
用
面
積
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。特
に
北
海
道
、

東
北
、
関
東
、
北
陸
の
主
産
地
で
は
、
飼
料
用
米
か
ら
主
食
用
米

へ
の
転
換
が
先
行
的
に
進
展
し
て
い
た
。
西
日
本
に
お
い
て
は
、

愛
知
、
滋
賀
、
岡
山
、
徳
島
、
佐
賀
、
沖
縄
で
主
食
用
米
の
増
加

が
み
ら
れ
た
が
、
他
の
県
で
は
主
食
用
米
を
減
産
し
て
お
り
、
飼

料
用
米
と
の
関
係
も
明
瞭
で
は
な
い
。
米
依
存
度
の
違
い
が
大
き

な
地
域
差
を
伴
っ
た
と
い
え
る
。

二
五
年
産
で
は
、
山
梨
、
大
阪
、
奈
良
、
和
歌
山
を
除
い
て
、

ほ
ぼ
全
国
的
に
主
食
用
米
へ
の
復
帰
が
み
ら
れ
た
。
飼
料
用
米
か

ら
主
食
用
米
へ
転
換
し
た
場
合
が
多
い
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

家
庭
用
需
要
割
合
の
高
い
秋
田
（
家
庭
用
七
九
％
）、
新
潟
（
七

一
％
）、
青
森
（
五
五
％
）、
北
海
道
（
六
九
％
）、
山
形
（
五
一

％
）
で
は
、
飼
料
用
米
減
少
面
積
を
大
き
く
上
回
る
主
食
用
米
面

積
の
増
加
が
み
ら
れ
、
そ
の
他
の
転
作
面
積
か
ら
の
主
食
用
米
へ

の
転
換
も
進
ん
だ
。
他
方
、
早
場
米
地
帯
や
西
日
本
主
産
地
、
業

務
用
需
要
割
合
の
高
い
地
域
で
は
、
福
島
（
業
務
用
六
九
％
）、

表2 2025年JA概算金の動向

資料：日本農業新聞2025年10月8日記事より作成

当初額 上げ幅 追加払い後
青森 26000 4000 30000
岩手 28000 3000 31000
宮城 28000 3000 31000
秋田 28300 1700 30000
栃木 28000 3000 31000
新潟 30000 3000 33000
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図4 主食用米作付面積増減と飼料米作付増減の相関（2023－24）

資料：農林水産省「米に関する資料」等により作成

図5 主食用米作付面積増減と飼料米作付増減の相関（2024－25）

資料：農林水産省「米に関する資料」等により作成
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栃
木
（
六
一
％
）、
宮
城
（
五
一
％
）、
茨
城
（
三
二
％
）、
千
葉

（
二
六
％
）、
岩
手
（
四
五
％
）、
熊
本
（
三
七
％
）、
福
岡
（
九

％
）
で
、
飼
料
用
米
減
産
と
主
食
用
米
回
復
が
連
動
し
て
い
る
。

米
の
販
売
戦
略
の
違
い
が
、
主
食
用
米
復
帰
の
動
向
に
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

主
食
用
米
が
増
加
し
た
二
五
年
産
の
結
果
、
民
間
在
庫
が
二
一

五
―
二
四
五
万
㌧
と
史
上
最
高
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
今
後
の

値
崩
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
二
〇
一
四
年
の
八
千
円
へ
の
米
価
下
落

は
、
地
元
在
庫
量
を
狙
い
撃
ち
し
た
値
崩
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
産

地
は
忘
れ
て
は
い
な
い
。
二
〇
年
以
降
の
貿
易
混
乱
と
円
安
に
伴

う
小
麦
粉
価
格
の
高
騰
が
パ
ン
や
麺
製
品
の
割
高
感
を
も
た
ら

し
、
米
消
費
量
の
増
に
つ
な
が
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
米
価
急
騰

は
再
度
コ
メ
の
消
費
離
れ
を
促
進
し
て
お
り
、
今
後
の
需
要
急
減

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
米
騒
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
採
算

悪
化
を
一
時
的
に
救
っ
た
が
、
経
営
の
安
定
で
き
る
仕
組
み
こ

そ
、
現
場
の
農
家
は
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
生
産
調
整
の
見
直

し
を
伴
う
「
米
増
産
」
へ
の
掛
け
声
か
ら
「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」

へ
と
政
策
方
針
も
揺
ら
い
で
い
る
。

4
�
収
量
階
層
別
水
田
面
積
・
水
稲
作
付
の
動
向

図
6
は
二
〇
二
四
年
の
米
収
量
階
層
別
の
市
町
村
数
の
分
布
と

減
反
率
の
動
向
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
全
国
の
市
町
村
数
は
一
、

九
一
一
市
町
村
で
あ
り
、
う
ち
水
田
作
付
の
な
い
市
町
村
は
一
八

一
市
町
村
、
約
一
割
に
達
す
る
。
北
海
道
、
沖
縄
、
お
よ
び
東
京

等
の
市
街
化
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
水
稲
の
作
付
の
あ
る
市
町

村
数
は
一
七
三
〇
市
町
村
、
う
ち
都
市
的
地
域
五
九
五
（
三
四
・

四
％
）、
平
地
農
業
二
五
六
（
一
四
・
八
％
）、
中
間
農
業
五
四
四

（
三
一
・
四
％
）、
山
間
農
業
三
三
五
（
一
九
・
四
％
）
市
町
村

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
山
間
地
は
五
割
を
超
え
て
お
り
、
多
様
な

地
域
条
件
の
下
で
営
農
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
二
三
年

に
地
域
類
型
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
継
続
性
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
の
全
国
の
一
〇
ａ
当
収
量
は
五
四
〇
㎏
で
あ
り
、

四
八
〇
―
五
〇
〇
㎏
階
層
を
中
心
に
、
六
六
〇
㎏
以
上
か
ら
三
六

〇
㎏
以
下
階
層
ま
で
多
様
な
土
地
条
件
の
下
で
耕
作
が
行
わ
れ
て

い
る
。
平
地
農
業
が
五
二
〇
―
五
四
〇
㎏
階
層
を
ピ
ー
ク
に
よ
り

高
収
量
地
帯
に
分
布
し
、
山
間
地
域
は
四
六
〇
―
四
八
〇
㎏
階
層

を
ピ
ー
ク
に
よ
り
低
収
量
地
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
都
市
的
地
域

・
中
間
地
域
は
そ
の
間
に
分
布
し
て
い
る
形
だ
。
こ
う
し
た
水
田

条
件
の
差
異
を
反
映
し
て
生
産
調
整
へ
の
対
応
も
異
な
る
。
六
六

〇
㎏
以
上
の
高
位
収
量
階
層
地
域
で
は
減
反
率
は
二
九
・
八
％
で

あ
り
、
収
量
階
層
が
低
く
な
る
ほ
ど
減
反
率
は
上
昇
し
、
四
〇
〇

㎏
以
下
層
で
は
減
反
率
は
六
〇
％
を
超
え
て
く
る
。
土
地
条
件
に

よ
り
大
き
な
政
策
対
応
の
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

図
7
は
、
収
量
階
層
別
の
二
〇
二
四
年
の
水
稲
収
穫
量
を
、
高

収
量
地
帯
か
ら
累
積
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
水
田
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面
積
に
収
量
を
か
け
て
生
産
調
整
を
廃
止
し
た
場
合
の
潜
在
累
積

収
穫
量
を
示
し
た
。
生
産
調
整
が
相
対
的
に
条
件
の
悪
い
土
地
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
や
や
過
大
な
見
積
も
り
で
あ

る
。
前
者
が
現
行
程
度
の
生
産
調
整
を
し
た
場
合
、
後
者
が
生
産

調
整
を
廃
止
し
た
場
合
の
生
産
量
を
示
す
。
現
在
の
政
策
判
断
と

し
て
は
、
米
増
産
に
か
じ
を
切
り
、
生
産
調
整
を
廃
止
す
る
方
向

と
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
と
し
て
現
行
程
度
の
生
産
調
整
を

継
続
す
る
案
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
し
た
形
だ
。

二
六
年
に
は
民
間
過
剰
在
庫
を
背
景
に
生
産
目
標
を
七
一
一
万

㌧
、
現
行
作
付
よ
り
三
六
万
㌧
、
五
％
ほ
ど
生
産
調
整
を
強
化
す

る
方
針
だ
。
現
行
の
収
穫
量
累
積
曲
線
と
需
要
量
の
交
点
か
ら
求

め
ら
れ
る
限
界
単
収
は
四
五
〇
㎏
と
な
り
、
生
産
調
整
を
廃
止
し

た
場
合
の
潜
在
収
穫
量
の
限
界
単
収
は
五
三
〇
㎏
、
そ
の
差
は
八

〇
㎏
程
度
と
意
外
と
少
な
い
。

先
の
図
6
と
比
較
し
て
、
耕
境
圏
内
に
入
る
地
域
別
の
市
町
村

分
布
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
全
国
で
は
、
現
行
の
生
産
調
整

を
継
続
し
、
限
界
収
量
が
四
五
〇
㎏
以
上
の
市
町
村
数
は
一
二
七

七
市
町
村
（
七
三
・
七
％
）
と
な
る
。
生
産
調
整
を
廃
止
し
、
限

界
単
収
が
五
三
〇
㎏
に
せ
り
あ
が
っ
た
場
合
は
、
四
一
一
市
町
村

（
二
三
・
一
％
）
に
絞
り
込
ま
れ
る
。
同
様
に
各
地
域
類
型
別
に

確
認
す
る
と
、
都
市
的
地
域
で
は
、
現
行
の
生
産
調
整
の
場
合
、

三
五
六
市
町
村
（
五
九
・
八
％
）、
生
産
調
整
を
外
し
た
場
合
、

八
四
市
町
村
（
一
四
・
一
％
）
と
な
る
。
平
地
農
業
地
域
で
は
、

図6 収量階層別市町村数の分布と減反率（2024年作付）

資料：作物統計・市町村統計より作成
減反率は（水田面積ー稲作付面積）／水田面積で計算。新規需要米は水稲作付に含む
市町村数は1911，うち稲作付なしは181市町村
都市的643、平地290，中間599、山間379市町村（2023年3月地域類型改定）
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現
行
の
生
産
調
整
の
場
合
、
二
一
一
市
町
村
（
八
一
・
八
％
）、

生
産
調
整
を
外
し
た
場
合
、
一
二
二
市
町
村
（
四
七
・
三
％
）
と

な
る
。
中
間
農
業
地
域
で
は
、
現
行
の
生
産
調
整
の
場
合
、
四
四

八
市
町
村
（
八
二
・
四
％
）、
生
産
調
整
を
外
し
た
場
合
、
一
三

三
市
町
村
（
二
四
・
四
％
）
と
な
る
。
山
間
農
業
地
域
の
場
合
、

現
行
の
生
産
調
整
の
場
合
、
二
〇
〇
市
町
村
（
五
九
・
七
％
）、

生
産
調
整
を
外
し
た
場
合
、
六
二
市
町
村
（
一
八
・
五
％
）
と
な

る
。
大
き
な
地
域
的
差
を
伴
っ
た
影
響
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、

生
産
調
整
を
外
し
た
場
合
、
山
間
地
域
は
ほ
ぼ
壊
滅
的
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
生
産
調
整
を
外
す
こ

と
は
容
易
で
な
い
と
言
え
よ
う
。

5
�
限
界
単
収
に
対
応
し
た
限
界
米
価
と
水
田
稲
作
の
規

模
の
経
済

表
3
は
、
先
の
限
界
収
量
を
も
と
に
推
定
米
価
を
試
算
し
、
二

〇
二
四
年
の
米
生
産
費
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
推
定
限
界
米

価
は
、
次
の
式
で
求
め
た
。
推
定
限
界
米
価
＝
一
〇
ａ
当
生
産
費

÷
限
界
収
量
×
六
〇
。
な
お
、
限
界
米
価
は
、
生
産
調
整
を
継
続

し
た
場
合
（
限
界
単
収
四
五
〇
㎏
基
準
）
と
生
産
調
整
を
外
し
た

場
合
（
限
界
単
収
五
三
〇
㎏
基
準
）
で
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
限
界

単
収
一
・
二
、
限
界
単
収
①
・
②
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
基
準

階
層
と
し
て
平
均
経
営
コ
ス
ト
を
取
っ
た
場
合
を
一
、
①
、
分
解

基
軸
層
に
当
た
る
五
〜
一
〇
ha
経
営
を
基
準
と
し
た
場
合
を
、

図7 収量階層別・累積米生産量・潜在生産量・26年需要量見通し

資料：作物統計・市町村統計より作成。24年産実績
累積収穫量は収量の高いところから生産量を累積したもの
潜在累積生産量は、水田面積に収量をかけた潜在収穫量を累積したもの
26年需要量は、政府26年需要量見通711万ｔを利用
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二
、
②
と
し
た
。

現
行
の
生
産
調
整
を
続
け
た
場
合
（
限
界
単
収
四
五
〇
㎏
採

用
）、
限
界
米
価
一
（
平
均
階
層
基
準
）
は
一
五
〇
六
六
円
、
限

界
米
価
二
（
五
・
〇
〜
一
〇
・
〇
ha
基
準
）
は
一
二
九
一
七
円
と

な
る
。
米
騒
動
前
の
米
価
水
準
と
し
て
は
、
後
者
の
基
準
が
ほ
ぼ

該
当
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
限
界
米
価
一
（
平
均
規
模
基
準
）

の
場
合
、
水
稲
作
付
規
模
三
・
〇
―
五
・
〇
ha
（
経
営
規
模
五
七

三
ａ
）
以
上
層
の
コ
ス
ト
が
こ
の
米
価
水
準
を
下
回
る
。
限
界
米

価
二
（
分
解
基
軸
層
基
準
）
の
場
合
、
水
稲
作
付
規
模
五
・
〇
―

一
〇
・
〇
ha
（
経
営
規
模
一
一
〇
四
ａ
）
以
上
層
の
コ
ス
ト
が
米

価
水
準
を
下
回
る
。
米
騒
動
前
は
後
者
の
分
解
促
進
的
米
価
水
準

に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

生
産
調
整
を
廃
止
し
た
場
合
（
限
界
単
収
五
三
〇
㎏
採
用
）、

限
界
米
価
①
（
平
均
規
模
基
準
）
は
一
二
七
九
二
円
、
限
界
米
価

②
（
分
解
基
軸
層
基
準
）
で
は
一
〇
九
六
七
円
と
な
る
。
生
産
調

整
を
廃
止
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
〇
円
ほ
ど
米
価
が
下
が

る
試
算
だ
。
こ
う
し
た
米
価
水
準
の
場
合
、
限
界
米
価
①
（
平
均

経
営
基
準
）
を
コ
ス
ト
が
下
回
る
の
は
、
五
・
〇
―
一
〇
・
〇
ha

（
経
営
規
模
一
一
〇
四
ａ
）
以
上
層
と
な
り
、
限
界
米
価
②
（
分

解
基
軸
層
基
準
）
を
コ
ス
ト
が
下
回
る
の
は
一
〇
・
〇
―
一
五
・

〇
ha
（
経
営
規
模
二
〇
三
八
ａ
）
と
そ
れ
ぞ
れ
一
階
層
大
規
模
化

が
必
要
と
な
る
。
よ
り
分
解
促
進
的
な
米
価
水
準
と
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
規
模
の
経
済
は
六
〇
㎏
当
九
千
円
程
度
が
限
界
と
な
っ

表3 個別経営体の規模別生産費と推計限界米価水準・米生産費2024年（全国）

資料：農林水産省「米生産費調査」2024年産
限界米価は図7の限界収量で60㎏生産費を満たす米価として試算。推定米価＝10ａ生産費÷限界収量×60
限界米価1・2は限界収量450㎏（現行生産調整）の場合の推定米価。1は平均経営基準、2は5．0－10経
営基準
限界米価①・②は限界収量530㎏（生産調整廃止）の場合の推定米価。①は平均経営基準、②は5．0－10．0
経営基準

50．0～
6572
10331
496
7924
15066
12917
12792
10967

30．0－50．0
3528
4602
530
9058
15066
12917
12792
10967

20．0－30．0
2395
3193
528
8786
15066
12917
12792
10967

15．0－20．0
1700
2872
535
9086
15066
12917
12792
10967

10．0－15．0
1244
2038
531

10164
15066
12917
12792
10967

5．0－10．0
664
1104
506

11501
15066
12917
12792
10967

3．0－5．0
378
573
491

12901
15066
12917
12792
10967

1．0－3．0
176
302
496

15340
15066
12917
12792
10967

0．5－1．0
74
138
475

19684
15066
12917
12792
10967

～0．5
36
136
464

24420
15066
12917
12792
10967

平均
189
331
500

13525
15066
12917
12792
10967

稲作面積
経営面積
10ａ当単収
60㎏当生産費
限界米価1
限界米価2
限界米価①
限界米価②
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て
お
り
、
規
模
の
経
済
に
よ
る
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
み
で
は
水
田

経
営
の
安
定
化
は
難
し
い
。
水
田
政
策
見
直
し
に
当
た
り
、
生
産

者
保
護
的
な
安
定
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
代
え
て

生
産
調
整
を
め
ぐ
っ
て
は
、
業
務
統
計
に
依
存
す
る
た
め
規
模

間
の
政
策
対
応
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
政
策
改
革
が
進
行
し
て

い
る
。
セ
ン
サ
ス
ベ
ー
ス
で
は
、
二
〇
一
五
年
セ
ン
サ
ス
で
規
模

別
の
対
応
差
（
零
細
層
の
食
用
米
依
存
、
中
間
層
の
新
規
需
要
米

依
存
、大
規
模
層
の
稲
以
外
作
物
へ
の
傾
斜
）が
確
認
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
統
計
分
析
が
困
難
化
し
て
い
る
。
今
回
の
米
騒
動
に

関
し
て
も
、
二
〇
二
五
年
セ
ン
サ
ス
は
二
〇
二
四
年
作
付
を
把
握

す
る
た
め
、
主
食
用
米
復
帰
の
動
向
分
析
は
困
難
で
あ
る
。
加
え

て
、
畑
作
物
の
水
田
依
存
（
麦
類
の
六
三
％
、
豆
類
の
六
六
％
、

雑
穀
の
六
二
％
、
飼
肥
料
作
物
の
二
五
％
）
が
進
ん
で
い
る
が
、

こ
ち
ら
も
耕
地
統
計
の
簡
素
化
に
よ
り
分
析
が
困
難
化
し
て
い

る
。
基
本
法
見
直
し
に
よ
り
、
食
の
安
全
保
障
が
重
視
さ
れ
て
い

る
が
、
基
礎
的
な
統
計
整
備
を
要
望
し
た
い
。

米
騒
動
に
当
た
り
、
大
規
模
農
家
に
教
え
を
乞
う
た
。
県
南
の

大
規
模
農
家
は
一
〇
〇
ha
ク
ラ
ス
の
雇
用
型
経
営
で
あ
り
、
稲
作

と
と
も
に
六
条
大
麦
の
契
約
栽
培
と
イ
チ
ゴ
作
経
営
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
回
飼
料
用
米
か
ら
主
食
用
へ
の
転
換
を
図
っ
た

が
、
麦
作
等
の
他
の
転
作
は
あ
ま
り
大
き
く
い
じ
ら
ず
対
応
し

た
。
雇
用
型
経
営
と
し
て
、
周
年
労
働
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

最
優
先
で
あ
り
、
一
時
的
な
変
動
は
必
ず
し
も
経
営
発
展
に
は
よ

く
な
い
と
い
う
。
県
北
の
大
規
模
農
家
も
、
飼
料
用
米
か
ら
主
食

用
米
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
で
連
携
し
て
対
応
し

て
き
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
、
畜
産
農
家
も
困
る
し
、
壊
れ
た
場
合
、
再
度

の
立
ち
上
げ
に
は
話
し
合
い
を
含
む
多
大
な
地
域
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
一
時
的
な
損
得
を
離
れ
て
対
応
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。主
食
用
米
の
増
産
は
、作
業
集
中
化
を
不
可
避
と
す
る
た
め
、

作
期
分
散
を
目
指
し
て
本
格
的
に
乾
田
直
播
に
も
取
り
組
ん
だ
。

結
果
は
良
好
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
後
の
米
余
り
化
で
難
し
い

点
も
あ
る
と
い
う
。
両
者
か
ら
需
給
調
整
的
な
一
時
的
な
問
題
で

は
な
く
、
経
営
の
持
続
性
や
発
展
性
を
支
え
る
支
援
方
策
が
必
要

だ
。
特
に
雇
用
型
経
営
で
は
、
周
年
労
働
体
制
の
確
立
が
不
可
欠

と
な
っ
て
お
り
、
稲
作
だ
け
を
問
題
に
し
た
対
応
で
は
限
界
が
あ

る
。
ま
た
、
農
地
も
動
き
、
規
模
の
拡
大
も
進
む
が
、
稲
作
の
作

期
分
散
や
転
作
作
物
を
含
め
た
土
地
利
用
方
式
と
し
て
の
農
法
転

換
が
必
要
だ
。
水
田
政
策
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
が
、
単
な
る

米
の
需
給
方
策
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
経
営
全
体
の
持
続
性
・
安

定
性
を
確
保
し
、
安
定
し
た
土
地
利
用
の
方
式
を
促
進
す
る
支
援

方
策
の
見
直
し
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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1
�
水
田
政
策
の
転
換

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
二
五
年
四
月
閣
議
決

定
）
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
と
も
に
、
二
七
年
度
か
ら
の

水
田
政
策
の
転
換
を
打
ち
だ
し
た
。
二
四
年
夏
の
米
不
足
は
、「
騒

動
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
混
乱
を
招
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
の
、

米
政
策
・
水
田
政
策
の
転
換
で
あ
る
。

新
基
本
計
画
の
示
し
た
水
田
政
策
の
転
換
方
向
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
輸
出
を
拡
大
し
な
が
ら
、
米
の
増
産

を
図
る
。
②
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
は
、
水
田
、
畑
に
か
か
わ
ら

ず
、
作
物
別
の
「
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
者
」
へ
の
支
援
に
見

直
す
。
③
産
地
交
付
金
は
、
地
域
事
情
に
応
じ
た
産
地
形
成
を
促

進
す
る
仕
組
み
に
見
直
す
。
④
有
機
農
業
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥

料
な
ど
を
支
援
す
る
。
⑤
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
支
援
を
拡

大
す
る
。

「
米
騒
動
」
が
つ
づ
く
な
か
で
、
石
破
首
相
（
当
時
）
は
二
五

年
七
月
、
関
係
閣
僚
会
議
で
、「
意
欲
あ
る
生
産
者
が
不
安
な
く

増
産
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
新
た
な
米
政
策
へ
転
換
す
る
」
と
発

言
し
た
。
米
を
含
め
た
所
得
政
策
に
含
み
を
も
た
せ
た
発
言
で
あ

る
。こ

れ
は
、
政
府
・
与
党
間
の
調
整
で
、「
需
要
に
応
じ
た
増
産
」

と
の
表
現
に
変
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、
高
市
内
閣
で
は
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」（
鈴
木
農

相
）
と
表
現
し
、
米
の
輸
出
拡
大
は
現
実
的
で
な
い
と
、
従
来
の

よ
う
な
政
策
方
向
に
舵
を
き
っ
て
い
る
。

で
は
、
二
七
年
度
か
ら
の
「
水
田
政
策
の
転
換
」
は
可
能
な
の

か

こ
こ
で
は
、
水
田
活
用
の
交
付
金
へ
の
取
組
み
と
あ
わ
せ

て
、
稲
作
経
営
の
動
向
を
み
る
こ
と
で
、
今
後
の
政
策
展
開
の
方

水
田
政
策
の
転
換
は
可
能
か

―
稲
作
経
営
と
水
田
活
用
の
動
向
―

神
山
安
雄

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

������������������������� 農村と都市をむすぶ2026．1
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向
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

2
�
水
田
活
用
交
付
金
と
稲
作
経
営

水
田
活
用
の
交
付
金
の
交
付
実
績
等
（
表
1
、
図
1
）
を
み
る

と
、
二
二
年
ま
で
は
主
食
用
米
の
削
減
に
よ
っ
て
、
主
食
用
以
外

の
新
規
需
要
米
、
特
に
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
作
付
け
が
増

加
し
て
い
る
。
政
府
は
年
々
、
米
の
生
産
調
整
を
強
化
し
、
需
要

を
上
ま
わ
る
主
食
用
米
の
過
剰
作
付
け
の
あ
っ
た
時
期
に
は
、
過

剰
作
付
け
分
を
飼
料
用
米
に
転
用
す
る
た
め
に
産
地
交
付
金
を
追

加
転
作
の
助
成
金
に
回
し
て
い
く
措
置
を
と
っ
た
。
ま
た
、
二
〇

〜
二
二
年
度
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
、
主
食
用
米
の

需
要
量
は
年
間
一
〇
万
ト
ン
ず
つ
減
少
す
る
と
の
見
通
し
を
た

て
、
主
食
用
米
か
ら
主
食
以
外
の
飼
料
用
米
等
へ
の
「
転
作
」
を

進
め
た
。
こ
の
需
要
見
通
し
が
読
み
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
間
の
米
騒
動
が
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

米
の
供
給
不
足
が
表
面
化
し
は
じ
め
た
二
三
年
か
ら
は
、
飼
料

用
米
な
ど
の
新
規
需
要
米
を
減
ら
し
て
主
食
用
米
の
増
産
に
向
か

う
動
き
が
、
一
気
に
加
速
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
農
業
経
営
の
大
規
模
法
人
化
が
政
策
的
に
も
推
進
さ
れ

て
い
る
が
、
稲
作
経
営
で
も
大
規
模
化
が
進
ん
だ
。

水
稲
作
付
面
積
規
模
一
五
ha
以
上
経
営
の
作
付
面
積
シ
ェ
ア

は
、
二
〇
年
で
も
二
七
・
二
％
に
の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
二
五
年
に

は
三
五
・
七
％
、
四
三
万
ha
余
り
に
増
加
し
た
（
表
2
）。
な
か

で
も
五
〇
ha
以
上
経
営
は
、
作
付
面
積
シ
ェ
ア
が
一
〇
・
九
％
、

水
稲
作
付
面
積
一
三
・
二
万
ha
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
二
ha
未
満
経
営
は
、
作
付
面
積

シ
ェ
ア
が
二
〇
年
に
約
三
割
で
あ
り
、
二
五
年
で
も
二
四
％
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
三
ha
未
満
経
営
に
ま
で
広
げ
る
と
、
二
〇
年
で
四

割
近
く
、
二
五
年
で
も
三
割
余
り
に
な
る
。

規
模
拡
大
の
困
難
な
中
山
間
地
域
な
ど
で
は
、
中
小
規
模
の
稲

作
経
営
が
広
範
に
存
在
し
て
い
る
。

大
規
模
な
稲
作
経
営
が
作
付
面
積
シ
ェ
ア
を
大
き
く
増
加
さ
せ

た
と
は
い
え
、
稲
作
経
営
数
は
二
五
年
に
五
三
万
経
営
余
り
に
減

少
し
、
水
稲
作
付
面
積
も
一
二
〇
万
ha
余
り
に
ま
で
減
少
し
た
。

中
小
規
模
の
稲
作
経
営
が
離
農
な
ど
で
減
少
し
、
そ
の
離
農
跡
地

等
の
水
田
利
用
を
大
規
模
稲
作
経
営
が
引
き
受
け
き
れ
な
い
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
。

稲
作
全
体
を
維
持
し
て
農
地
利
用
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
規
模
化
だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
中
小
規
模
の

稲
作
経
営
が
持
続
で
き
る
仕
組
み
と
施
策
を
早
急
に
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
稲
作
経
営
は
水
利
施
設
を
必
要
と
し
、
水
田
は
保
水
・

貯
水
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
、
中
小
規
模

稲
作
経
営
を
含
め
た
施
策
展
開
を
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
。

3
�
生
産
費
と
価
格
水
準

中
小
規
模
の
稲
作
経
営
が
離
農
な
ど
に
よ
り
減
少
し
、
日
本
稲
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表1 水田の利用状況の推移（2010～2025年産）

資料；農林水産省「米をめぐる状況について」2025年3月、同「農業者戸別所得補償制度の支払実績」各年度、
同「経営所得安定対策等の支払実績」各年度、等により作成

注1）水稲作付面積・計、主食用米は、農林水産省「作物統計」による。ただし、2025年産は2025年9月15日現
在

2）新市場開拓米は、輸出用米を含む。
3）備蓄米は、2010年産までは主食用米で対応。
4）麦、大豆、飼料作物は、2024年産まで二毛作を含む。増減は二毛作を除く。

単位；千ha、万トン

飼料作物

95．7

100．9

102．2

102．5

101．7

103．2

104．9

104．2

103．3

102．6

102．8

103．2

99．6

85．2

54．8

75．8

45．6

43．8

△9．2

△1．7

大 豆

112．0

111．1

105．3

103．3

105．7

113．0

115．7

116．3

113．5

111．3

109．6

98．4

88．6

89．0

59．8

96．1

67．2

74．9

7．5

7．7

麦

（4麦）

166．3

169．7

166．0

165．3

167．5

170．6

172．3

170．1

169．8

170．8

173．6

155．6

138．0

140．8

62．1

156．8

78．1

94．8

16．0

16．7

水稲作付面積

新規需要米

WCS用稲

15．9

22．9

25．4

26．4

30．7

37．9

41．1

42．3

42．1

42．1

42．5

43．9

48．0

52．7

55．9

48．9

3．2

△7．0

飼料用米

14．8

33．8

34．3

21．8

33．9

79．5

90．8

91．0

79．2

72．2

70．7

115．3

141．6

133．3

98．1

46．0

△35．2

△52．1

計

37

66

68

54

71

125

139

143

131

124

126

174

206

204

173

108

△31

△65

加工用米

39

28

33

38

49

47

51

52

51

47

45

48

50

49

26

44

△23

18

備蓄米

12

15

33

45

45

40

35

22

33

37

36

36

35

30

△5

主食用米

生産量
万㌧

824

813

821

818

788

744

750

731

733

726

723

701

670

661

679

748

18

69

作付面積

1580

1526

1524

1522

1474

1406

1381

1370

1386

1379

1366

1303

1251

1242

1259

1367

17

108

計

青刈り
除く

1625

1574

1579

1597

1573

1505

1478

1465

1470

1469

1462

1403

1355

1344

1359

···

15

···

計

青刈り
含む

1657

1632

1641

1647

1639

1623

1611

1600

1592

1584

1575

1564

1545

1531

1514

···

△17

···

2010年産

2011年産

2012年産

2013年産

2014年産

2015年産

2016年産

2017年産

2018年産

2019年産

2020年産

2021年産

2022年産

2023年産

二毛作除く

2024年産

二毛作除く

2025年産

増減（△）

23－24年

24－25年
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図1 主食用以外の米の作付面積の推移（2018～2025年産）

資料；表1に同じ

表2 水稲作付面積規模別稲作経営の作付面積シェアの推移
（2005～2025年、全国）

資料；農林水産省「米をめぐる状況について」、2025年農林業センサス（概数値）、により作成

2025年
シェア
4．3
8．1
11．2
7．3
9．6
14．4
9．4
35．7
6．9
9．3
8．5
10．9
100．0

作付面積
52
98
136
88
116
174
113
431
84
112
103
132
1，209
533
2．27

2020年

5．8
10．5
13．9
8．5
10．5
14．8
8．8
27．2
··
··
··
··

1，286
714
1．80

2015年

8．5
14．7
16．8
9．3
11．0
13．8
7．5
18．4
··
··
··
··

1，312
952
1．38

2010年

10．8
18．0
19．4
9．8
10．7
11．9
5．9
13．4
··
··
··
··

1，369
1，169
1．17

2005年

13．3
22．0
24．7
11．7
10．8
10．4
4．2
2．9
··
··
··
··

1，386
1，406
0．99

0．5ha未満
0．5～1ha
1～2ha
2～3ha
3～5ha
5～10ha
10～15ha
15ha以上
15～20ha
20～30ha
30～50ha
50ha以上

作付面積 千ha
稲作経営数 千経営
作付面積／経営 ha

作付面積
シェア
％

水田政策の転換は可能か―稲作経営と水田活用の動向― ������������
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作
全
体
が
縮
小
し
て
い
る
。
こ
の
現
実
は
、
長
い
間
、
稲
作
経
営

の
手
取
り
米
価
が
生
産
費
割
れ
の
状
態
が
つ
づ
い
た
こ
と
が
要
因

の
ひ
と
つ
に
あ
る
。

相
対
取
引
価
格
が
支
払
利
子
地
代
算
入
生
産
費
を
下
ま
わ
る
と

き
が
あ
る
（
図
2
）。
民
主
党
政
権
で
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
の

モ
デ
ル
事
業
の
始
ま
っ
た
一
〇
年
産
米
、
第
二
次
安
倍
政
権
で
農

政
改
革
の
始
ま
っ
た
一
四
年
産
・
一
五
年
産
米
、
最
近
で
は
二
一

年
産
米
で
あ
る
。

支
払
利
子
地
代
算
入
生
産
費
は
、﹇
物
財
費
＋
雇
用
労
働
費
＋

実
支
払
利
子
・
地
代
﹈と
い
う
実
支
出
経
費
か
ら﹇
副
産
物
価
額
﹈

を
差
引
き
、﹇
家
族
労
働
費
﹈
を
加
え
た
生
産
費
で
あ
る
。
手
取

り
価
格
が
実
支
出
を
含
む
支
払
利
子
地
代
算
入
生
産
費
を
下
ま
わ

る
と
、
家
族
労
働
費
の
評
価
額
を
引
下
げ
て
、
労
働
の
対
価
を
引

き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。

相
対
取
引
価
格
は
、
集
荷
業
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
が
卸
売
業
者
と
取

り
引
き
す
る
価
格
で
あ
る
。流
通
コ
ス
ト
や
Ｊ
Ａ
の
手
数
料
等（
合

計
で
二
〇
〇
〇
円
前
後
）
を
差
引
い
て
、
稲
作
経
営
の
手
取
り
価

格
に
な
る
。
こ
の
間
に
、
手
取
り
米
価
の
生
産
費
割
れ
が
つ
づ
い

て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
示
し
た
支
払
利
子
地
代
算
入
生
産
費
は
全
国
平
均
で
あ
り
、

平
均
稲
作
規
模
一
・
四
〜
一
・
八
ha
で
あ
る
。
中
小
規
模
稲
作
経

営
で
は
手
取
り
価
格
の
生
産
費
割
れ
が
常
態
化
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

図2 米生産費と相対取引価格の推移（2008～2024年産、個別経営、全国）

資料；農林水産省「米生産費」、同「米をめぐる状況について」（2025年10月）により作成
注1）支払利子地代算入生産費は［物財費＋雇用労働費＋実支払利子・地代＋家族労働費－副産物価額］
2）全算入生産費は、［支払利子地代算入生産費＋自己資本利子・自作地地代］
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中
小
規
模
稲
作
経
営
の
離
農
・
廃
業
は
、
高
齢
化
だ
け
で
な

く
、
こ
う
し
た
米
価
形
成
の
構
造
が
あ
る
。

適
正
か
つ
合
理
的
な
（
理
に
叶
っ
た
）
価
格
形
成
は
、
農
業
生

産
者
に
生
産
費
・
所
得
を
補
償
す
る
価
格
で
あ
る
。
生
産
費
に
も

と
づ
く
価
格
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。

4
�
水
田
活
用
の
交
付
金
の
有
効
性

農
水
省
「
米
生
産
費
調
査
」
は
、
調
査
対
象
経
営
の
水
稲
作
付

面
積
規
模
別
の
生
産
・
経
営
概
況
を
掲
載
し
、
粗
収
益
・
所
得
等

に
つ
い
て
、
水
田
活
用
の
交
付
金
な
ど
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の

交
付
金
を
加
え
た
額
を
表
示
し
て
い
る
。
概
要
を
表
示
し
た
（
表

3
）。主

食
用
米
の
生
産
調
整
・
需
給
調
整
に
も
っ
と
も
協
力
し
て
い

る
の
が
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
二
〇
〜
三
〇
ha
層
、
三
〇
〜
五
〇

ha
層
の
大
規
模
稲
作
経
営
で
あ
る
。

三
〇
〜
五
〇
ha
層
は
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
三
六
ha
、
そ
の
う

ち
約
一
割
の
三
・
三
ha
に
飼
料
用
米
を
作
付
け
て
い
る
。
経
営
所

得
安
定
対
策
、
つ
ま
り
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
等
は
、
経

営
全
体
に
な
ら
す
と
一
〇
ａ
当
た
り
四
四
七
三
円
。
一
〇
ａ
当
た

り
所
得
三
万
四
五
〇
〇
円
を
、
水
田
活
用
の
交
付
金
等
を
上
乗
せ

し
て
、
三
万
九
〇
〇
〇
円
に
増
や
し
て
い
る
。

交
付
金
額
は
、
一
〇
ａ
単
位
に
な
ら
す
と
少
な
い
よ
う
に
思
え

る
が
、
三
〇
ha
な
ら
一
三
四
万
円
ほ
ど
に
な
る
。
手
取
り
米
価
が

安
い
と
き
に
は
、
一
定
の
効
果
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

水
田
政
策
の
転
換
の
な
か
で
、
国
産
飼
料
に
つ
い
て
、
飼
料
用

米
の
体
系
か
ら
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
中
心
に
見
直
す
、
と
の
方

針
が
だ
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
日
本
の
畜
産
・
酪
農
は
、
海
外
の
飼
料
穀
物
の
輸
入
拡
大

に
依
存
し
て
発
展
し
、
国
内
の
耕
種
農
業
と
切
り
離
さ
れ
て
き

た
。
飼
料
用
米
は
、
切
り
離
さ
れ
た
国
内
耕
種
農
業
と
の
連
携
を

取
り
戻
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
（
耕
畜
連
携
）。
ま
た
、
飼
料
用

米
は
、
一
般
種
で
あ
る
な
ら
ば
、
主
食
用
に
転
用
で
き
る
し
、
作

付
け
地
を
土
地
利
用
と
い
う
広
い
意
味
で
の
「
備
蓄
」
を
実
現
し

て
い
る
。
主
食
用
米
か
ら
主
食
以
外
の
米
へ
の
転
作
を
担
っ
た
大

規
模
稲
作
経
営
は
、
主
食
以
外
の
米
か
ら
不
足
す
る
主
食
用
米
に

戻
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
広
い
意
味
で
土
地
利
用
を
備
蓄
し
て
い

た
と
み
れ
ば
い
い
。
食
料
安
全
保
障
の
面
か
ら
と
ら
え
な
お
す
必

要
が
あ
る
。

し
か
し
、
主
食
用
米
へ
の
回
帰
は
、
飼
料
用
米
だ
け
で
な
く
、

加
工
用
米
や
米
粉
用
米
な
ど
主
食
以
外
の
米
の
不
足
を
招
き
か
ね

な
い
。
政
府
は
、
取
り
崩
さ
れ
た
備
蓄
米
の
回
復
を
始
め
る
が
、

米
全
体
の
需
給
調
整
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

土
地
利
用
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
農
地
面
積
の
維
持
・
確
保
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
農
地
を
継
続
し
て
利
用
す
る
「
多
様
な
農

業
者
」、
中
小
規
模
層
を
含
む
「
農
業
を
担
う
者
」
に
対
し
て
、

農
地
の
維
持
・
保
全
の
た
め
の
直
接
支
払
を
構
想
す
べ
き
で
あ

水田政策の転換は可能か―稲作経営と水田活用の動向― ������������
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る
。民

主
党
政
権
の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
に
つ

い
て
、
自
民
党
等
は
「
補
助
金
の
ば
ら
ま
き
」

だ
と
批
判
し
た
。
水
田
活
用
の
交
付
金
な
ど
の

経
営
所
得
安
定
対
策
の
効
果
・
有
効
性
に
つ
い

て
、米
生
産
費
調
査
の
数
値
か
ら
検
討
し
た（
表

3
）。同

じ
米
生
産
費
調
査
の
数
値
か
ら
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
本
格
的
に
推
進
さ
れ
て
い
た
二

〇
一
一
年
を
対
象
に
、
比
較
検
討
の
た
め
の
表

を
か
か
げ
て
（
表
4
）、
本
稿
の
ま
と
め
に
代

え
た
い
。

米
の
所
得
補
償
な
ど
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

は
、
農
業
生
産
者
に
と
っ
て
は
所
得
の
上
乗
せ

（
表
4
）、
消
費
者
に
と
っ
て
は
結
果
と
し
て

米
の
価
格
引
下
げ
・
抑
制
（
図
2
）
と
い
う
両

面
で
の
効
果
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

﹇
補
記
﹈

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
単

価
の
三
年
に
一
度
の
改
定
が
行
わ
れ
、
二
六
年

度
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
田
作
の
麦
・
大
豆
は
、

現
行
で
は
、
水
田
活
用
の
交
付
金
の
上
に
畑
作

物
の
交
付
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
交
付
さ
れ
て
い

表3 米生産費調査対象稲作経営の概況（2023年産米，個別経営）

資料；農林水産省「米生産費調査」2023年産、により作成

50ha以上

3．7

2．6

98．94

96．49

2．43

67．97

21．38

46．59

12．38

6．39

525

9．50

4．52

110．6

26．9

47，655

3，790

114．4

30．7

54，363

30～50ha

3．2

2．5

55．54

53．56

1．98

36．15

7．61

28．55

3．29

0．46

501

10．96

7．25

109．5

34．5

38，089

4，473

113．9

39．0

43，025

20～30ha

2．6

1．9

32．37

31．88

0．41

24．68

9．54

15．14

2．03

1．26

499

12．89

9．58

111．5

36．3

30，310

4，315

115．8

40．6

33，913

15～20ha

2．6

1．9

27．17

26．03

1．10

17．13

8．03

9．10

3．97

1．84

537

13．90

10．97

118．6

43．6

31，818

3，035

121．6

46．7

34，032

10～15ha

2．0

1．5

21．17

2．03

0．70

12．20

4．44

7．76

2．61

2．06

529

13．81

12．22

114．1

31．9

20，869

3，691

117．8

35．6

23，286

5～10ha

1．9

0．9

10．41

9．55

0．81

6．75

2．71

4．04

0．59

0．51

504

16．59

14．82

108．0

25．8

13，948

3，414

111．4

29．3

15，791

3～5ha

1．7

0．6

5．95

5．46

0．48

3．81

2．09

1．72

0．21

0．05

496

20．32

18．68

104．8

18．7

8，030

1，819

106．6

20．5

8，810

1～3ha

1．2

0．6

3．32

2．50

0．67

1．74

1．28

0．46

0．16

0．07

496

24．88

23．06

106．6

13．4

4，646

1，095

107．7

14．5

5，026

0．5～1ha

0．8

0．5

1．42

1．07

0．24

0．73

0．62

0．11

0．01

－

477

33．25

31．79

104．2

△4．0

ｎｃ

774

105．0

△3．3

nc

0．5ha未満

0．9

0．4

1．23

0．56

0．52

0．35

0．31

0．04

0．01

－

470

43．61

42．17

103．2

△27．5

ｎｃ

48

103．2

△27．5

nc

平 均

1．1

0．6

3．25

2．64

0．49

1．81

1．05

0．75

0．16

0．09

499

21．86

19．85

107．9

17．5

7，048

2，178

110．1

19．7

7，925

農業就業者 （人）

農業専従者 （人）

経営耕地面積 （ha）

田

普通畑

水稲作付地 （ha）

自作地

借入地

飼料用米作付 （ha）

多収品種

水稲10ａ収量 （㎏）

稲作労働時間 （時／10ａ）

うち家族労働

粗収益 （千円／10ａ）

所 得 （千円／10ａ）

（円／1日）

Ａ．所得安定対策等（円／10ａ）

上記のＡ．を算入した場合

粗収益 （千円／10ａ）

所得 （千円／10ａ）

（円／1日）
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る
。
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
は
、
二
七
年
度
か

ら
、
水
田
、
畑
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
物
ご
と
の

支
援
体
系
に
改
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
水

田
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
水
田
活
用
の
交

付
金
と
と
も
に
、
畑
作
物
の
交
付
金
に
つ
い
て

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
、

紙
幅
の
関
係
等
か
ら
見
送
り
、
稿
を
改
め
て
検

討
し
た
い
。

表4 米生産費調査対象稲作経営の概況（2011年産米，個別経営）

資料；農林水産省「米生産費調査」2011年産、により作成

15ha以上

3．2

2．3

35．20

28．99

6．19

21．02

10．06

10．96

524

13．64

11．84

113．8

46．6

31，468

16，387

130．2

63．0

42，540

10～15ha

2．7

1．7

19．06

18．32

0．66

12．31

5．24

7．07

540

16．12

15．38

128．3

55．2

28，731

13，234

141．5

68．5

35，615

7～10ha

2．1

1．2

13．01

12．46

0．50

8．50

4．54

3．96

539

18．34

16．44

125．6

51．7

25，145

14，170

139．7

65．8

32，040

5～7ha

1．9

1．0

9．56

8．92

0．42

5．76

3．21

2．55

538

20．02

18．31

114．8

40．0

17，464

14，758

129．6

54．7

23，912

3～5ha

1．6

0．8

5．37

5．03

0．29

3．94

2．18

1．76

527

21．23

19．79

120．4

44．3

17，925

14，017

134．4

58．4

23，591

2～3ha

1．1

0．5

3．99

3．37

0．23

2．49

1．86

0．64

535

24．72

23．27

120．0

40．8

14，041

12，913

132．9

53．8

18，481

1～2ha

0．9

0．3

2．42

2．12

0．22

1．45

1．15

0．29

515

28．18

26．49

117．7

27．1

8，179

12，978

130．7

40．1

12，098

0．5～1ha

0．8

0．5

1．44

1．10

0．27

0．72

0．61

0．11

500

34．84

32．84

113．3

△4．8

－

9，185

122．5

4．4

1，072

0．5ha未満

0．4

0．2

0．78

0．57

0．14

0．36

0．33

0．03

525

44．47

41．63

119．5

△18．5

－

8，001

127．5

△10．5

－

平 均

0．8

0．4

2．41

2．06

0．24

1．42

0．99

0．43

523

26．11

24．40

118．7

28．8

9，431

12，615

131．3

41．4

13，567

農業就業者 （人）

農業専従者 （人）

経営耕地面積 （ha）

田

普通畑

水稲作付地 （ha）

自作地

借入地

水稲10ａ収量 （㎏）

稲作労働時間 （時／10ａ）

うち家族労働

粗収益 （千円／10ａ）

所 得 （千円／10ａ）

（円／1日）

Ａ．戸別所得補償（円／10ａ）

上記のＡ．を算入した場合

粗収益 （千円／10ａ）

所得 （千円／10ａ）

（円／1日）
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編
集
後
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
こ
の

一
年
が
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
ま
す
。
本
年
も

本
誌
に
対
し
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
▼
さ
て
、昨
年
は
コ
メ
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
価
格
高
騰
が「
令

和
の
コ
メ
騒
動
」
と
称
さ
れ
、
社
会
問
題
化
し
ま
し
た
が
、
二
度

に
亘
る
農
林
水
産
大
臣
の
交
代
や
そ
の
前
後
に
放
出
さ
れ
た
政
府

備
蓄
米
も
米
価
引
き
下
げ
に
効
果
を
発
揮
し
た
と
は
言
え
ず
、
農

政
に
と
っ
て
課
題
多
い
一
年
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

▼
特
に
石
破
政
権
下
で
言
及
が
あ
っ
た
コ
メ
増
産
へ
の
政
策
転
換

が
、
高
市
政
権
へ
の
交
代
に
よ
っ
て
揺
り
戻
し
的
に
撤
回
さ
れ
た

こ
と
は
、
こ
の
間
、
農
林
水
産
省
が
繰
り
返
し
非
難
さ
れ
て
き
た

「
猫
の
目
農
政
」
と
の
誹
り
を
再
び
惹
起
さ
せ
兼
ね
な
い
由
々
し

き
状
況
と
も
言
え
ま
す
▼
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
態
収
拾
に
向
け
た

貴
重
な
国
民
へ
の
発
信
機
会
で
あ
る
臨
時
国
会
に
お
い
て
は
、
予

算
委
員
会
で
の
高
市
総
理
の
「
台
湾
有
事
」
発
言
が
国
際
問
題
に

発
展
す
る
と
と
も
に
、
政
治
と
金
を
巡
る
問
題
を
議
員
定
数
削
減

に
す
り
替
え
て
凌
ご
う
と
す
る
与
党
勢
力
の
論
点
ズ
ラ
し
に
よ

り
、
農
林
水
産
委
員
会
で
の
論
議
に
注
目
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
至
極
で
あ
り
ま
し
た
。
年
初
に
控
え
る
通
常
国
会
で

は
、
こ
れ
ら
国
民
の
不
安
や
不
満
を
払
拭
で
き
る
よ
う
十
分
な
論

議
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
▼
さ
て
、
今
月
号
の
特
集
は
、「
令

和
の
コ
メ
騒
動
と
水
田
政
策
の
転
換
」
と
題
し
、
ま
さ
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
今
次
コ
メ
騒
動
に
つ
い
て
、
消
費
者
・
生
産
者
か
ら

の
視
点
、
さ
ら
に
は
輸
入
米
制
度
や
水
田
政
策
な
ど
の
農
業
政
策

面
か
ら
の
課
題
を
五
人
の
編
集
委
員
の
先
生
方
に
論
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
▼
顧
み
れ
ば
本
誌
で
は
、
昨
年
の
七
月
号
に
お
い
て
、

現
職
Ｊ
Ａ
組
合
長
を
お
招
き
し
て
、
現
場
目
線
か
ら
の
問
題
点
等

を
座
談
会
と
い
う
形
で
収
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
次

コ
メ
騒
動
の
本
質
に
迫
る
論
議
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
個
人
的
な
思
い
で
す
▼
本
誌
編
集
会
議
で

は
、
今
号
の
特
集
に
加
え
、
様
々
な
分
析
・
検
証
を
行
う
べ
く
、

企
画
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
議
論
に
も
ご
期

待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
な
お
、昨
年
の「
今
年
の
漢
字
」

は
「
熊
」
で
し
た
が
、
僅
差
（
一
八
○
票
）
の
二
位
が
「
米
」
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
米
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
依
然
と
し
て
高
い

こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

（
岡
本
）
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